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　────思い出した。

　そう思ったのはもう本当に終しゆう盤ばん。ヒロインと彼女を守るイケメン達が婚こん約やく披ひ露ろうパーティーで私を断罪する、まさにその場面でのことだった。







　メインヒーローである金きん髪ぱつの京きよう極ごく生徒会長を筆頭に、ずらずらっとイケメン達が並び、その後ろに可か憐れんな容姿のヒロインが庇かばわれる光景は圧あつ巻かん。

　そんなクラッとするくらい美び麗れいな光景と、パーティーの煌きらびやかな背景が合わさった時、なーんか見たことあるな、と思ったのだ。

　瞬しゆん間かん、頭の芯しんに衝しよう撃げきが走る。

　あれ、これって乙女おとめゲーム版まで買った大好きなアニメ、『キミが僕を愛すまで』略して『キミ☆らぶ』の断罪シーンじゃん。

　アニメ第十五話、メインヒーローである京極会長と家の権力で無理やり婚約した悪役令れい嬢じよう、星ほし野の宮みや桜さくら子こが開く婚約披露パーティーでのこと。

　そこで主人公であるヒロインと、その想おもい人である京極会長、そして周りのイケメン達が協力して、星野宮桜子の悪事を暴あばくのだ。星野宮桜子は大勢の招しよう待たい客きやくの前で断罪され、婚約は白紙に。さらに実家の事業も乗っ取られ、星野宮家は名実共に没ぼつ落らくする。

　そんな桜子を尻しり目めに、見事に結ばれるヒロインと京極会長。

　そうそうそう、アニメのあまりの人気っぷりに、乙女ゲーム版まで出たんだよね。

　かくいう私もかーなーりハマった。アニメは各話五回以上見てる！　乙女ゲーム版はまだ最初のほうだけど出てくる男の子がイケメンばっかりで、セリフがまたキュンキュンだったん、




「星野宮さん、君はやりすぎた」




　不意に響ひびいた京極会長の声に、ハッとして彼のほうを向く。

　私と対たい峙じしている京極会長を含めイケメン達は一様に、私へ軽けい蔑べつした視線を向けていた。唯ゆい一いつ、ヒロインだけが少し悲しげな表情をしている。

　アニメで見た断罪シーンそのまんま。

　すごい！　本物だ！　本物の京極会長！　夢にまで見た光景が目の前にあることにテンションがグングン上がって、ってあれ。

　はた、と気づく。

　そう言えば私の名前って『星野宮桜子』じゃなかったっけ。

　しかも彼らが睨にらむ先にいるのは私だ。

　あれ、私って悪役令嬢？

　確かに落ち着いて考えてみれば、あのヒロインをイジメた憶おぼえがある。それはもう壮そう絶ぜつに、何もそこまでしなくても、ってくらいに虐いじめ抜いた。だってだって、大好きな京極会長にあんな庶しよ民みんの分際で近づくから……って、え？　庶民の分際ってなに。いやいやいや私も十分庶民だし！　……御ご三さん家けである星野宮家長女の私が庶民？　あれあれ。

　私？　私って、なに？　何でこんなところにいるの？　何をしているの？

　あれ。

「……っ！」

　瞬間、頭の奥で何かが爆はぜた。次ついで私を襲おそった凄すさまじい衝撃に、目の前が白く染そまる。

　そしてすぐに何も分からなくなった。







　声が聞こえた。




「ちょっと美み優ゆ。聞いてる？　美優ったら！」

　私の名を呼ぶ大きな声にビクッと目を開ければ、そこはいつもの教室。

　あれ。

　目の前の席にいるのは、高校入学からもう二年近い付き合いになる、親友のさっちゃんだ。

「ねぇ、もう春はる雪ゆき様かっこよすぎるのよ！」

　私のほうを向いて前の席に座ったさっちゃんは、そう叫さけぶと夢見る乙女の顔で身み悶もだえた。

　春雪様？　て、え。

「えぇぇっ！　春雪様って星野宮春雪!?　この前まで京極会長派だったじゃん！」

　京極会長のキーホルダー、アニメショップでお揃そろいねって買ったのに！

　親友の推おしキャラの鮮あざやかな変わり具合に啞あ然ぜん。さっちゃんはふふふふ、と怪あやしげに笑って、どこからともなくゲーム機を取り出した。

「見てよこれ。とうとう春雪様攻略したのよ！　惚ほれられボーナスの狂い桜ざくら画スチルゲットよ！」

　顔面に押しつけるように見せられた画面には、雪のちらつく中で季節外はずれの狂い咲きをした桜と、その前で凄せい絶ぜつな微笑ほほえみを浮かべる星野宮春雪。

　キャッチコピー『魔ま性しようの貴き公こう子し』そのものの魅み惑わく的てきな微笑みだ。確かにカッコいい。

「私それまだ出してない！」

「もう、美優も早く春雪ルート行きなさいよ」

「だってだってだってぇ、金欠でようやく買ったばっかりなんだよ！　まだ京極会長にアタックし始めたとこで」

「このおバカ。ゲーム買うお金くらい貯ためておきなさい。……ってそんなことより、アニメもいいけど、この乙女ゲーム版最高よ！　あのねぇ、実は春雪はね」

「え、ちょ、ネタバレ禁止ぃぃぃぃぃ！」

　慌あわてて叫ぶ私にさっちゃんがうるさいと、デコピンをしてきた。

「うぐっ、痛いよさっちゃん」

　さすさすと額ひたいを撫なでる私を放置してさっちゃんはゲームを始めた。

　酷ひどい。







　声が聞こえた。




「……こっ、さくらこっ」

　私の名を呼ぶ小さな声に、いつの間にか閉じていた目を開ける。

　目の前に広がるのは婚約披露パーティーの煌びやかな会場と、こちらを見る京極会長達。

「桜子っ」

　また聞こえた私の名前を呼ぶ小さな声。微かすかな音量の割に、いやに鮮せん明めいに聞こえた。

　少なくとも私には。

　声の大きさからして、きっとだいぶ会場の端はしからだろうな、とは思ったけど、やけに耳に響く声色が不ふ思し議ぎで、呼ばれたほうを見てみた。

　でもやっぱり、周りを囲む招待客に遮さえぎられて、声の主ぬしは分からない。

　分からない。

　何が分からないのかすら分からない私は、ただ、それだけを思った。

　次いでそこから視線を正面に戻せば、相変わらずの視線を京極会長達が私に向けている。

　今は隣の冷れい泉ぜい院いんが代表して何か言ってるけど、まともに頭に入ってこない。

　あぁでも、ここはハマったアニメ『キミ☆らぶ』の断罪シーン。特にこの第十五話は何回も見てほぼ頭に入ってる。

　だからこれは桜子への断罪のセリフだ。星野宮桜子わたしを潰つぶすための言葉。

　急に、ズキンッと強い痛みが頭に走った。その激はげしさに意識が遠のく。視界が真っ白に塗ぬり替えられるのをぼんやりと眺ながめながらふと思った。

　そう言えば、私の名前は西にし野の美優じゃなかったっけ？







　声が聞こえた。




「美優っ！　みゆっ！　みゆってばっ！」

　私の名を泣き叫ぶ声。また、いつの間にか閉じていた目をゆっくりと開けば、目の前は真っ黒。あ、これアスファルトか。

　同時にズキンッと鋭するどい痛みを鳩尾みぞおちに覚えた。

　痛い！　って叫ぼうとしたのに、喉のどが何かに塞ふさがれて声が出ない。

「ッ、……コ、フッ」

　その代わりに変な音が出て、鉄てつ臭くさい液体が口から溢あふれる。

　重くて動かない身体からだと視界に広がるアスファルトに、どうやらどこかの道にうつ伏せになっているんだと気づいた。

　なんで？

「美優っ！　みゆうっ！　しっかりしてえぇぇぇっ」

　頭上から金切り声が聞こえる。親友のさっちゃんの声だ。でも、いつも比ひ較かく的てき冷静なさっちゃんが、珍めずらしく取り乱している。

　この体勢だと、さっちゃんが見えない。仕方がないから、ピクリとも動きたくないほどに重い身体に鞭むち打うって、仰あお向むけに転がってみた。

　そうやって反転すれば視界に広がったのは灰色の曇どん天てん。でもすぐに、ガバッと入り込んださっちゃんの顔で目の前が一いつ杯ぱいになる。

　見慣れた顔と一緒に、ボトボトボトと水すい滴てきが私の目や頰ほおや口元に降ってきた。

　って、しょっぱ！　しょっぱいよさっちゃん！　しかもお化け粧しようがぐちょぐちょだし。目の周りパンダになっちゃってるよ。ねぇ、どうしたの。どうして泣いてるの。

　言いたいことはたくさんあるのに、口を動かしても声が出なかった。

　パクパクと喘あえぐだけ。まるで陸に打ち上げられた魚みたい。ヒューコー、ヒューコー、と掠かすれた空気が喉から漏もれる。

　じゃあ、声が出ないならせめて、さっちゃんの涙を拭ふいてあげようかな。

　そう思って腕うでを持ち上げるけど、なぜか鉛なまりを詰められたみたいに重くて苦労する。

　しかもその先の私の掌てのひらと指先は赤く染まっているし。

　なんで？

　一瞬考える。でも理由は意外とすぐに思い当たって、ああそう言えば、とつらつら思い出していく。

　さっちゃんとお喋しやべりをしながらの下校。その途中に突然現れた男と、手に握にぎられた刃は物もの。そして奇き声せいを上げて突っ込んできた瞬間。

　ん～、咄とつ嗟さに、隣にいたさっちゃんを思いっきり突き飛ばしたまではいい感じだったんだけどなぁ。肝かん心じんの自分が刺さされちゃダメだよね。

　そこまで考えてから、さっちゃんの涙を拭くんだったと思い出して、でも同時に、それができないことにも気づいた。

　だってこの手じゃ拭けない。むしろ汚よごしちゃうもんね。って、あ。そう言えば今日に限ってハンカチ、家に忘れちゃったんだ。

　ふうっとため息をついてみる。肺はいから出てきた空気は思ったよりも少なかった。

　あーあ。ハンカチ一枚持ってないダメな親友でごめんね、さっちゃん。

　心の中で謝りながら、次から次へと水滴を零こぼす瞳ひとみをぼんやりと見上げれば、激しく動かされるさっちゃんの口元が、視界の中でジワッと滲にじんだ。

「いやっ！　目を開けて！　みゆ！　みっみゆっ！　みゆっ……いやあぁぁぁぁぁっ！」

　ごめんね、さっちゃん。







　声が聞こえた。




「星野宮さん」

　すぐ目の前からの超ちよう然ぜんとした京極会長の声。

「さくらこっ」

　遠くからの小さな声。

　同時に、違う方向から違う呼称で私を呼ぶ二つの声に、また閉じていた目を開ける。

　と言っても、後者の一つは小さすぎるから、私の周りは京極会長の声だけを聞き取ったと思う。だけどやっぱり私には、周囲にかき消されそうなその声のほうがなぜか京極会長の声よりもよく聞こえた。

　分からない。

　目を開けて真っ先に見えたのは、京極会長が私へ向ける厳きびしい視線だ。

　それから目を逸そらすように、もう一つの声のほうを向いてみるけど、やっぱり見えるのは招待客の山で、遠くにいるであろう声の主は、影も形もない。

　でもその声の持ち主の代わりにか、ふと、唐とう突とつに、招待客の隙すき間まを縫ぬって、見慣れた姿が現れた。

　鋭い視線と目が合う。

　明らかな拒きよ絶ぜつの色を浮かべた漆しつ黒こくの瞳が、私を射い抜ぬいた。鮮せん血けつを紅べに代わりにしたような赤い唇くちびるは、軽蔑に歪ゆがんでいる。
















　その瞬間、スッと心の奥が冷えた。周りの景色が一気に遠のいていく。

　逃にげたい、と唐突に思った。

　混乱してるのか、それとも他の何かのせいなのか、理由は分からないけれど。何ひとつ、分からないけれど。

　でも、今すぐここから消え去ってしまいたい。

　アニメ通りにするのなら、京極会長に泣いて縋すがるなり、私のせいじゃないって喚わめくなり、ヒロインを口汚く罵ののしるなり、すべきことはたくさんあった。

　でももう、ヒロインに何かしてやりたいなんて、そんな気は微み塵じんも起きない。理由もない。

　だから、私は全すべてに背を向けた。

　断罪のシナリオも、招待客も、私の名を呼ぶ声も全てかなぐり捨てて逃げ出す。後ろから驚く声や、桜子！　と姿の見えないあの声がしたけど、私は止まらなかった。







　そのままパーティー会場を走り出ても、私の足は止まらない。足早に道を歩き、少し行ったところで、ドンッと誰だれかが前からぶつかってきた。

「…えっ？」

　胸のあたりへ来た鋭い衝撃にたたらを踏ふむ。そのぶつかった反動だけじゃなく、何だか妙みような感覚がして鳩尾を見た。視線の先でサーモンピンクのドレスが紅あかく染まっている。

　……え、なにこれ。あれ、ん、ぐ、痛、い？

　自覚すればガクッと膝ひざが折れ、地面に身体が倒れる。目の際きわから涙が零れた。

　痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い。

　心の中で絶ぜつ叫きようする。何が起こったのか分からない。

　痛みで飛びそうになる意識と戦いながら、ぶつかってきた何かに必死で顔を向けた。

　すると、そこにいたのは一人の男だ。頰がこけ、目ばかりがギョロギョロした四十代くらいの。その顔は、あの女生徒に驚くほどそっくりだった。

　阿あ久く津つに唆そそのかされて、私に利用された、哀あわれで愚おろかな子に。

　そんな男の右手には血が滴したたるナイフ。

　そしてそれを握ったまま、男は笑っていた。私をあざ嗤わらっていた。口の端はしから泡あわを飛ばして狂ったように。いやもう、狂っていた。私、星野宮桜子のせいだ。

　そう、ちゃんと憶えてる。

「娘ムスメノ仇カタキダ」

　男はゲラゲラ嗤いながら無機質な声でそう言って、そのまま走り去っていく。

　私は声も上げられず、地面に突っ伏した。

　今の私には全てが自じ業ごう自じ得とくだと分かっている。婚約破は棄きも、没落も、そしてこの惨さん劇げきも。

　全てが、私のせいだ。

　走馬灯のように、今までの思い出が頭を駆かけ巡めぐった。自然に、まるで当然のようにたくさん思い出されるのは、意外にも彼だった。彼の笑顔だった。

　そして、ようやく分かる。この死の間ま際ぎわにようやく。

　星野宮桜子は、私は、根本的なところから間違っていたと。どうしようもなく、道を踏み外していたと。

　せっかくそう気づいたのに、私は生前の陰いん険けんで粘ねん着ちやく質しつでどうしようもない悪行からは考えられないほどにアッサリと、誰にも看み取とられず、どこかの地面の上で野の垂たれ死じんだのだ。
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　目を開ければ見慣れた天てん井じようだった。

　あれ？

　寝ていたベッドの上で身体からだを起こせば、そこはやっぱり見慣れた部屋だ。

　白を基き調ちようとした室内に、家具やカーテン等の調度品はヨーロピアンテイストで統とう一いつされている。お母様のご趣しゆ味みだ。端はしにあるキャビネットの上には家族写真。お父様とお母様、春はる兄にい様さま、そしてブルーのドレスを着た私、星ほし野の宮みや桜さくら子こ。五歳の時に撮とった家族写真だ。

　ベッドの上でそっと服の裾すそをめくってお腹なかを見る。ペタペタと鳩尾みぞおちを触さわってみるけど、穴は開いてないし、怪け我がの様子もなくツルツルした白い肌はだ。

　あれあれあれ？

　そろりとベッドから下りてみる。

　……ってうぉっ。

　何か思った感じと違ってつんのめってしまった。ベッド変えたっけ。いつもより高くなった気がするし、視界も変な感じ。

　でも何とか無事に床に着地して立ち上がる。そしてそのまま部屋を横切ろうとして、右端にある大きな全身鏡が目に入った。

　正確には、そこに映る自分の姿が、って、

「え、……ええええぇぇぇぇぇええええええ！！！」

　思わず叫さけぶ。絶ぜつ叫きよう。大絶叫だ。

　慌あわてて鏡に駆かけ寄り、表面に触ふれてみるけど、ひんやり冷えているだけの何の変へん哲てつもない、普通の鏡だった。

　え、え、んんんん？　おおおお？　ふおぉぉぉぉぉぉ？

　一人アワアワしているとバタンッ、と大きな音がして、誰だれかが部屋に飛び込んできた。

「桜子！」

　突然の大きな音にビクッと肩かたを揺ゆらす。恐おそる恐おそる目を向ければ、そこにいたのは小学校低学年くらいの男の子。

　艶つややかな黒くろ髪かみに、同じ色をした釣つり目がちのアーモンドアイ。そして何より、まるで雪のように透すき通る白い肌と、そこに血を垂たらしたような赤い唇くちびる。

　思わず息をするのを忘れるほどの美しい男の子だ。

「桜子、叫び声が聞こえたけど何かあったの？」

　その赤い唇が開かれて紡つむがれた声は、初めて聞いた気がするのに、なぜだか懐なつかしい。何でだろう。て、え、あれ。

「……はる、にいさま？」

　気がつけば、自然とそう呟つぶやいていた。それと同時に心のどこかで納得。

　あぁ、そうだ。私の記き憶おくよりだいぶ幼おさないけれど、確かにこの子は私の兄、星野宮春はる雪ゆきだ。

　春兄様は私の呼びかけに応こたえるように、そのままツカツカと近づいて来て、背が小さな私に目線を合わせるためか、目の前でスッとかがんだ。

　綺き麗れいな形のアーモンドアイが私の瞳ひとみを覗のぞき込む。

「大丈夫？　桜子、熱でもう二日も寝込んでたよ」

「お熱？」

「うん。お父さんもお母さんも心配してるから、寝てないと」

「え、えっとぉ……」

　違い和わ感かん。ものすごく違和感。

　言い淀よどむ私をどう思ったのか、春兄様は心配そうな表情をして、そして何かを確認するようにペタペタと私の頰ほおや額ひたい、肩を触った。

「本当に大丈夫？　熱は下がってるみたいだけど」

　いや、熱とかそんなのじゃなくて、

「なんで春兄さまが私を心配なさるの？」

　そう、そうだよ。

　一人納得する私とは裏腹に春兄様は、は？　と怪け訝げんそうな顔をする。

　でもそう、おかしいのだ。春兄様が私を心配するなんてありえない。

　だって春兄様は私を嫌きらってる。私が蓬ほう萊らい学園の高等科に入学して京きよう極ごく会長への恋に狂くるってからは特に。よく厳きびしい言葉を浴あびせるし、私があの女に警けい告こくしている場に出くわすと、必ずあの女を庇かばう。私は妹なのに。いくらヒロインだからって、ん？　ヒロインって何だっけ？

　ええっと、まぁともかく、恋に狂う私を見る春兄様の目は、日に日に厳しくなって、家でも軽けい蔑べつした視線を向けられるようになった。

　私はそれに傷ついて、よけい必死で京極会長を追いかけた。京極会長に振り向いてもらえれば、春兄様も優しく祝しゆく福ふくしてくれるんじゃないかなんて思って。

　何という悪あく循じゆん環かん。

　あ、でもそう言えば、子供の頃は仲良かったんだっけ。私の我わが儘ままを諫いさめつつも何だかんだ妹として気にかけて遊んでくれた憶おぼえがなきにしも……。冷たい視線の記憶が強きよう烈れつすぎてあまり憶えてないけど。

　そこまで考えて目の前の春兄様を見れば、なぜか眉み間けんにしわが寄っていた。

　どこか不満そう。

「春兄さま？」

　そう呼べば、春兄様はそれを隠かくしもせず小さくため息をついた。

「あのね、僕は桜子の兄なんだから、心配するのは当たり前でしょ」

「え？」

「それとも桜子は僕のことを、妹が熱で苦しんでいても気にも留とめない、そんな冷たい人間だと思ってるの？」

「え？　いえ、そうじゃなくって、あの、えっとぉ……」

　ほら、いつも私に冷たい視線をですね、ってあれ、そういうことになるの？　ん～ええぇっとぉ。

　何て言っていいか分からず口ごもる私に、どうやらまだ本調子じゃないと春兄様は判断されたらしい。

「とりあえず、まだ寝てないとだめだよ」

　春兄様は私の手を引いてベッドまで行くと、ほらちゃんと寝て、と寝かしつける。

　記憶の中と違う優しい対応に戸と惑まどって、つい大人しくされるがままに。

　素直に横になった私に春兄様は満足そうに頷うなずいて、かけてくれた毛布の上からぽんぽんと優しく叩たたいた。

「うん、熱のせいで少し錯さく乱らんしたのかな？　ちゃんと寝ていれば大丈夫ってお医者様は言ってたから、明日にはきっと落ち着いてるよ」
















　春兄様はサラッとそう囁ささやくと、私の額にかかった前まえ髪がみを優しく払い、おやすみ桜子、と言って部屋から出て行った。

　部屋には呆ぼう然ぜんとした私一人が取り残され……ってちょっと待って。

　錯乱？　いやいや、色々混乱とかはしてるけど、錯乱ってそんな狂きよう人じんみたいな。

『娘ムスメノ仇カタキダ』

　唐とう突とつに蘇よみがえって来た無機質な声。ゾクリ、と背せ筋すじに寒気が走って全身に鳥とり肌はだが立つ。

　私のせいで狂った気の毒どくな人。彼の目は真まっ赤かだった。泣き腫はらしたように。

「……」

　私は静かにそおっと、寝かしつけられたベッドの上で身を起こした。ベッド脇の小さな棚たなの上、可か愛わいい白うさぎのぬいぐるみが目に入る。

　あ、これ春兄様が前にプレゼントしてくれたやつだ。大人しく寝てなくてごめんなさい春兄様。

　私はベッドからこれまたそろっと抜け出し、部屋の全身鏡に近寄った。

「……う～ん」

　鏡で自分の身体を改めて見てみる。ペタペタペタペタと顔や身体を触って確認。ギュムッとつねってもみる。う、痛い。

「夢……じゃない」

　そう呟いてみれば、鏡の中の私の口も同じように動いた。

「生きて、る」

　また口が同じように動く。私、生きてる！

　特に痛いところはないし、さっき確認したように鳩尾に刺された跡あともない。春兄様が言うような錯乱も、もちろんしてない。胸に手を当てれば、ドクドクドクと規き則そく正しい心しん臓ぞうの音。ほんとに生きてる。死んでない。何の問題もなく健康体。

　あ、いや、たった一つを除のぞいて。

「小さい」

　そう、圧倒的に全てが。身長も手足も、身体の全てが記憶にあるものより小さく、かなり幼くなってる。

　気が強く見えがちな顔も、どこかちょっと角がなくてあどけない、気がする。パッと見、あのキャビネットの上の家族写真と同じくらい。推すい定てい五歳。

　どういうこと？　分からない。本当に分からない。いや、落ち着け。えーと、私の名前は星野宮桜子十八歳。星野宮家の長女だ。……って、え。待って。ちょっと待って。

　私は何を言ってるの！

　星野宮桜子ってアニメ『キミ☆らぶ』の中の悪役令れい嬢じようの名前じゃない！　画面の中にしかいない！

　私は……えぇっと、そう。私は西にし野の美み優ゆ、十七歳だ。

　鏡の中の、お人形さんのように綺麗な容よう姿しの幼い女の子はあれだ、幻げん覚かくだ。気の強そうなネコ目が、アニメの中の星野宮桜子に似てるなぁ、なんて気のせい気のせい。

　私は西野美優。至って平へい凡ぼんなサラリーマン家庭の長女で、兄と妹のいる五人家族。普通に家の近くの公立高校に通っていて、高校二年生でさっちゃんと同じクラスになったのを一緒に喜んだ。……ってところまでは憶えてるんだけど、でも三年生になった憶えはないなぁ。

　う～ん。

『いやっ！　目を開けて！　みゆ！　みっみゆっ！　みゆっ……いやあぁぁぁぁぁっ！』

　さっちゃんの叫び声が聞こえた。

　ハッとして周りを見てもそこはヨーロピアンな室内で、私は一人。

　空耳？　いや、そうじゃない。私は今の声を実際に聞いた。ちゃんと、憶えてる。

　そうだ。私、刺されたんだった。

　思わず鳩尾を押さえる。

　あれは痛かった。凄すさまじく痛かった。う、思い出せばまだジクッと痛むような。

　て、あれ、そう言えばあの後どうなったんだろう。救急車とか呼ばれたのかな。というかあの奇き声せいを上げた通り魔ま？　は捕つかまったの？

　頑張って刺された後を思い出そうとしてみるけれど、うん、まったく思い浮かばない。

　あのアスファルトと灰色の曇くもり空と、さっちゃんの泣き顔が最後の記憶で、どこかで目覚めた憶えもない。

　そんな曖あい昧まいな記憶と今の状況を考えると、自然と浮かぶのは一つの答え。

　ザァッ──と全身から血の気が引く。

　もしかして西野美優わたし、あのまま死んじゃった？







　冷静になることにした。

「落ち着け落ち着け落ち着け」

　言い聞かせるように呟いて、切り替えようと頭を振る。

　ブンブンブンブン、ってぐお。調子に乗って振りすぎた。気持ち悪っ。あ、でも一応、落ち着いた？　かも……。うん、よしとしよう。

　自覚してなかったけど、どうやら起きたばっかりで、けっこう混乱してたみたい。慌ててちゃダメだよね。分かるものも分からなくなっちゃう。

　とりあえず、部屋の一角に設置されている真っ白で高級そうな勉強机の前に陣じん取どってみる。机の上のノートを適当に選び広げて、真っ白なそのページの真ん中に、デカデカと議題を書いた。

『私は誰？』

　普通に生きてたら一生ご縁えんがないであろう一文に眩暈めまいが……。いや、ここでへこたれるわけにはいかない。頑張れ美優。

「うん、まず私が西野美優ってことは間違いないよね」

　議題の下に『私＝西野美優』と力強く書く。

　これは分かりきってることだ。私には普通の女子高校生、西野美優という自覚と、刺されるまでの十七年間の記憶がちゃーんとある。

　大好きだったアニメ『キミ☆らぶ』については思い出以上にもうバッチリ。

　だがしかし、そこで手が止まってしまう。

「……あれ」

　そう、あれ。

　ノートのまだまだたくさんある白い部分を睨にらみつける。うお、睨みすぎて目が乾かわいた。パチパチと瞬まばたきを補ほ充じゆう。

　眼球が潤うるおったところでさてさて、ものすごく、ものすっごーく認めたくないけれど、本当はちゃんと気づいてる。

　そのまま睨んでても仕方ないので、渋しぶ々しぶ、それはもうゆっくーりと手を動かして、さっき書いた『私』の下にもう一個『＝』を書き加えた。

　そしてさらに『星野宮桜子』と気持ち小さめに書く。

「ほしのみやさくらこ」

　その名前は、予想していたよりもずっとスムーズにペロッと口から出た。

　はぁ。

　まぁ、うん。つまりは、ほら、あれだ。

　落ち着いて考えたら、『私は西野美優だ』って自覚の他に、『やっぱ私、星野宮桜子かも』、なーんて自覚もあったりなかったり。

　泣きたい。

　なぜよりにもよって『星野宮桜子』なの。もっと他にあるでしょうに。

　何しろ、星野宮桜子は、西野美優が大好きなアニメ『キミ☆らぶ』の悪役令嬢。つまりは二次元。私のＺ軸じくはどこいった。

　……いやいやいや、有り得ない。

　これはあれかな。西野美優が見てる夢かな。大好きなアニメの登場人物に夢の中でなりきっちゃってる的な。私ったらなーんてイタい子。

　って思おうとしても、刺される前までの桜子のリアルな記憶があるっていう。桜子だっていう意識も強いっていう。しかも今の身体は桜子幼よう児じ。

　詰つんだ。

「……落ち着け」

　とりあえず落ち着け私。って、この状況で落ち着くって難なん易い度ど高っ。いやでもやっぱ、落ち着け私。

　夢の中かもしれないけど、少なくとも今、私は星野宮桜子になっている。

　あの桜子に。

　何もしないよりはまだほんの砂一粒くらいましだし、『星野宮桜子』について、西野美優の記憶を掘ほり起こしてみる。

　さて、そもそも『星野宮桜子』の出てくる『キミ☆らぶ』は、主おもにティーン女子を中心に凄まじい人気を誇り、乙女おとめゲーム版まで出た伝説級のアニメだ。

　主人公は、身体は弱いけど、明るく頑張り屋な庶しよ民みん派はヒロインの木き村むら桃もも花か。彼女がお金持ち高校、蓬萊学園高等科に特待生として入学するところから物語は始まる。

　価値観や常識の違いに戸と惑まどいながらも持ち前の明るさと根性で、桃花は学園の人気者達と友情、時に恋を育はぐくんでいくのだ。

　そして、全校生徒の憧あこがれの的、京極生徒会長と運命的な恋に落ちる。

　桃花と同じく京極会長に恋する悪役令嬢、星野宮桜子からの激はげしいイジメや身分の差、家族の反対など数々の試し練れんや苦難が降りかかるものの、でもそこはやっぱり主人公。本人の頑張りや、友人であるイケメン達の協力、そして少しの運によって、桃花は最後、京極会長と結ばれる。

　つまりはよくあるシンデレラストーリーなんだけど、凝こったお話と、何より京極会長がカッコよくて、夢む中ちゆうだったんだよね～。

　京極会長は柔らかな金色の髪にエメラルドをはめ込んだような緑色の瞳、まるで白馬の王子様のようなキラキラしたキャラだった。生徒会長を務つとめるくらい優秀で、しかも日本トップの名家、京極家の跡あと取とり息子むすこ。性格だって優しくて、ヒロインのピンチには颯さつ爽そうと現れて助けてくれる正統派王子様キャラだった。素す敵てき！

　しかも、ヒロインの周りもこれまた魅み力りよく的てきなイケメン揃ぞろい。うんうん。あれは乙女ゲームになるのも頷ける。

　まぁそれはともかくとして、このヒロイン桃花をイジメる悪役令嬢、星野宮桜子が今の私が自覚した『もう一人の私』だ。

　星野宮桜子は、京極家に次つぐ名家の一つ、星野宮家の長女で、そのキツそうだけど美しい容姿でカバーしきれないくらいに性格が悪いという設定だった。

　高たか飛び車しやで我わが儘まま、努力もせず、家の権力を振りかざしてプライドだけで生きている残念令嬢だ。

　そんな桜子は京極会長に熱ねつ烈れつに恋していて、相手が気の毒になるレベルでアプローチしてた。もはや獲え物ものを仕し留とめる勢い。狩しゆ猟りよう民みん族ぞくか。

　その上、庶民のヒロインが京極会長に近づくのが許せず壮そう絶ぜつにイジメるし。しかも、遂ついには家の権力やらの卑ひ怯きような手で、京極会長との婚こん約やくにまで漕こぎ着けるアグレッシブさ。まぁ、結局は悪事を暴あばかれ、家ごと潰つぶされて没ぼつ落らくするんだけどね。

　完全に当て馬な上、ものの見事に潰されるキャラはある意味、悪役令嬢の鑑かがみだった。

　だがしかし、今の私は星野宮桜子しかも幼児で、何と、刺殺されるまでの桜子十八年間の記憶まである。

　とは言っても、記憶のほうは刺されたショックのせいなのか、ぼんやりと曖昧だけれど。頑張れば何となく思い出せるかな～っていう程度。

　でも、『京極会長について』と『刺殺された時』だけは鮮明に思い出せる。

　特に、『京極会長について』は、京極会長に初めて会った時とか、パーティーで交かわした会話等、桜子から見た京極会長の思い出が腐くさるほどある。真剣に掘り起こせばもっと出るかもしれない。

『刺殺された時』についてはそもそもアニメにそんな描びよう写しやはなかった。ただ、婚約破棄から一切出てこなかったことを考えると、アニメの裏では刺殺されたのかも。

　つまり、今の私には、西野美優十七年間の記憶＋アニメには出てきていない星野宮桜子十八年間の記憶（ほぼ京極会長）があるのだ。

　うーん、時じ系けい列れつで考えると、西野美優が刺殺されて、星野宮桜子に生まれ変わったけどまた刺殺されて、桜子幼児に逆戻り？

　……何だか西野美優の存在が既すでに遠い気がしてきた。戻れる気がまったくしない。

　思わず、鳩尾を押さえる。記憶が正しいなら、もう二度も刺されたそこ。

「……おかあさん」

　浮かぶのは西野美優の母だけれど、私の呼びかけに応いらう声はない。

　お母さん、お母さん、お母さん。

　明るくていつも笑っていて、「大丈夫、何とかなる！」が口くち癖ぐせの、私の、お母さん。

　ねぇ、お母さんどうしよう。私、死んじゃったのかな？　もう会えないのかな。家にも帰れないのかな。ねぇ、お母さん。

　鼻の奥がツンッとして、慌ててギュッと目を瞑つむる。大丈夫大丈夫大丈夫、と心の中で唱となえながらす～は～す～は～と深呼吸をしたら少し落ち着いた。よし。

　何はともあれ、二回も刺された記憶があるのに、今生きて呼吸できてるだけでも十分、万ばん々ばん歳ざいなはずだ。

　大丈夫、何とかなる！

　ふと壁に掛けられた時計を見ると、もう夜の十時。いい子はとっくに寝る時間。それに気づけば何だか身体が重い気が。そして気分はもっと重い。春兄様曰いわく二日間寝込んでたみたいだし。

　もう寝ようそうしよう。

　朝起きたら西野美優として病院のベッドで目覚めるかもしれないしね！







　なーんて思っていた私は甘かった。

　翌よく朝あさ、目が覚めてすぐに鏡の前に立つ。

「……」

　鏡の中から見返してくるのは、起き抜けのどこかぼんやりとしている見事なネコ目。西野美優の愛あい嬌きようのある（自分で言うのもなんだけど）まん丸な目はどこ行ったの。

　まぁ、起きた部屋があの六畳じようのフローリングじゃなく、一人部屋には広すぎるヨーロピアンルームだった時点で嫌いやな予感はしてたけど。

　目の前の鏡の中で、桃色のヒラヒラッとしたネグリジェを着た星野宮桜子幼児が、沈んだ表情でこちらを見つめていた。

　辛つらい。
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　ターンタンタンターンタターン。

　なんて、出だしから何とも心しん臓ぞうに悪いクラシック第四楽章が流れる目覚まし時計を止めて起き上がる。これは少し前、具体的に言えばひと月ほど前から急に寝起きが悪くなった私のために、お母様が買ってくださったものだ。

　いつものようにベッドから這はい出てすぐに鏡の前へ行けば、お人形みたいに整った顔。相変わらず気の強そうなネコ目がこちらを見返していた。

「ふふふ～」

　もはや落ち込みさえしない。さすがに何十回と同じことを繰くり返したら慣れもします。

　今日で私が星ほし野の宮みや桜さくら子こ幼よう児じとして目覚めて一ケ月。

　毎日毎日、明日こそは西にし野の美み優ゆとして目覚めるんじゃ、なーんて期待をしながら眠りについてたけれど、さすがにこれだけ日が過ぎると現実を直視せざるを得ない。

　うん、目を逸そらし続けるにも限界があるよね。

　そう、誠まことに遺い憾かんながら、私はたぶん恐らく、星野宮桜子なのだ。しかも二回目の。

　……まぁ、割と最初から気づいてたけども。記き憶おく、あるし。

　性格のほうだって、あれ、何か西野美優と星野宮桜子混ざってない？　って戦せん慄りつする出来事もこの一ケ月多々あったしね。

　それにもう一度言うけど、記憶が二つあります。

　はぁ。







　しかし、そんな哀あわれな私にもいいことはある。

　実は先日とうとう、今の私は桜子五歳であることが判明したのだ。つまり二つ上の春はる兄にい様さまは七歳。やったね！

　カレンダーを見て、一回目の桜子、つまり旧桜子十八歳が死んだ年から逆算すればいいと一ケ月で気づけた私は天才かもしれない。ふっふっふっ。

　さてそんな天才、新桜子な私は今、星野宮家の豪ごう華かなリビングで英語をお勉強しております。

「桜子、ここにｔｏはいらないよ」

　小学校から帰ってきた春兄様が通りかかって、私の書いた英文をトントンと指した。その指の先を慌あわてて確認するけど、ん？　どこが間違ってるの。

　そんな私の心の声が聞こえたのか、春兄様は私の隣となりの椅い子すに腰こしを下ろして、解説を始めてくれる。おぉ、分かりやすい。

　小学一年生が五歳児に英語を解説するなんて、高校生だった記憶がある私はともかく、明らかに普通でない光景だ。

　名家の子し息そくだから、というわけじゃない。春兄様が優秀すぎるのである。

「春はる雪ゆきさん、～の先生にまた褒ほめられたのよ」と、夕食の席でお母様がそれはもう上じよう機き嫌げんで頻ひん繁ぱんに話題に出すくらいに。

　春兄様はいつもたまたまだから、と謙けん遜そんするけど。

「……にもう意味は含まれてるからここにｔｏはなしだよ。分かった？」

　私のほうを向いて首を傾かしげた春兄様にハッとして、慌ててコクコク頷うなずいてお礼を言う。

　そんな私に春兄様が浮かべた微び笑しようは、それはもう現実離れした美び麗れいさだった。

　さてさて、そのお美しき微笑ほほえみでもうお分かりかとは思いますが、現在、ピカピカの小学一年生である春兄様は『キミ☆らぶ』乙女おとめゲーム版の攻略キャラの一人である。

　乙女ゲーム版のシナリオは、アニメでは語られていない各キャラの詳しよう細さいや裏側に迫せまっているらしく、どのキャラのそれも意外性があると評判だった。

　美優わたしも攻略するの楽しみにしてたのに。

　そんなゲーム版の攻略キャラは五人いる。アニメのメインヒーロー、京きよう極ごく生徒会長の他に、春夏秋冬の『四季』を司つかさどる四人だ。彼らは、アニメではヒロインの友人等であったイケメン達だ。

　そのうち、『春』を司るのが桜子の兄、星野宮春雪である。

　悪役令れい嬢じようの兄攻略というちょっと変わった『春』ルートは、美優の親友、さっちゃんの一押しルートだった。何でも悪役令嬢の兄ということで、アニメストーリーの補ほ完かんをしているらしく、色んな意味でドキドキしっぱなしだったらしい。

　そんな春兄様の設定は、一言で言えば『魔ま性しようの貴き公こう子し』。……魔性って、貴公子って、何それウケる、と思うなかれ。これはゲーム会社公式のキャッチコピーなのです。

　乙女ゲーム版では各キャラそれぞれに、設定に合わせたザ・乙女ゲーム！　なキャッチコピーがつけられているのだから仕方ない。

　ちなみに攻略キャラを分かりやすく列れつ挙きよするとこんな感じである。

『メインヒーロー』、孤こ高こうの王子プリンス、京極紫し苑おん。

『春』、魔性の貴公子、星野宮春雪。

『夏』、道化の君、冷れい泉ぜい院いん瞬しゆん栄えい。

『秋』、絶対王者、阿あ久く津つ秋あき羅ら。

『冬』、中立の騎士ナイト、常磐ときわ柊しゆう生せい。

　乙女ゲーム版を買った時は全然気にならないというか、むしろよいっ！　って感じだったけど、現実にいると思うと、中々に、こう、精神にクる感じのキャッチコピーが多いですね。

　あれ、気き恥はずかしいのは私だけ？

　……まぁそれはともかく春兄様だ。

　アニメに出てきた春雪は、雪のような白い肌はだとそれに映はえる漆しつ黒こくの髪かみ、綺麗な形のアーモンドアイと血を垂たらしたような真まっ赤かな唇くちびる。白雪姫も慄おののくような美び貌ぼうの青年だった。

　性格も、ある意味素直に攻撃的な桜子の兄とは思えないくらい、摑つかみどころがない。

　蕩とろけるほど優しいのに時折何かを企たくらむような、誘うように手を伸ばすように見せかけて崖がけの下へ突き落とすような、冷たく突き放すのに悪戯いたずらに触ふれるような、そんな矛む盾じゆんした行動を微笑みながら軽やかにやってのける様は、誘ゆう惑わくに長たけた悪あく魔まのようだった。

　魔性というだけある。

　その上、凄すさまじく頭が切れ、勉学もスポーツもその他何もかも人並み以上にできるという人間離れした天才設定。

　性格さえ真まっ直すぐだったらメインヒーローにも匹ひつ敵てきするのに、とファンの間で声こわ高だかに叫ばれていた。

　そしてそんな天才な魔性の貴公子設定を裏切らず、今、目の前の春兄様は御おん年とし七歳の身ながら『スーパー小学生』といって差し支つかえない才覚を示している。

　既すでに星野宮の天才児と社交界では名高いとのこと。さすが私の春兄様。まぁ、お母様情報だから、若じやつ干かんの身内贔びい屓きもあるかもだけど。

　ちなみに、そんな春兄様が星野宮桜子断罪と没落にどれだけ関与していたかは不明。

　西野美優の記憶では、アニメの断罪シーンで立ちはだかったイケメン達の中に、春雪はいなかった。星野宮家の長男で桜子の兄だから、当たり前と言えば当たり前。

　旧桜子の記憶をたどると、確か走り去る前に、会場で春兄様と目が合ったような。

　でも、正直そこは曖あい昧まい。刺殺される瞬間がインパクトありすぎて。

　私の記憶力云うん々ぬんではなく、単純に直前のパーティーの記憶が薄いのだ。決して記憶力が悪いわけじゃなくてね！

　そんな感じで、とにかく最後らへんの星野宮春雪の動きについてはよく分からない。

　乙女ゲーム版の『春』ルートを攻略してたら多少分かったのかもしれないけど、金欠で買うのが遅くなって、一番推おしの京極会長ルートですら始めたばかり。

　せめてさっちゃんに内容を聞いてれば……と思うけど、ネタバレを全力で阻そ止しした上に刺殺された今では後の祭りだ。はぁ。

　まぁ、とは言え、希望が一切ないわけではない。

　私への解説を終えて隣でご本を読み始めた春兄様をこっそり盗ぬすみ見る。

　きめの細かい白い陶とう器き肌はだ、長い睫まつげは伏せられて視線は本に落とされている。時々人差し指を赤い唇に当てるのは、考える時の春兄様の癖くせだ。

　まだ七歳で発展途上だけど、このままいけばアニメ通りの妖あやしい美貌の青年になるとは思う。

　そう、だけど希望はあるのだ。

「……どうしたの桜子？　さっきからじっと見て。分からないところがあるの？」

　春兄様が不意に顔を上げて首を傾げた。

　私の視線に気づいていたご様子。ご本を読んでいたというのにさすがは春兄様だ。

「え、あ、ううん。何でもないの」

「ふーん、そう？　あったら言ってね」

　ふるふると首を振って誤ご魔ま化かす私に、優しく微笑んだ春兄様は、漆黒のアーモンドアイをご本に戻した。

　どこからどう見ても、妹に勉強を教えてくれる面倒見のいい、優しい兄である。

　うん、やっぱりこのお優しい春兄様があの『魔性の貴公子』、星野宮春雪になるところが想像できない。

　この一ケ月と少し、目が覚めた時と変わらず春兄様は優しい。しかも、お暇ひまを見つけては遊んでくれたり、お勉強を見てくれたりして、私達はかなり仲のいい兄きよう妹だいだと思う。

　ふとした拍ひよう子しの美貌や話し方とかはアニメっぽいけど、あの優しさと残ざん酷こくさをあわせ持つ独特な矛盾は見当たらない。一定して優しいのだ。

　春兄様大好き！

　だから正直、春兄様の魔性っぽいところが見つからないんだよね。数少ない旧桜子の時の記憶を掘ほり起こしてみても、そんな印いん象しようはないし。

　西野美優の記憶にあるアニメの星野宮春雪と、旧桜子、そして今の春兄様はまるで別人みたいなのだ。まぁ、妹から見た兄とヒロイン視点は違って当然なのかもしれないけど。

　でも、だけど。

　もう一度こそっと盗み見る。美しくて優しい大好きな春兄様。

　そう、でも。だから、もしも、もしもだ。

　このまま私が京極会長への恋に狂ったりしないで、アニメや旧桜子とは違う人生を歩んだら、春兄様とはずっと仲良くしていけるのかな。

　だって旧桜子の記憶がある私は知っているのだ。

　嫌われても冷たくされても、旧桜子も春兄様が大好きだったってこと。何もかも、後に引けなくなるくらいに。だから、もしかしたら。

　そこまで考えて、だけれどなぜか、ふいに浮かんだのは一人の麗れい人じんだった。

『貴女あなたという人はどこまでも愚おろかですね』

　温度のない声が響ひびく。

　透とう明めいなガラス細ざい工くのような美しい人が私の甘さを冷笑した。

　四季の名を持つ家々で、唯ゆい一いつ季節を持たぬ人。

　その言葉を私はいつ言われたんだっけ。少なくとも、アニメの中にはなかったのに。

「桜子？」

　名前を呼ぶ声にハッと意識を戻す。目の前の春兄様が心配そうに私を見ていた。

　いけない、いけない。とりあえずへラッと笑ってみるけど誤魔化せた？

「大丈夫、もしかしてまた調子が悪い？」

　微み塵じんも誤魔化せてないっていう。やばいやばい。

「いいえとっても元気よ！　ご心配ありがとう春兄さま！」

　効果のなかった笑顔は速そつ攻こう諦あきらめて、元気アピールのためにぶんぶんと両手を大きく振ってみた。その場で座ったまま飛び跳はねてもみる。

　どう春兄様！　私は元気よ！

　そんな私を見た春兄様の心配そうな眼まな差ざしが、なぜか遠い目に変わった。

「……うん、桜子、興奮しないで。落ち着いて」

　春兄様がその表情のまま、私の腕うでを摑み、ゆっくり下ろす。

　あれ、何かミスっちゃった？

「ええっと、本当に大丈夫なの。ただちょっとここの英文の訳が分からなかったっていうかぁ。教えていただける？」

　慌てて参考書を突き出して教えを乞こう。

　春兄様は少しの沈ちん黙もく後、軽く頭を振って何やら切り替えたらしい。解説を始めてくれる。

「あぁここね。ここは訳す順番がちょっと複雑で……」

　ホッと息をつく。

　あぶない、あぶない。また病院云々言われちゃうとこだった。

　思い浮かぶのはここ一ケ月での失敗。

　西野美優であり桜子でもある私は、言葉遣づかいや動作は自然とお上品に振る舞えた。星野宮家のお手伝いさんの名前もちゃんと分かったし。ふふふ～、さすが私。

　だけどどうやら、性格とか価値観とかは混ざっちゃったのか、どうもところどころ、桜子っぽく振る舞えていないみたいなのだ。

　自分だと分からないんだけど。

　家族から見ると、急に人が変わったように見えるみたいで、どうしちゃったの桜子さん！　と度たび々たびお母様に叫ばれること数十回。

　とうとう春兄様に「病院で検査してみない？」と真顔で言われてしまった。もちろん全力でご遠えん慮りよする羽目に。何科でですか、とは怖くて聞けませんでした。

　それにしても何が悪かったのかなぁ。

　お庭で木登りをして遊んだから？　それとも、捕つかまえたダンゴ虫をお手伝いさんに自じ慢まんしたのがいけなかったのかな？　でも、どっちも西野美優の時によくやった遊びなんだけど。旧桜子の記憶が薄いせいで、ご令嬢らしい遊びが思い浮かばない。

　まぁとは言っても、人は変化に適応する生き物である。

　しばらくしてもこのままな私に、家族もだんだん慣れたみたいで、一ケ月した今は温かく見守ってくれている。時々ギョッと目を剝むかれはするけど。主おもにお母様に。

「……だからここは『歩いた』になるんだよ。桜子、分かった？」

　解説が終わった春兄様に呼ばれて、考えに浸ひたってた私は内心ビクッとしたのを隠かくして笑った。

「うん、大丈夫よ。ありがとう春兄さま」

　そんな私に春兄様は優しく微笑んで、ポンポンと頭を撫なでてくれた。

　春兄様大好きよ！
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　唐とう突とつだけど、私はもう二度も死んでいる。

　西にし野の美み優ゆは十七歳で、星ほし野の宮みや桜さくら子こは十八歳で刺し殺さつされたのだ。長ちよう寿じゆ国こく日本において何たる短命さ。

　しかも今の私は、星野宮桜子幼よう児じ。

　このままいけば旧桜子と同じように、新桜子も刺殺されるとみて間違いないだろう。

　それは嫌いやだ。絶対に嫌だ。あれは図ず太ぶといと自じ負ふする私でもトラウマ級の痛みだった。三度目は味わいたくない。

　というわけで、新桜子幼児の今が現実だと渋しぶ々しぶ受け入れた日に、私は決めたのだ。

　三度目のこの人生は絶対に、絶対に、何が何でも長生きしてみせる、と。

　死し因いんは老ろう衰すい以外認めません！

　さて、そんな私としては、刺殺エンド絶対回かい避ひの他に、生活のため星野宮家の没ぼつ落らくも防ふせぎたい。だってやっぱり楽に生きたいもの。

　そのためにまず考えたのは、アニメの舞ぶ台たいとなる蓬ほう萊らい学がく園えん高等科に入らないこと。

　でもそれは現実問題、不可能だ。

　あの学園は『通うこと』がステータス。御ご三さん家けの一つ、星野宮家の長女である私が通わないわけにはいかない。特にお母様はあの性格だし。

　それなら、と次に考えたのは刺殺エンドに関かかわる人を避さけること。

　特に危あぶなそうな人物は、今思い出す限りで、主おもに五人。

　全すべての原因である『京きよう極ごく会長』、当たり前に『ヒロイン』、そして旧桜子を刺殺したあの『狂きよう人じん』と動機であるその『娘むすめ』。

　それと一応、攻略キャラである秋ルートの『阿あ久く津つ秋あき羅ら』もだ。

　色々理由があり、彼はアニメで星野宮桜子と共きよう謀ぼうしていた。旧桜子の曖あい昧まいな記き憶おくでも狂人とその娘の件で何だかんだ関わってた気がするような。

　乙女ゲーム版を攻略していれば細かい裏側も分かったのかな。でも春兄様と同じでこれは今いま更さら仕方ない。とにかく、性格含め色々と問題のあるキャラなことはアニメだけでも明らかだったし、関わったら京極会長レベルで確実に死んじゃいそう。避けないと。

　そんな感じで少し曖昧とはいえ、この五人は特に関わりたくない。

　もちろん、星野宮家の没落を手伝ったであろう、ヒロインの友人な他の攻略キャラ達も関わりたくないけど。

　でも、そこでまた問題が発生する。

　ヒロイン・狂人・娘はともかく、攻略キャラ達が何と全員、名家出身なのだ。

　さすがはアニメ、隙すきがない。

　そして同じく名家、星野宮家の長女である私が、社交界の重要人物達と一切関わらずに過ごせる自信が正直まったく欠片かけらもない。

　上流階級の世界では人じん脈みやくが命である。

　しかも、攻略キャラの一人は大好きな家族、春兄様。避けるなんて有り得ない！

　ということで完全に関わらないのも不可能だ。

　絶体絶命。万事休す。八はつ方ぽう塞ふさがり虎とらの口。

　だがしかし、はいそうですか、と諦あきらめる可か愛わいらしさが桜子わたしにあるなら、そもそも悪役令れい嬢じようなんてやってない。

　そこで私は生き残る確かく率りつを少しでも上げるために計画を立てた。

　あまり細かいと忘れちゃうから、ざっくり三本柱で。


　①目指せ良き知人！　春兄様以外の攻略対象者との接点はなるべく少なく、無ぶ難なんな関係を構こう築ちくする。

　②ヒロインその他は全力で避ける。

　③桜子ハイスペック作戦。さすがは星野宮家の長女と称されるよう、努つとめる。



　三つ併あわせて『摑つかみ取れ老衰！　計画』である。

　ちなみに③は、星野宮の次代は優秀ですよ～、とアピールして味方を増やし没落を回避するという、何とも地味で気の長い作戦である。

　でも春兄様は天才なのだ。あとは私が頑張って足を引っ張らなければ、何とかなると思うんだよね。うんうん、我われながら完かん璧ぺきな計画。

　むっふっふっ、と思わず含み笑いが零こぼれちゃ……

「桜子」

　名前を呼ばれてハッと顔を上げる。お父様にお母様、そして春兄様の三対の視線が心配そうに私に注そそがれている。

　目の前のお皿の上にはエッグベネディクト。両手にはそれぞれナイフとフォーク。そう言えば、今は家族で朝食中だった。

　いけないいけない。考えに入り込んで一人で笑ったりしちゃった。

　取り繕つくろおうと、うふふ～、とお上品に微笑ほほえんでみる。

　家族全員の表情が、地球外生命体Ｘを見たかのような何とも微び妙みようなものに変わった。

　何で？







　そんな朝食のあった今日は、新桜子としてリスタートして既すでに三ケ月が過ぎている。

　午前中でバイオリンの自主練習を終え、お昼を挟はさんだ現在、相変わらずリビングで英語を猛もう勉強中。春兄様は学校でいないけど。

　最近、私は五歳児にしては中々忙いそがしい。

『摑み取れ老衰！　計画』の③、ハイスペック作戦が原げん因いんだ。

　まだ早いわ、と渋しぶるお母様に、必死に頼み込んで雇やとってもらった家庭教師数人。英語学習に小学校の勉強の予習、その勉強がけっこう大変。

　正直、かーなーり、頑張っていると思う。家族が引くほどガリ勉してるんだから噓うそじゃない。

　もともと桜子は、齢よわい五にして既に習い事をいくつか始めていた。

　バイオリンやお琴こと、日本舞ぶ踊よう、バレエに茶さ華か道どう等々、全然実じつ践せん的てきじゃないものばかりいくつも。まぁお母様のご趣しゆ味みの教養分野に限られるせいだけど。

　そもそも桜子の母はプライドが高く、上流階級志向の強い、旧桜子が完全に受け継いだと思われる性格。気が強くてお父様もよく言い負かされる、星野宮家の影のドンである。

　だけど娘の私にはショートケーキに砂糖を振りかけるレベルで甘い。ずっと女の子が欲しかった反動らしい。

　だからこそ、愛まな娘むすめである桜子には、星野宮の令嬢らしい習い事を、とお淑しとやかな教養分野ばかり熱心に習わせる。

　だがしかし、ウェルナーの『野ばら』がバイオリンで弾ひけたって、私程度の才能じゃプロにはなれない。自分のことは自分が一番よく分かっている。

　教養はそこそこ評判を稼かせげるくらいでいいのだ。

　それよりも、将来を見越して英語をマスターせねば。語学なら将来の仕事以外にも、企き業ぎようのパーティーとかで他家にてっとり早くアピールできる。

　さらに学校の勉強も少しでも早く始めてよい大学を！　没落を回避できなかった際に備そなえて目指せ高学歴！　エリート会社員！

　そんな気合と共にガリガリと英文を綴つづる。あ、鉛えん筆ぴつの芯しん折れた。










[image: ]







　星ほし野の宮みや桜さくら子こ五歳に逆戻りしてからようやく、半年が経たった。

　特に何か変わるわけでもなく、五歳さい児じにしては違い和わ感かんのある行動をして怪あやしまれるテンプレすら起こらず、習い事と勉強以外何もない日々が続いている。

　正直飽あきました。

　ハッキリ言って五歳児の生活なんて、たかが知れてるんだよね。私は幼よう稚ち園えんには行ってないから一緒に遊ぶお友達もいないし。

　日中、お父様は仕事で、春はる兄にい様さまは学校。そして唯ゆい一いつ暇ひまなはずのお母様は、しょっちゅうお金持ち有ゆう閑かんマダムとのお茶会だなんだで家にいない。

　かといって、一人で本を読むのも勉強するのも限界がある。

　活発だった西にし野の美み優ゆの時は、よく外で友達と鬼おにごっこや虫取りとかしてた憶おぼえがあるけど。でもさすがに一人じゃつまらない。

　まぁそんな感じで怪しまれる行動をしようにも、そもそも怪しまれる相手がいない。つまりはボッチである。

　あの星野宮家の令れい嬢じようがボッチってどうなの？

　あーあーあーお友達ほしいなぁ。お家うちに行きっこできる小さな頃からの幼おさな馴な染じみとか。

　旧桜子の記憶は薄いけど、少なくとも小学生の時には取り巻きがいた憶えがあるから、学校に通いだせば友達？　っぽいものはできると思うんだけど。

　でもそれまで一年以上一人は辛つらすぎるよ。

　泣ける。







　なーんてことを考えていた私に転機が訪れた。

「お父さんのご友人？」

　夕食の席で出た話題に春兄様が聞き返せば、お父様は優しげな微笑ほほえみで頷うなずいた。

「そうだよ。私の学生時代からの友人でね。来月の土曜に、我わが家やであちらのご家族と食事会でもしようという話になったんだ」

「あら、たまにはよいですわね。奥様もご一緒にいらっしゃるのでしょう？」

「あぁ。ご両親とご子し息そくのご家族三人でとのことだよ」

　お母様もお父様のご友人とその奥様に会ったことがあるらしく、楽しみみたい。

「桜子、あちらのご長男は桜子と同い年だからね。楽しみにしていなさい」

　にっこり笑うお父様。

　そんなお父様は丸い眼鏡めがねを掛けていて、学者然とした風ふう貌ぼうだ。

　目は細くて決して美形ではないし、背も小さめで線も細くて小こ柄がら。でもその少し神経質そうな見た目に反して穏おだやかで優しい。声を荒あららげたところを見たことないし、何かと気の強いお母様にもよく言い負かされている。

　笑った時に目が少し弓なりの形になるところだけ春兄様に似ていて、なのに春兄様が美形なのは遺い伝でん子しのナゾ。というかキャラ設定のナゾ。

　そんなお優しいお父様のご友人家族との食事会。楽しみだ。同い年の子に会えるっていうのもかなーり楽しみ！

　何たって初友達ゲットのチャンスだもんね。

「はいお父さま。楽しみにしてるわ」

　私は笑ってそう答えてから、生ハムメロンを頰ほお張ばった。





[image: ]






　食事会当日は雨の多い六月では珍めずらしい雲くも一つない青天だった。気温は暑くもなく、寒くもない。

　あまりにもいい天気過ぎて、お母様発案でテラスを開け放って薔ば薇らの花が咲き乱れる庭を眺ながめながらの食事会となったくらいだ。







「藤とう真ま、今日はお招まねきありがとう」

「久しぶりだね省しよう吾ご。こちらこそ、わざわざ来てくれてありがとう」

　そんな和なごやかなお父様とご友人の会話から、その日は始まった。

　常磐ときわ省吾様。

　星野宮家と同じ御ご三さん家けの名門常磐家のご当主の弟にあたるお方で、自身は常磐家のたくさんある分家を纏まとめる、筆頭分家のご当主をされている。

　旧桜子は興味がなかったのか、親しくしていた覚えはない。

　しかし、だ。

　西野美優の好みフィルターを通して見た省吾様、かーなーりかっこいい！　渋しぶめの低い声に背が高くてダンディーな見た目。とある映画のスパイみたい！　マティーニ飲んでそう！　ステアでなくシェイクで。なーんてっ！　なーんてっ！

　心の中で身み悶もだえる。がしかし今の私は星野宮桜子。分家の方とはいえ、あの常磐家の前でボロを出すわけにはいかない。

　あらお父様のご友人ですのね、とお澄すまし顔発動中。

　隣に立つ春兄様からこっちを窺うかがうような雰ふん囲い気きがしたけど、気のせい気のせい。

　あ、ちなみに藤真はお父様のお名前。ついでに言うとお母様の名は静しず香かだ。

　気の強いお母様からは想像しにくいお淑しとやかなお名前……なーんてさすがに失礼かな。

　ちなみに、『春』を司つかさどる春兄様のキャラ設定により、嫁とついできたお母様を除のぞいて、

　父＝藤真、兄＝春はる雪ゆき、私＝桜子

　と、星野宮家は、『春』にちなんだ名前をつける風習がある。一族代々の習いだ。

　て、そんなこと今はどうでもいい。

　目下のところの問題は、先ほど玄げん関かんで起きたハプニングである。と言っても私だけの、なんだけど。

「常磐流ながれです。よろしくおねがいします」

　原因は省吾様の横で少し緊張気味に挨あい拶さつした、常磐家分家筆頭の跡あと取とり息子むすこだ。

　常磐流。

　彼の存在こそハプニング。

　玄関で会った瞬しゆん間かん、私を混乱の只ただ中なかに陥おとしいれた張本人だ。

　まぁ必死に叫さけびを堪こらえたし大丈夫だったけど。軽い咳せきで誤ご魔ま化かしたけど。春兄様がそんな私の肩かたに手を置いたのは緊張しないようにとのご配はい慮りよですよね、ありがとうございます。

　常磐流は、ダンディーな省吾様を父に持つとはちょっと思えない（失礼だけど）、平へい々へい凡ぼん々ぼんな容姿の男の子だ。

　少しつり目気味の涼すずやかな目元なのに、不ふ思し議ぎと穏やかそうに見える柔にゆう和わな顔つき。

　ザ・悪役令嬢っぽいキツそうな見た目の私としたら心底羨うらやましい。常磐家の奥様の穏やかそうな見た目に似たんだろうな。彼の容姿はよく見れば整ってはいるけど、やっぱりどこか地味で草食動物っぽい。

　そんな常磐流。

　流。

　そう、彼は最後まで桜子を案じていた優しい人だ。今日玄関で出で迎むかえるまで思い出せなかった、旧桜子の数少ない友人だった人。

　何で忘れてたんだろう。昔は頻ひん繁ぱんに交流があったのに。思い出すのが当然な人のはずなのに。

「お初にお目にかかります。星野宮桜子でございます」

　動どう揺ようを見せないように気をつけて、春兄様の後でマナー通りに挨拶をした。私の隣で星野宮の体てい裁さいを重視するお母様が、教育の成果に微笑みを浮かべる。

　旧桜子の時に身につけていたから余裕だったんだけどね。

「まぁまぁ、まだ五歳なのに礼れい儀ぎがしっかりされているなんて。流さんも見習わなくてはね」

　おっとりしてそうな常磐家の奥様がお母様に向けてそうおっしゃるけど、五歳児の流が私並みだったら怖いのでそのままでいいと思います。

　省吾様はお父様と、桜子さんの口元は君に似てるね、なんて仲良さげにお話をしている。春兄様と流は跡取り息子同士で何やら天気のお話を無ぶ難なんにしている。晴れてよかった、えぇそうですとも。

　私だけは、ただただ微笑みを浮かべて余計なアクションは起こさないでおく。

　特に流を視界に入れないようにして。

　なのに春兄様と談だん笑しようしていた流が急に私へ視線を向け、口を開いた。

「今日は桜子さんに会えるって楽しみにしていたんです。同い年、なんですよね？」

　流は微笑んで、歳としに似合わない社しや交こう辞じ令れい。

　ほんの一瞬、ほんの微かすかに震ふるえる左目元が目に入る。あぁ思い出した。その癖くせ、作り笑いだと出るんだよね。正直な奴め。

　一つ思い出せば、連つらなるように記憶が溢あふれる。

　旧桜子の時にその癖を指摘すれば、「気づいているのは桜子ぐらいだよ」と困ったように笑っていたっけ。その目元は震えてなかった。

　流とはそこそこ仲がよかった気がする。

　家族ぐるみの交流がある関係で、よく会って話をしてたからね。気き位ぐらいの高い桜子に穏やかで根気強い流は相性がよかったのかな。

　まぁそれも、私が高校に入って京きよう極ごく会長への恋に狂くるう前までだったけど。

　私と流の間には恋愛なんてなかった。でも春兄様すら私を見限って冷たくなっても、流だけは何かと気にかけてくれてた覚えがうっっすらぼんやりとある。

　京極会長一色の記憶の中でほんのちょっぴり。

　兄という実の家族ですら諫いさめなくなった私の行動を、流だけはダメだよって、事あるごとにそう諫めてた。

『イジメはダメだよ桜子』

『それ以上は、本当にダメだ』

『桜子、お願いだから……』

　そう言って私の腕うでを摑つかんだのは流で、

『気安く触さわらないでっ』

　そう叫んで振り払ったのは桜子、私だ。

　だってだってだって、流、ねぇアナタ、アナタは本当は、あの────

「桜子っ」

　ハッ！　とした。いやほんとにハッ！　となった。

　意識を前に向ければ、心配そうに私を覗のぞき込む春兄様。そしてその後ろから様子を窺う流。

「あ……なぁに？　春兄さま」

「なぁに？　って、流くんが話しかけても反応がなかったから。大丈夫？　気分が悪い？」

　春兄様は本当に心配そうだ。あれから熱を出したことはないのに。今にもベッドに行く？　と言い出しそうだ。いや、今の桜子に優しい春兄様ならやりかねない。

「だ、大丈夫よ春兄さま。すこしぼおっとしてしまっただけだから。……流さまも聞いてなくてごめんなさい。何だったかしら？」

　慌てて笑顔を作って流に視線を向ければ、流は少し心配そうな顔をしながらも、ふわっと微笑んだ。ピクリ、とほんの微かな目元の揺ゆれ。

　本人以上に正直に出てしまう癖に、思わずふふふ～と笑みが零こぼれちゃった。そんな前後の脈みやく絡らくのない私の行動に、流の笑みが一瞬強こわ張ばった気がするけど、気のせいだもんね！

「……気にしないでください。僕もたまに考え込んじゃうから」

　微笑みを浮かべる、弱じやつ冠かん五歳の流の答えが紳しん士し的てき過ぎる。記憶の中の大きくなった流の印象と寸分違たがわない。

　あの、男の子って特に思春期を経へてから大人になるものじゃないの？　天才児の春兄様はともかく、こんな頃から完成されてるなんて逆にちょっと心配よ、とは言えないので、

「流さまはお優しいのね」

　と、とりあえず微笑み返しておいた。







　食事自体は和やかに進んだ。

　何せお父様同士は気心が知れた友人で、お母様同士もそこそこ親しいお知り合い。スマートな気遣いのできるスーパー小学生の春兄様に、穏やかで優しい紳士ジエントルマンの流。

　問題が起きようがない。

　私が旧桜子のような我わが儘ままお嬢様のままだったら何かしでかしたかもしれないけど、前世の西野美優の記憶のお陰かげでそれもない。全方位敵なしだ。

　そんな穏やかな食事が終わる頃には、私も省吾おじ様と呼ぶくらいには馴な染じんでいた。こんな可か愛わいらしい娘がほしかったと、とても好評です。やだ、自分の魅み力りよくが恐おそろしいわ。

　そんなこんなで初の食事会は完かん璧ぺき。何事も平和が一番。







　食事の後は、これまた庭の見下ろせる二階の応接室で優ゆう雅がにティータイム。

　両家の親と春兄様はコーヒーや紅茶を嗜たしなんでいらっしゃるけど、私と流はさすがにジュースだ。ちなみに有ゆう機き栽さい培ばいで作られたオレンジのストレート。ん～濃のう厚こう。西野美優の時によく飲んでいた濃のう縮しゆく還かん元げんとはもはや別物だ。でもあれはあれで好きだったし、今でもたまに飲みたくなる。星野宮家の令嬢である私がそんなこと周りには言えないけどね。

　お母様達は、窓まど際ぎわの席でお庭を見下ろしながら女同士でお喋しやべりをしている。

「星野宮のお庭は本当に素す敵てきですわねぇ。薔薇がこんなに美しく咲き乱れて……」

「いえいえ、常磐家の見事な枯かれ山さん水すいと比べるとお見苦しい限りですわ」

「うちの庭は殺さつ風ぷう景けいですから。女としてはやはり星野宮家のような明るい彩いろどりのお庭に憧あこがれますわねぇ」

「そうですか？　常磐家の伝統を守っていらっしゃるのですもの。尊敬しますわ」

　常磐家の奥様のお褒ほめの言葉に謙けん遜そんするも、お母様は誇らしげな笑みが隠しきれていない。自慢の庭を褒められたんだもんね。口角がピクピクしてますよ。

　一方、お父様と省吾おじ様はテーブルを挟んでチェスをされている。春兄様はお父様の隣に座って興味深げにその盤ばんを見て、たまに感心したように頷うなずく。

　そんな春兄様とお父様を挟はさんで反対側に私も座って覗き見たものの、ん～よく分かんない。

　チェス自体は最近春兄様に教えてもらって、ようやく駒こまの動かし方が分かるようになったところだ。でも勝負はまだ全然。春兄様は物心ついた頃からお父様に教えてもらっていたそうで、たまに二人で遊んでいる。

　幼よう児じの遊びがチェスなんてさすが星野宮家、というわけではなく、単純にお父様がチェス好きなのが大きい。お父様が前に夕食の席で、春雪には才能があるかもしれない、と嬉うれしそうに言っていたっけ。

　ちなみに私が好きな駒はクイーンだ。最強すぎる。

　そう言えば、とふと気になって、視線をチェス盤から上げて省吾おじ様の隣に座る流を見ると……うん。飽きてる。あれは完璧に飽きてる。

　流はチェス盤にボンヤリ視線を向けているものの、時たまお母様達の方を振り向いたりもぞもぞ座り直したりしている。

　まだ五歳なことを考えると、飽きた～、と騒さわいで走り回ったりしないで、大人しくチェスを観戦する（ふりをしている）ところはさすが常磐家のご子息。

　もしかしたら、チェスをプレイしたことがないのかもしれない。だとしたら辛つらいだろうな～。動かし方を知ってる私ですら展開が分からないから若じやつ干かんつまらないし。

　なのに文もん句くも言わず大人な対応をしているところは、ほんとさすが流。

　この場合、それに気づいてる私がどうにかしてあげるべき？　他の遊びに誘うとか。ん～、でもなぁ。正直言って迷う。

　だって、そうすると流と仲良くなっちゃうもの。旧桜子と同じように。

　それって旧桜子の流れに完璧に沿っちゃってない？　あの刺殺エンドに行き着いちゃうなんてことになったら目も当てられないよ。だから流とお友達になるというのはやっぱりハイリスクな気がして、ちょっと及および腰ごしだ。

　いくら友達がほしくとも。

　でもそこには私だけじゃなくて、星野宮のスーパー小学生がいたのを忘れていた。

「桜子、流くんにお庭をご案内してあげたら。せっかく同い年だしね」

　うおっ！

　その言葉に油断してた私は肩を揺ゆらす。

　春兄様を見れば、少し悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべている。恐らく私が飽きかけていることと、流の様子にも気づいていたんだろう。

　でも春兄様、有あり難がたいですが今日だけはちょっと余計なお気き遣づかいです！　その笑顔はチャーミングで素敵だけど！

「え、ぁ、でも、流さまは女の私がお話し相手ではつまらないのでは……」

「ぜひ、お願いします。桜子さんとお話ししたいと思っていたんだ」

　うおう。

　まさかの本人からの援えん護ご射しや撃げき。ふわっと笑う流なのに目の奥は笑ってない。この暇で辛い状況から逃にげ出せるなら何だってしてやる、って必死さが見え隠れ。

　私をダシに使ったな。

　困った私が隣のお父様を見上げれば、期待に反して、「いいね、行ってくるといいよ」とのこと。省吾おじ様も、息子をよろしくね、なんて。窓のほうからお母様達の「いいわね～」とはしゃぐ声が聞こえた。

　何を期待されているのか、桜子、さっぱり分かりませんわ。はぁ。これ何て四し面めん楚そ歌か。

　仕方がないから私は流を引きつ……先導して、庭へと出た。

　星野宮の庭は広く、全体的に芝しば生ふが植うえてある。必要があればガーデンパーティーを開けるように。

　その中に後付けで、薔薇が植えてある区画が家の裏手にある。

　ひとえにお母様のご趣味だ。レースのリボン、テディベアに愛らしい薔薇、優雅なお茶会等々、お母様はそのプライドの高い性格と、私が似てしまった悪役令嬢っぽいキツめの顔の割に、ドストレートな少女趣味なのだ。

　そんな趣味に準じて作られた薔薇園は、正直かなりの規き模ぼとクオリティ。薔薇の生いけ垣がきで作られた小さな迷めい路ろまである。その中央にはこれまた小さな白い噴ふん水すいが。

　制作にも維い持じにも手間がかかる庭に、『浪ろう費ひ』という言葉が西野美優の常識から盛せい大だいに飛び出してくる。

　でもほら、流の家にあるらしい枯山水も風で乱れやすくて手入れは中々大変だもの。

　それにこの薔薇の迷路はお気に入りなのでよしとしよう。

　私はいの一番に、流をそこへ連れて行った。やっぱりお気に入りだし、自じ慢まんしたいじゃない。流なら嫌がらずに聞いてくれそうだしね！

「ほらご覧になって。ここがさっき言ってた薔薇の迷路なの」

　迷路を指し示せば、流は私の手の先を見てわぁっと声を上げた。

「すごいね。迷路にするだけでも大変そうなのに、バラもきれいに咲いているね」

　そうでしょう！　素敵でしょう！　流の素直な褒め言葉に気分はグングン。

「中心にある噴水も真っ白でとても可愛いのよ！　一緒に行きましょう！」

　五歳児らしくひょこひょこついてきて危なっかしい流の手を取り、私は迷路に入った。いくら小さな迷路とはいえ、私達くらいの身長じゃ生垣に視界を遮さえぎられちゃうし、はぐれて迷ったらいけないもんね。

　ふふふ、その点私は完璧！　何回も春兄様と噴水に行ってるもの。目を瞑つむったって着けちゃうわ！




　……なーんて思った私がバカでした。

　何度目かの行き止まりの前で立ち尽つくす。私に腕を摑まれた流も合わせて立ち止まった。

「……」

　流が黙って私を見ているのが分かる。そして旧桜子の記憶の賜たま物ものとして、何も言わないことは責めているのではなく流の優しさだと分かる。逆に辛いんですけど。

　だって絶対思ってるよね。また行き止まりかぁって。うわーん私だって分かってるもん！　見たら分かるし何より、ここの行き止まりはさっきも来たって二回目だって！

　どうしようと途方に暮れながら、チラッと流を見ればもう私に視線は向いてなくて、下を見ていた。足で地面に落書きしている。そう、呆あきれてるのね。

　口に出さなくても態度に出してちゃ意味ないわ！　ってここで叫んだら完全なる八つ当たり。迷路に流を引き入れたの私だしね。だからせめて素直に謝罪を……。

「流さま」

「なに？」

「ごめんなさい、私たち迷いましたわ」

「…うん、ここもう四回目だもんね」

　え、うそ！　そんなに来てる？

「地面に印しるしをつけておいたから。たぶん合ってるよ」

　その言葉に流の足元を見れば四本の縦たて線せん。いつの間に。というか四回目って。どうしよう、出口が見つからなかったら。叫べば家族が誰か気づいてくれるかな？　でも、もし気づいてくれなかったら……。

　サアァ──っと血の気が引く。

　それと同時に頭に浮かぶ、私と流の白はつ骨こつ死体。

　人間って何日食べなくても生き延のびられる？　水すらないし。せめて中心の噴水まで行ければ水があるけど。何よりそこには外に出られるゴールがある！　でもすっかり迷ってしまっていて出られる気がしない。どうしよう、本当にずっと出られなかったら。

　自分だけならまだしも、巻き込んだ流まで死んじゃう。……っ。

「……な、ながれぇ～ごめんんん～」

「ん？　え、えぇっ！　なんで泣いてるの？　どこか痛い？」

「出られないよぉぉぉ、ながれぇぇごめんねぇぇぇ～」

「だ、大丈夫だから！　泣かないで、さ、桜子さん」

　着ているワンピースの裾すそを握りしめて堪こらえようとするけど、涙が次々と溢れてううぅぅ。

　慌てたように、流がポケットから取り出したハンカチを目元に当ててきて、目から溢れる水すい滴てきがそれに吸い込まれた。

　流が困ってるのが分かるから泣き止まないと。目め頭がしらに力を入れて頑張るよ。

「う……ひっく、くっ……ながれぇご、ごめ」

　白骨死体になる羽は目めになって本当にごめんなさい。ゴールに行けなくてごめんなさい。考えなしでごめんなさい。

　ぐずぐずと謝罪を呟つぶやく私のぐちゃぐちゃな泣き顔を、流は目を瞬しばたたかせて見つめた。そして何か考えるように視線を斜ななめ上に泳がせた後、ふいに、ふふっと小さく笑う。

「……大丈夫だよ、桜子さん」

　ぽんぽんと頭を撫なでられた。

　見れば涙で滲にじむ視界で少しだけぼやけた流がくすくすと笑っている。
















「大丈夫、出られるよ」

「え？」

　流が今度は声を上げて笑った。笑う流は何だか楽しそうで、その空気に当てられて、単純な私の涙は引っ込んだ。

「あのね、迷路にはかならず出られる方法があるんだよ？」

「……え？　えぇっ！」

　驚く私をよそに、いつの間にか離れてた私と流の手を、今度は流から繫つなぐ。

「少し時間はかかるかもしれないけど、大丈夫。僕が連れていってあげる」

　そう少しだけ自信ありげに言った流は、私の手を引いて、時々地面に印をつけたりしながら数回同じ道を通ったものの、アッサリと噴水までたどり着いた。

　高校生の記憶があるのに、五歳児に宥なだめられて、迷路も負けるってどうなんだろう。しかも草食動物っぽい流に。お世せ辞じにもハイスペックっぽくない流に……。

　考えたら負けな気がしてやめた。







　その後、私と流は噴水でたくさんお話をした。好きな本や、習い事のこと、好きな食べ物と嫌いな食べ物。

　旧桜子の記憶が曖昧な私は、やっぱり流のそれらをすっかり忘れていた。

　草食動物流と私の好みは、全てにおいてまったく合ってなかったものの、唯一、フルーツが好きで、中でも苺いちごが大好きってとこだけは一緒だった。

　美お味いしいよね～甘あま酸ずっぱくて。ただ流と違って練れん乳にゆうはかけない派です。

　そんな風にしてたらあっという間に時間は過ぎて帰る時間に。その頃にはすっかり『流』と『桜子』と呼び合う仲になっていた。

　私達はまた今度遊ぼうと約束して、手を振ってバイバイする。

　……ちょっと最初の考えと違ってきちゃったけど、しょうがないか。

　だって流はいい子だもんね。







　その日の夕食後、春兄様がリビングで私に言った。

「今度迷路で迷ったら呼んでね。ちゃんと迎えに行くから」

　今更ながら、あの応接室から庭の様子が丸見えなことを思い出す。

　見てたなら助けてくれてもいいのに。

　私の恨うらみがましい視線に気づいたのか、春兄様はふっと笑って私の頭を撫でた。

「流くんと仲良くなれてよかったね。桜子が楽しそうだと、僕も嬉しいよ」

　意味ありげなその言葉と普段とはどこか違う艶つややかな微笑みに、『魔ま性しようの貴き公こう子し』のフレーズが頭に浮かぶ。

　それと同時に頭にチラついた、狂い桜の画スチルに戦せん慄りつした夜だった。
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　旧きゆう桜さくら子この初恋の歴史は長い。

　幼おさない頃のパーティーで京きよう極ごく会長と初めて会った瞬しゆん間かんから、その恋は始まった。

　つまりは一ひと目め惚ぼれである。

　そして高校が一緒になり、姿を見られる時間が長くなったせいなのか何なのか、旧桜子の想おもいは爆ばく発はつする。いや、暴ぼう発はつする。

　だから、小学校と中学校では京極会長の影に怯おびえる必要はないのだ。

　少なくとも、学校の中では。

「大丈夫、桜子。緊張してるの？」

「うぇぁっ、だ、大丈夫よ！」

　教室の前で立ち尽つくす私の隣から、流ながれが顔を覗のぞき込んでくる。そんな彼に首を縦に振ることで大丈夫アピール。

　流はそう？　とちょっと心配そう。

「な、流こそ緊張しているのではなくて？」

「僕はあまり。幼よう稚ち園えんと特に変わらないだろうから」

「そ、う。流は幼稚園に通ってたんだものね」

　流は頷うなずいてから、スッと左手を私に差し出した。

「行こうか桜子」

「えぇ」

　その手を取って、一緒に教室へ足を踏ふみ入れる。

　今日、私は三度目の小学一年生になりました。

　白しろ金がね学がく園えん初等科。

　そこが私と流が通う学校だ。もちろん、小中一いつ貫かんの由ゆい緒しよ正しいお金持ち私立校。

　京極会長は別の似たようなお金持ち私立校に入学したことだろう。まだこの人生で、顔を合わせたことはないけれど。

　幼稚園に通ってなかった私は、流以外の同世代と初めて交流を持つことになる。

　正直緊張で胃い袋ぶくろが口から出そうだった。流がいなければ吐いてたかもしれない。

　だがしかし、そこは私も周りも六歳さい児じ。

　数日もすればすっかり慣れ、一ケ月も経たった今では、仲のいいお友達だってちゃーんとできた。

　二人もね！







　休み時間はそんな仲良し三人組でお喋しやべりをすることが多い。

「桜子様は休日、何をされているんですの？」

　柔らかな声でおっとりと尋たずねてくるのは、お友達一人目の宇う田だ川がわ家けの留る美みさん。

　茶さ道どう宇田川流のお家元を父に持つご令れい嬢じようだ。そんな彼女は非常に奥ゆかしく、大和やまと撫なでし子こを地でいっている。

「日にもよるけれど、（たまには）本を読んだり、（発表会前は）好きなバイオリンを弾ひいたりしているわ」

　うふふ～、と副音声アリアリで微笑ほほえみ、軽く（あくまで軽～く）周りへのお上品さアピール回答をする私に、さすがは星ほし野の宮みや家けの桜子さんですわねぇ、と留美さんがお淑しとやかに微笑んだ。

　ふっふっふっ、『摑つかみ取れ老ろう衰すい！　計画』の③、桜子ハイスペック作戦は秘ひそかに、でも着実に進行中である。

　あ、ちなみに最近ハマっているのは虫取りだ。インドアで虫嫌いな流を巻き込んでのね！　あのちょっと涙目で、でも虫かごを持ってくれる流がおもしろ……楽しい。

「そう言えば、桜子様はバイオリンがとてもお上手じようずとか」

　そう淡たん々たんとした声音で言ったのは、私の二人目のお友達、雨あま宮みや家けの由ゆ紀き子こさん。

　肩かたにつかないショートカットにスラッと長い手足。まだ幼いながらも雰ふん囲い気きのあるクールビューティーさんだ。

「あら、誰だれから？」

「従い兄と弟こです。桜子様と同じ教室に通っています。発表会で桜子様の演えん奏そうされたショパンの『別れの曲』が素す晴ばらしかったと」

　ん～別れの曲……あ、ついこの前の発表会か。あれは死ぬほど練習したもんなぁ。

　お金持ちのご子し息そくご令嬢が通うバイオリン教室の発表会。今のうちに星野宮家の評判を上げておかねばって必死だったよ。こっちは命が懸かかってるもんね。

　上がりやすい私は本番前ガクガクだったけど、観に来てくれた流のほうが何な故ぜか緊張で真まっ青さおな顔をしていた。それを見て逆に落ち着けたんだから感謝感謝。

「嬉うれしいわ。でもまだまだなの」

　ニヤけそうになるのを我が慢まんして、謙けん遜そんする。

　あの星野宮家のご令嬢が謙けん虚きよ。何て印象のよいギャップ。これぞイメージ戦略。

　同時に柔らかく微笑むのも忘れない。

　ほら、私ってキツめの顔だから、意識して柔らかい表情をしないと怖いんだよね～。

　でも、旧桜子なら容よう赦しやなくザ・悪役令嬢な微笑みをフッと浮かべて、確実にあの決め台詞ゼリフを言っていただろう。

『当たり前でしょう、私は星野宮家長女、星野宮桜子ですのよ』なーんてね。
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　そんな私も入学から三年はあっという間に過ぎ去り、今日で四年生になった。

　掲けい示じ板ばんのクラス発表の紙を見上げる。同じクラスに見知った名前を二つ見つけ、小さくガッツポーズ。周りに見えないようにあくまでこっそりね。

　その後でクラスの全員の名前を最後まで確認して、思わず小さなため息。

　一年生の時以外、流ながれとは同じクラスになれていない。







「由ゆ紀き子こさん、一緒のクラスね！　私とっても嬉うれしいわ」

「えぇそうですね、桜さくら子こ様。よろしくお願いします」

　四年生の教室に行って既すでにいた由紀子さんに喜びを伝えれば、非常にクールに返された。

　クールビューティーな彼女は性格もクール。たまに低温火傷やけどを負いそうになる。

　でも決して心根は冷たい子じゃないのだ。喜ぶ私を見て、無表情ながらも口元がほんのり二ミリも傾けい斜しやして微笑ほほえんでいるもの。ちょっと人より冷静で現実的なだけなのだ。

　決して私を嫌きらってるわけじゃない。えぇ、本当に。

　そんな彼女とは一年から四年まで全部同じクラス！　やったね！

　……由紀子さんがアニメ『キミ☆らぶ』で星ほし野の宮みや桜子の最も忠ちゆう実じつな取り巻きだった現実からは目を背そむけております。

　最初は距離を取ろうとしたんだよ？　でも由紀子さんはうちと取引の多い家のご令れい嬢じよう。

　遙はるか昔はお公く家げであり、明治時代からはご華か族ぞく様さまだった星野宮家の、たくさんある分家の中で特に力の強い三家。順に篠しの宮みや・雨宮・宮みや下した家けである。

　その中の雨宮家のご令嬢が、こちらのクールビューティー由紀子さんなのだ。

　親しん戚せきの結びつきが強い常磐ときわ家けと違い、既に血が薄くなった星野宮家は現在、分家とは完全に分かれている。しかしこの三家は今でもうちとかなり取引があり、ビジネスでは依然として星野宮に追つい従じゆうする形を取っている。

　言わないけど、たぶん由紀子さん自身も私と仲良くするように、両親に言い聞かされてると思うのだ。それを考えると無下にできない。

　以前、流に旧桜子の件を省はぶいて、お膳ぜん立だてについての苦しい胸むねの内を吐と露ろすれば、彼はアッサリと『んー仲良くしてみて、合わなければその時考えればいいんじゃないかな』とのたまった。

　そしてそれをそのまま実行してしまう私も私。

　だってだって、常識人で紳士ジエントルマンな流が言うんだもん。

　まぁその結果、権力による後押し友人が一番の仲良し。

　あれ、何だか視界が揺ゆらいできたよ。

「桜子様、由紀子様、ご機き嫌げんよう。本年度もよろしくお願いいたします」

　二人でお喋しやべりしていれば、登校してきた留る美みさんが相変わらずの大和やまと撫なでし子こ具合でご丁てい寧ねいなご挨あい拶さつをくれた。

　何と四年間、三人とも同じクラス！

　学園側が御三家の星野宮家に配はい慮りよしてとかじゃないよね？　……まぁ何はともあれ、仲良しグループ全員集合だからいいのかな。

　そしてさてさて、ちなみに皆みな様さまお気づきだろうか。

　そうなのだ。

　実は私の仲良しは、一年生の時からこれっっぽっちも増えていない。

　ずっとこの三人だ。

　当たり障さわりのない会話をする子なら少しできたけど、なぜかそれ以上仲良くなれない状況にある。何で？

　アタックしようにも、四年生にもなると既にグループはある程度決まっている。それでも、と二人を連れだってアタックしてみるけれど、なぜか身体からだを固くして警けい戒かいされる。

　そんな状況を友人二人に嘆なげけば、

『桜子様は高貴な雰囲気ですし、近寄りがたいのかもしれませんわねぇ。頭もよろしくて教養も深くいらっしゃるので……』

　と留美さんは曖昧に微笑んだ。あの、由紀子さん、視線が右に流れてますよ。

　訳せば、怖そうに見える上に親しみにくいってこと？

　この顔がいけないのかな。それとも、日本でも五指に入る名家中の名家の娘だから、不ふ興きようを買ったら潰つぶされるとか思われてるの？

　……そう言えばこの前、廊ろう下かで走ってきた男子生徒にぶつかられた時は凄すさまじい勢いで謝罪されたっけ。半泣きで。

　ぶつかった肩が痛くて、咄とつ嗟さの笑顔が冷たく見えたせいなのか、「今度はお気をつけてね」って言い方がキツく思われたのか。

「まぁまぁ桜子様」って宥なだめるように留美さんは言っていたけど、私別に怒ってなかったのよ？

　あーあ、少なくともアニメの星野宮桜子は、あの高こう慢まんな性格にもかかわらず大量の取り巻きに囲かこまれてたのに、今の私は何なんだろう。

　ちなみに、旧桜子時代の友人関係はさっぱり憶おぼえておりません。

　アニメの舞ぶ台たいであるあの高校に入学したら、自動的に取り巻きができるのかな。それとも意外に、アニメの悪役令嬢桜子はコミュ力が高かったとか？

　クラスを見回した私は、自分の現状に落らく涙るいしそうになった。

　辛つらい。
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　そんなクラス発表から四ケ月が経たち、新しいクラスにも慣れ始めたある週末、いつものように私は流と遊んでいた。今日は私の家だ。

　冷ひんやりとした星野宮家の応接間。そこにある立りつ派ぱな応接セットを無視して、私達は向かい合い、絨じゆう毯たんの上に直接ペタンと座る。

　夏休み真まっ盛さかりの外は本当に暑いけど、家の中はクーラーが効きいていて涼すずしい。

　テーブルの上のオレンジジュースが入ったグラスの中で、カランッ、と氷が涼しい音を立てた。

　週末のお休みに、平日習い事で忙いそがしい私と流はここぞとばかりに遊び倒すのだ。

「チェック」

　私がそう言って置いたナイトを見て、しばし流が考え込む。

　思考に入り込みすぎて、手を顎あごに当てながら盤ばんに少しずつ前のめりになっていっているのには、気づいていない様子。

　流の色素の薄いブラウンの髪かみがサラサラ揺れて、つむじが見え始めた。

　その頭を押したらそのまま盤に突っ込んじゃいそう。やってみたいな。きっと流なら痛みに涙目になりながらも、「痛いからもうしちゃダメだよ」と諭さとすだけで許してくれるに違いない。

　好奇心が私の手を微かすかに浮かしたところで、何かを察したのか、流が急に顔を上げた。

「桜子？」

　さすがは草食動物。

　捕ほ食しよくの危き機きに対する野生の勘かんが備そなわってるらしい。あれ、それだと私が肉食動物？

「なぁに流。貴方あなたの番よ」

「……んー、うん、そうだね」

　流はお澄すましで答える私に、少しの沈ちん黙もくの後、曖昧に頷うなずいた。そしてそのまま左手を動かし、ビショップでナイトを取る。

　悪手だ。

　でも流の得意な将しよう棋ぎと違って、チェック後はキングが動けない。チェスに不慣れな流なら仕方ないかな。

　私はすかさず動く前のビショップの後ろにいたポーンをクイーンで取り、その場に彼女を収める。

「あ」

「チェックメイト」

　ふふふーん。やったね！　得意げな私の顔を見て流が小首を傾げる。

「初心者をいたぶって面おも白しろい？」

「とっても面白いわ」

　今の私の笑顔はきっと最高に輝かがやいているに違いない。キツめの顔でかなりの悪役顔だろう。これぞ悪役令嬢、星野宮桜子というものだ。

　流が苦笑した。







　その後に始めた将棋で、三回連続で負けて泣かされた。

　ワンワン泣く私を流は慌てて宥める羽は目めに。因いん果が応おう報ほう、自じ業ごう自じ得とく、を二人共に身をもって体験する結果に終わった。

「ほら桜子、ハンカチ濡ぬらしてきたから目に当てなね」

「ん。……ひっく……っく」

　流から手渡されたハンカチを、熱を持った目に当てる。

　ん～冷たさがじんわり目に染しみますな。そんな風に少し大人しくしてからハンカチを離せば、私の横に並んで座った流と目が合った。

「もう十歳なのに、泣き虫だよね桜子は。たかだかゲームだよ？」

「だって負けると悔くやしいわ！　勝手に涙が出てきちゃうの」

　流が曖昧に笑う。柔和な顔つきの流がそういう笑みを浮かべると、眉まゆが下がって、何だか少し困ったような雰囲気になる。あれ、つまり呆あきれられてる？

　でも、彼にゲームでコテンパンにされる度に泣いているのだから、いい加減慣れろと言いたい。

　私、桜子はかなりの負けず嫌いなのだ。

　西にし野の美み優ゆの時はそれほどでもなかったんだけど、やっぱりプライドの高い星野宮桜子の人格が混ざったせいなのかな。自分でも少し引くけどさぁ。

　でもそろそろゲームも飽あきた。桜子はともかく、西野美優は活発で、外で遊ぶことが好きな子供だった。そのせいか今の私も外遊びは大好きだ。

「ねぇ、流。この次はお外で木登りしましょう！」

　私の提案を聞いた流の顔が、あからさまに引きつる。

「外は暑いよ。それに落ちたら危あぶないし」

「平気よ」

「この前も止めたのに、鬼おにごっこで走り回って転んだでしょ。今度は木から落ちてケガしたらどうするの」

「大丈夫、私が受け止めてあげるわ！」

「登るのが桜子なら、落ちるのも桜子だからね」

「あら、確かにそうね」

「そもそも木登りなんてする子、僕の周りだと桜子ぐらいだよ」

「えぇ、私の周りでもよ。でも、流が付き合ってくれたら二人になるわ！」

「遠えん慮りよしておくよ」

「バレなければ大丈夫よ。私だって学校では、ちゃんと大人しくしてるでしょう？」

「……うん、まぁ、確かに。学校での桜子は、本当のお嬢じよう様さまって感じだよね」

　流が神しん妙みような表情で深く頷いた。

『本当の』ってどういう意味？　まぁいいけど。

　ともかく流が心底賛さん同どうするほど、私は小学校に入学して三年と少し、計画の③桜子ハイスペック作戦をかなーり頑張ってるのだ。

　さすがは星野宮家のご令嬢、と称されるように。ふふふ～。

　今も続けているバイオリンに茶さ華か道どう、日本舞ぶ踊よう、会話は及きゆう第だい点てんをもらえた英語。もちろん学校の勉強にも手を抜かない。通知表は常に全すべての項こう目もくで五をキープ！

　さらに新しく習い始めたフランス語と中国語も、もう一年になる。

「桜子は本当に頑張り屋だよね。でも習い事はともかく、何でそんなに勉強を頑張るの？」

　流が不ふ思し議ぎそうに尋ねてきた。

　でもまぁ、普通はそうだよね。私みたいな名家の娘は、お淑しとやかに過ごせばいいって考えが多い。頑張らなくても、いつかどこかのご子息と結婚して幸せにってね。

　でも私はその考えに甘んじてはいけないのだ。今頑張らないと、どこかの地面で野の垂たれ死じにしかねない。誰にも看み取とられず、一人で。

　真まっ赤かに目を泣き腫はらした狂きよう人じんの姿が脳のう裏りを過よぎり、思わず苦く笑う。

「桜子？」

　様子が変なのを察したのか、流が心配そうな顔をした。

　いけない、いけない。返事をしないと。でも、そのまま言うわけにはいかないし。ええっと頑張る理由、理由……。

　何かそれらしいことを言わなきゃと口を開く。

「あのね、私は恋愛結婚がしたいのよ！」

　あれ。

「え？」

　流が珍めずらしくポカンと口を開けた。私も内心口を開けた。

　あれ、こんなこと言うつもりじゃなかったんだけど慌てたせいなのか、なぜか口から飛び出てしまった。

　旧桜子は恋に狂ったせいで死んだのに、恋愛結婚って。

「ええっと、ほらやっぱり家とかじゃなくて、自分で決めた人と結婚したいでしょう！」

「んん？」

「そう、だから今のうちに優秀になっていい仕事に就つけるようにするの。そうすればいざって時は好きな人とさっさと結婚して、家に頼らず暮らせばいいもの！　幸さいわい跡あと取とりは春はる兄にい様さまだしね」

　一度口にしたものは仕方ないから、何となーくそれっぽく上う手まく纏まとめる。

　ふふん、と胸むねを反そらして虚きよ勢せいを張る私を、流がポカンとした表情でしばし見つめる。視線が痛い。

　でも今更撤てつ回かいするのもアレなので、何よ？　とドキマキしながら見返せば、流はハッとして口を開いた。

「……そう、なんだ。すごいね桜子は。ちゃんと将来を考えてるんだね。僕もきちんとしないと」

　流は視線を僅わずかに床に落として微笑んだ。え、どうしたの。

　何だかいつもと様子が違う気がして、「流？」と呼ぼうとすれば先に流が口を開いた。

「それより桜子、またバイオリンのコンクールで賞取ったんだってね。藤とう真まさんから聞いたよ。僕も聴きに行けばよかったなぁ」

　急な話題の変化に首を傾げつつも、乗っちゃう。だってこの話題は私に優しいもの。

「仕方ないわ、流はその日予定があったんでしょう」

「うん、本家主しゆ催さいの親戚の集まりがあって」

「常磐家は親族関係が強くて大変ね」

「まぁね。でも、キツイことがあるぶん、楽なところもあるから何とも言えないかな」

　流は涼しい顔でサラッと言う。

　けれど、実際はかなり大変なことを私は知ってる。

　分家筆頭の跡取り息子として、本家と分家の板いた挟ばさみ。特に、流は穏おだやかな性格で舐なめられやすいのか、流の家を訪ねた時たまたま来ていた分家の人に、流さんはあまり出来がよろしくないようで、などと嫌いや味みを言われているところを幾いく度どか目にしたことがある。

　そんな風に言われるほど、流の成績は悪くないのに！

　確かに、飛びぬけて優秀、ということはないし、前に出て目立つタイプじゃないけど、コツコツと努力して、跡取りとして必要な結果は修おさめてる。

　嫌味を言われる必要なんて、ないはずだ。

　でも、そこでふて腐くされずに、真ま面じ目めに努力し続けるところは、さすが流。

　私の紳士ジエントルマンは偉い！

　まぁ、そんな感じでちょっとギスギスしている親族関係を、流は話したがらない。

　とは言え、常磐家が名門でよく噂になるし、私の耳に色々入ることもある。

　流にそれを言ったことはないけれど。

　でも、今日に限って珍しく、流が言葉を続けた。

「あぁでも、柊しゆう生せいとは仲がいいから会うのは楽しみかな。本家の従い兄と弟こなんだけど、桜子、会ったことある？」

　流の口から出た名前に思わずドッキンッッ！　と心しん臓ぞうが嫌いやな音を立てた。

「えっと、常磐本家のご子息よね。お会いしたことはないわ」

「そうなんだ。誠実でいい人だよ。武道が得意で強いんだ」

　えぇ、よく知ってます。ヒロインが暴ぼう漢かんに襲おそわれた時、颯さつ爽そうと助けてましたから。

　とは言わず、ふわりと微笑む流に曖昧に微笑み返す。

　ダークブラウンの瞳と一見怖そうな、でも男らしく整った顔立ちの青年が脳裏に浮かんだけれど、軽く頭を振ってかき消した。くわばらくわばら。

「そういえば集まりで聞いたけど、今度のウチのパーティー、桜子も来るんだってね」

「……えぇ、まぁ」

「ふふっ、主催者側の僕の前でそんな嫌そうな顔」

「だってぇ～」

「最近、ちょこちょこパーティーに出席してるんだよね。星野宮の桜子さんは語学が堪たん能のうで立ち居振る舞いも幼いのにご立りつ派ぱだ、って噂うわさされていると父さんが言ってたよ」

「パーティーって言っても、いつもは身内ばかりの小しよう規き模ぼのだもの。今度の常磐家のは大きいじゃない！　勝手が違うわ」

「大丈夫だよ。やることは変わらない。噂を聞きつけて多少注目されるくらいかな」

　だからそれが困るんだって！

　私はこの前、両親にゴリ押しで常磐家のパーティー参加を約束させられた時を思い出す。

　あのパーティーだけは出たくなかったのに！

　半泣きで強く主張しても出ることになるなんて、やっぱり私が悪役令嬢だから？　運命からは逃げられないってこと？

『は、初めまして京極様。私わたくしは星野宮桜子ですわっ！』

　一いつ瞬しゆんで奪われた心に、声が震ふるえるのを堪こらえながら挨拶をした記憶が蘇よみがえる。思わず背中が震えた。

　なのに流は私の恐きよう怖ふも知らずに（当たり前だけど）まぁまぁと宥めてくる始末！

　もしもの時は紳士ジエントルマンを生いけ贄にえに、パーティーを乗り切ると決意した瞬間だった。
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「星野宮家の令嬢たるもの、その全てを懸かけて星野宮繁はん栄えいの礎いしずえとなるよう、努つとめなさい」

「はい、明あき子こ大おお叔お母ば様さま」

「お父様やお兄様の助けになるように、良家との縁えんを繫つなぎ、繁栄の道を作るのです」

「えぇ」

「桜子さんは既に常磐の枝えだと仲がよろしいようですが、常磐の大たい樹じゆと比べれば言うまでもありませんね？　京極、御ご三さん家けはもちろんのこと、それより下位の、九重ここのえ、鳳ほう仙せん等の名家もお忘れなきよう」

「……存じておりますわ」

　薄うす群ぐん青じよう色いろのお着物をぴっしりと着て、一ひと筋すじの乱れなく髪をひっつめた明子大叔母様は私をキッと見み据すえた。

「くれぐれも、星野宮の名を汚けがさぬようお過ごしを」

「はい、もちろんですわ」







　その後明子大叔母様を玄げん関かんまで見送り、私は部屋へ。着物を脱ぬぐことなくそのままベッドにダーイブ。ばふんっと音がして身体からだが沈む。さすが七桁けた台だいの高級マットレス。まったく痛くない。

「まったく何が常磐の大樹だ！　京極だ！　その他諸もろ々もろだ！　枝は紳士ジエントルマンなんだぞ何が悪い！」

　枕まくらに顔を押し当てながら叫さけべば、くぐもった音が部屋に響ひびく。ついでにとバタバタと手足をバタつかせてみた。着物のせいで動きにくいけど。

「名家に取り入って政略結婚なんて絶対いや！　今は女性だって社会進出なんだ！　考えが古い！」

　モガモガと主張してはみるけれど、叫んだ端はなから枕に吸い込まれて消えていく。







　明子大叔母様はお父様の亡なきお父様、つまり私からしたらお祖じ父い様さまの妹だ。

　その美び貌ぼうと教養の高さ、華族の流れを汲くむ星野宮家の血ち筋すじから、戦後の社交界にて『星野宮の輝かぐ夜や姫ひめ』と称された本物の大和撫子。

　そんな明子大叔母様は、お母様が見つけてきた私の和系習い事の教育係である。

　立ち居振る舞い、マナーに始まり、茶華道、古文、和歌や俳はい句くの読み方等々。一時はお琴ことまでご指南いただいてたけど、私のあまりの才能のなさに大叔母様の鋼はがねの精神すら潰ついえたのは一年前だ。

　匙さじではなくお琴の爪つめを投げつけられたのは記憶に新しい。いわく、和楽器は触さわらぬほうが周囲のためとのこと。

　教養溢れる明子大叔母様は齢よわい七十を悠ゆうに数えるだけあって、選民思想丸出しの閨けい閥ばつ主義者。

　本人も星野宮家のために政略結婚したっていう背景があるからだろうけど、何かとお稽けい古この度に、京極に取り入れ～、常磐の本家跡取りに取り入れ～、諸々に取り入れ～と擦すり込んでくる。

　今のところ私を窮きゆう地ちに追い込みそうな人ナンバーワンだ。

　旧桜子の時はどうだったっけ。この時期の記憶が薄くて困る。ここら辺にもあの目に余る恋狂い暴ぼう走そうの根があるのかもしれないから気をつけねば。

　お母様も京極家等々、私の今後に関しては明子大叔母様に賛さん同どうする面が多々あるし。

　私が京極会長に恋しなくても、気づかぬうちに外そと堀ぼりを埋うめられていそうで怖いんですが。

　……どうしよおぉぉぉぉ。

　そんな風に部屋で嘆なげいていたら、お母様にショッピングという名のパーティードレス選びに連れ出されてしまった。

　アッチコッチと行きつけの高級ブティックへ。結局は赤みがかった紫色の、オーガンジーの裾すそがフワッとした素敵なドレスに決定。

　十歳の私には少し大人っぽい色じゃないかな？　とお母様に尋たずねれば、

「あら大丈夫よ。桜子さんは美人さんだもの。何を着ても素敵よ」

　という親バカ全開の発言に閉へい口こうしつつも、堪えきれずふふふとニヤけてしまう。

　喜んでいる単純な私を見てお母様もふふっと笑った。

「桜子さんは本当に京きよう紫むらさき色いろが似合うわねぇ」

　京紫色。

　ちなみに、京極会長の下の名前は紫し苑おんさんです。そう言えばヤケにこの色を押された。色違いで空色もあったのに。これはヤバいんじゃないの。

　私がそろっとお母様を見上げると、ご機き嫌げんそうに微笑まれた。

「帰りに甘いものでも食べて行きましょうか」

　外堀埋め立て工事の開始音が、頭の中で響いた気がした。
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　声が聞こえた。




「辛つらくはないかい？」

　急な問いかけにハッと顔を上げれば、エメラルドの瞳ひとみと目が合った。

　慌あわてて、今まさに洗っている最中だった、真っ黒に染まった上うわ履ばきを背中に隠かくす。

「こ、こんにちは、京きよう極ごく会長！　こんなところで奇き遇ぐうですね！」

　あ、間違えた。

　そう思っても、後の祭り。蓬萊学園ここでの挨あい拶さつは「ご機き嫌げんよう」だと友人にも散々言われていたのに、とっさに慣れたいつもの挨拶をしちゃった！

　星ほし野の宮みやさんが「これだから庶民はっ」って私に怒るのもやっぱり分かるなぁ。

「あ、えっと、そのご機嫌、よう？」

　しないよりはいいかな、と言い直せば、彼の頰ほおがピクリと揺ゆれた。

　いつもは穏おだやかで温かなその瞳が、今は刺さすような光を帯おびている。

　その視線の先をなぞるように見て、自分の立ち尽つくす足元に、ポタポタと黒い水すい滴てきが滴したたっているのに気づいた。

　水を絞しぼるの忘れてた。少しも隠せてない。

　彼の冷たい感情の先が自分ではないことが分かっていても、つい竦すくんでしまう。

　そんな私を見て、察しのいい彼はサッとその感情を隠した。

　だけれど視線はまだ、垂たれている黒い水滴に据すえられたままだ。

「辛くはないかい？」

　彼がまた言った。さっきよりも力のこもった声で。

「いいえ、平気です！」

　私は即座に答えた。

　そう、だって本当に平気。柊しゆう生せいくんや瞬しゆんくん達と、そして何より京極会長と話せなくなるくらいなら、上履きが汚よごれるくらいどうってことない。せっかくお義に兄いちゃんが買ってくれたものだから、もちろん歓かん迎げいではないけど、でも平気。

「上履きだけじゃないんだろう？　ノートも、ブレザーも他にもいろい」

「心配してくれるのは嬉うれしいです、ありがとうございます。でも、私は平気なんです」

　今度はもっとはっきり答えて、えへへっと笑う。

「汚れくらいなら、洗ったりすればまだ使えます。私、お洗せん濯たくは結構得意なんですよ！」

　京極会長は胸むねを張りながら言う私に目を瞬しばたたかせた後、何も言わず、ただ静かな瞳でこちらを見み下おろした。そんな彼のエメラルドがあんまりにも綺き麗れいで思わず見み惚とれてしまう。でも、ちゃんと言うことは言わないと。

「あの、いつもは困りますけど、でもそのお陰かげで今日みたいに意外な時に京極会長と会えたりするので、それはそれで嬉しいです。ラッキーですよね！」

　もう一度えへへっと笑った私の目の前をふっと何かが横切った。

　そして、頰に触ふれる感かん触しよく。

「桃もも花かは強いね。強くて、優しい。だけれど、その強さがいつかキミを押し潰つぶしてしまわないか、僕は不安なんだ」

　へ？　と見上げた先で京極会長が微笑ほほえんだ。その手は私の頰を優しく撫なでる。

　どこか困ったような微び笑しように、思わず、頰の上の彼の手に自分のそれを重ねた。

「きょうごく、かいちょう？」

「……キミを守るよ」

「え？」

「全すべてを懸かけて、キミのその心を、守る。だから……」

　京極会長がふいに距離を詰めた。思わず身を竦ませる私の耳元に唇くちびるを寄せる。

『この続きはまた今度言うよ』

「っ……！」

　耳じ朶だを打つ低い声に思わず肩かたが跳はねた。囁ささやかれた耳が熱い。

　そんな私とは裏腹に、京極会長は何事もなかったかのようにスッと私から離れ、そして、ふわり、と柔らかく微笑んだ。

　テレビ画面のアングルが京極会長の顔のアップに切り替わり、形のいい口が開かれる。

「娘ムスメノ仇カタキダ」

　真まっ赤かに泣き腫はらした目が私を睨にらんだ。







「っ！」

　バサッという激しい音と共に飛び起きれば、見慣れたヨーロピアンルーム。

　右下を見れば、ベッドの下、一メートル先にタオルケットが落ちていた。起きた衝しよう撃げきで吹っ飛ばしちゃったみたい。

　心しん臓ぞうが持久走を終えた後みたいにバクバク言っている。ついでに息も切れている。どうやら悪夢に身体からだが拒きよ絶ぜつ反応を起こしたようだ。……ん？　だけど、あれ。

「悪夢ってどんな内容だったっけ」

　憶おぼえていない。ただ、色んな意味でドキドキする感じだった気はする。

　ん？　色んな意味？　って、憶えてないものはどうしようもないか。

　ふぅぅぅぅぅ、と息を吐き出して、もう一度ベッドに倒れ込む。

　サイドテーブルの上を見ればいつもの目覚まし時計の他に、三個の余分。セット時間は十分おきで、お母様からの寝坊するな圧力に思わず目が遠くなる。

　もうあと十分もすれば一個目が鳴り始める時間だ。

「おはよう、私」

　そして、頑張れ、私。

　渋しぶ々しぶながらも身を起こしてカーテンを開ければ、それはもう見事な曇どん天てんだった。







　嫌いやな日ほど早く来る。

　夢見最悪な朝の今日は、よりにもよって常磐ときわ家け主しゆ催さいのパーティー当日。

　お母様の気合の入れように、私は噓うそでも気が乗らないなんて言えない。

　指示されるがまま、朝からヘアサロンで髪かみをセットして、買ってもらった京きよう紫むらさき色いろのドレスを着る。

　でも気が重いパーティーとはいえ、やっぱりドレスアップは乙女おとめの憧あこがれ。ヘアサロンの大きな姿見で出来栄えを見れば、嫌でもテンションは上がる。

　うんうん中々いい感じ！

　クルンッと鏡の前で一回転。両手を上げてはいポー……ガチャリ、という鈍にぶい音と共に扉とびらを開けた姿勢で啞あ然ぜんと固まる春はる兄にい様さまと、鏡越しに目が合う。

　道みち端ばたでツチノコと遭そう遇ぐうしたかのような、何とも言えない表情が目に焼きついた。

　黙だまって手を下ろす。

「……ごめん。ノックしても返事がなかったから、倒れてないかなって」

「それはご心配をおかけして……」

　鏡に背を向けて春兄様を振り返れば、さっきの表情を消し去り、そのお美しい顔に微笑みを浮かべた。

「そろそろ時間だよ」

　見なかったことにしましたね春兄様。

「えぇ、行きましょう」

　もちろん速攻でそれに乗る。私達は気の合う兄きよう妹だいなのだ。

　そのまま送そう迎げいの車に乗り、エスコート役の春兄様と共に会場の前に降り立つ。

　旧桜子が同じ年でそうしたように。

　さぁ、ここからは戦場だ。







　拍ひよう子し抜ぬけだ。

　そう思ったのは、パーティーが開始されてほんのすぐのこと。

　パーティーが始まってすぐに私は家族と一緒に京極家当主とその子し息そく、つまりは未来の京極生徒会長にご挨拶。それはもう、ものすごく緊張しながら。

　旧桜子の一ひと目め惚ぼれを考えて、警けい戒かい心しんバリバリで、京極会長を可能な限りゆっくりと視界に入れた。足の指先からそろそろそろ～っと。

　でも結果は問題なし。

　ドキッ、も、キュンッ、も、ほわわわ、も何もなかった。むしろ冷静に見つめたくらい。

　そう、私、星野宮桜さくら子こは京極会長に惚れなかったのだ！

　しかも京極会長との間には、ほぼ会話らしい会話はなし。

『あぁ、キミが噂うわさの……』

　という旧桜子の時にはなかった京極会長の意味不明な言葉には、ちょっと不安を煽あおられたりしたけど。

　でもその後は、京極会長は次期跡あと取とり同士でほとんど春兄様とばかり話していた。

　たかだか一いち令れい嬢じようの私と跡取りの春兄様が並んでいるのだから当然と言えば当然。

　あぁもう春兄様大好きよ！

　まぁ、とはいえ大好きだったキャラが現実にいることには感動したけど。記憶よりも幼おさなくて、でも相変わらず白馬の王子様そのものにキラキラしてて、眼がん福ぷく。

　しかも春兄様との会話途と中ちゆうに手持ち無ぶ沙さ汰たな私への配はい慮りよか、時々、にこり、と微笑みかける気き遣づかいのすごいこと。ほんとに小学生？　その微笑みにキュウウゥゥンッと心臓が高鳴って、毎回思わず色んな意味でコロッといきかけた。根性で踏ふみとどまったけどね。

　いくら美優わたしのタイプど真ん中とはいえ、絆ほだされないぞ！

　……まぁ何はともあれ、二度の刺殺を経ても何か普通に生きていられる図太い私でも、さすがに死の原因に惚れるほどのんきではなかったみたい。

　あ～よかった。ほんとーによかった！

　これで少しは刺殺エンドから遠のいたかな。何たって旧桜子の時は、京極紫し苑おんとの接点は主おもに自分で作っていたものばかり。しかもほぼ無理やり。

　パーティーでしつこく付き纏まとうだけじゃなく、我わが儘ままを言って京極会長を自分の誕たん生じよう会かいに招しよう待たいするとかね。

　もちろん、彼が来ると聞いたパーティーは全て出席した。

　しっかーし、新わ桜た子しが恋に落ちなかった時点で、これから先の接触は旧桜子と比べてそれはもう、格段に減らせたはず！　ふふふ～。







　すっかり安心した私は、挨拶の後は春兄様と別れ、途中で見かけた流ながれに声をかけに行った。そしてそのまま会場の壁かべ際ぎわに誘ゆう導どう。

　何せ悪役令嬢星野宮桜子の地じ雷らいな攻略キャラ達は全員、上位五家の出。そして今日のパーティーは、星野宮家と同じく御ご三さん家けの常磐家主催で大物が多い。

　日本の二大名家である『東の雄ゆう、京極家』に『西の雄、阿あ久く津つ家け』。

　そしてそれに次つぐ御三家のうち、星野宮・常磐の二家が会場に同時にいる時点でかなりの規き模ぼ。

　唯ゆい一いつ、残りの御三家、冷れい泉ぜい院いん家けはいない。でも『夏』以外の攻略キャラは会場にいる。

　つまり私にとって、今日のパーティーは地雷原なのだ。

　微み塵じんも笑えない。

　とはいえ今の私は、パーティー開始時と比べるとかなり気分がいい。

　何たって、あの最も危険な京極会長を乗り切ったのだから！

　しかも普段学校で中々会えない流にも会えたし、ようやく初めての大規模なパーティーの雰囲気を楽しめる余裕が出てきている。

「ねぇ流、一緒に踊りましょう？」

　話を始めてすぐに、上機嫌な私がそう誘った瞬しゆん間かん、流のふんわりとした笑みが歪ゆがむ。

　でも、さすがは常磐家の人間。瞬時に元の微笑みを張りつけた。左の目元がピクリと僅わずかに動いてたけど。

「ん～、ダンス？」

「えぇ。私、実はパーティーで踊ったことがないの。だから一緒にお」

「いやだ」

「え」

　珍めずらしくキッパリとした流の拒きよ否ひに思わず目を見開き、慌ててキリッと元に戻す。

　いけないいけない、会場の端とはいえ、ここは公おおやけの場。

「なぜ？　だってあんなにも華はなやかで楽しそうなのに」

「僕、人前でダンスするの好きじゃないんだ。他の人と踊ってよ」

「流以外に誘う人いないもの。お父様も春兄様も忙いそがしそうだし。ねぇ、いいでしょう？」

「やだ」

　ナガレガイヤダッテイッタ。イヤダッテ。ワタシトオドリタクナイッテ……

「ちょ、さ、桜子。こんなところで泣いたらダメだよ。誰だれが見てるか……」

「な、泣かないわよ。……泣かないもん。別にワルツ断られたからって、からって」

「そう言いつつ、うつむき始めてるよ」

「だって……」

「話し方も崩くずれてるから」

「だってぇ～」

　流がそっと身体をズラした。私と会場の間に身体を滑すべり込ませる。

「ほら桜子、落ち着いて」

「……」

「桜子と踊るのがいやなわけじゃないよ。本当に人前で踊りたくないだけだから」

「……」

　でも私は踊りたい、と同じ高さにある目を見れば、流は困り顔で苦笑。

　むむむむむ、ダメか。

　紳士ジエントルマンな流がここまで突っぱねるんだ、仕方ない。こんな豪ごう華かな会場で踊ってみたかったけどね。

「……分かったわ。今度春兄様に踊っ」

「そこにいるのは、もしかして星野宮さん？」

　ドッッキイィィッッッ！

　ついさっき耳にしたばかりの声に心臓が口から零こぼれ落ちそうになって、すんでのところで飲み込む。むぐ。

　目の前の流も驚いたのか、肩がピクリと揺れた。

　私は流に遮さえぎられて相手から顔が見えないうちに、慌てて崩れた表情を取り繕つくろう。それを見ていた流が、私を上う手まく隠しながら、声のほうに振り返って挨拶をした。私はその間にサッと目元の水すい滴てきを拭う。よし、これでとりあえず見た目だけは完かん璧ぺき。

　流が私をチラッと見て、令嬢顔に戻ったのを確認してから身体をズラした。

　その背後に立っていたのは、予想通りの人物。

　透すけるような金色の髪が会場のライトに照らされてキラキラと輝かがやく。こちらに向けられるエメラルドをはめ込んだような緑色の瞳は、高貴な光を湛たたえている。

「先ほどご挨拶したのだけれど、憶えてもらえているかな？」

　年齢離れした慇いん懃ぎんな言葉を紡つむいだ、形のいい唇が上品な弧こを描いた。

　京極紫苑。

　言わずもがな、『キミ☆らぶ』のメインヒーローであり、星野宮桜子の初恋のお相手である。







　……何がどうしてこうなった。

　煌きらびやかな会場で、あの京極紫苑と手を取り合いながら踊る現状に、内心白目。

「星野宮さんがパーティーに出席するのは珍しいよね。本日はなぜ？」

　うおっ。急な質問に、飛んでいた意識を慌てて目の前の京極紫苑に戻した。

「父と交流のある、常磐家のお誘いでしたので」

　パーティーを嫌がる娘に業を煮にやした両親（特に母）に無理やり、とは付け加えず無ぶ難なんに、平へい凡ぼんに答えると、京極紫苑は、そう、と微笑んだ。

　よしよし、いい感じですね。ってまぁ、手を取り合って踊っちゃってる時点で既すでに、いい感じも何もないけども。

　とは言えこっちは命が懸かっている。諦めるわけにはいかない。

　そのため、ただ今腹をくくって、全力で与える印いん象しようを最小限にしている最中です。

　だがしかし、人生初であるパーティーでのダンス。ステップ一つでも神経が磨すり減る。

　間近で密着するお相手が、死を運んでくるならなおのこと。

　少しでも意識すれば、鳩みぞ尾おちが痛んであの恐怖が蘇よみがえる。

「……っ」

　泣きたい。人前だから泣けないし、泣かないけど。でも、本当に怖い。泣きそう。

　唇を小さく嚙かみしめ、でも微笑みをキープする、なんて我われながら器用なことをしつつ、膝ひざがガクガク震えそうになるのを堪えて、ステップを踏む。

　１・２・３、１・２・３、１・２・３、あぁ早く終わらないかな。

　もう、本当に何でこんなことに。

　どこで間違えたのかを考えれば、さっきの状況が自然と思い出される。







　私と流に京極紫苑というまったく理解できない、何より理解したくない顔ぶれでの会話は、それ自体は和なごやかで、当たり障さわりないものだった。

　けれど、問題はその後だ。

『星野宮さん、ダンスは踊らないのかい？』という京極紫苑の一言から始まった話題は、『あぁ、流くんは苦手なんだ。そう、お相手が』『……では、よろしければ僕と踊っていただけますか、星野宮さん』と流と京極紫苑の間で交かわされ、私が遮る隙すきもなかった。

　あの京極家子息のお誘いを私が断れようか。跡取りでもない私が。

　だけど、そもそも何で今日が初対面の私を誘うの。貴方あなたなら引く手数多あまたでしょう！

　ちなみに、踊りたくない流は止めてくれなかった。むしろよかったね、と微笑まれた。

　事情を知らないとはいえ、あれはない。

　幼おさな馴な染じみなら私の死にそうな表情で気づけ。天然か！　死ぬんだぞ！　刺殺だぞ！

　まぁ、京極紫苑がザ・王子様な甘いルックスを裏切ることなく、誰にでも丁てい寧ねいで優しい正統派王子様キャラだったのを考えれば、この展開は仕方なかったのかもしれないけど。







　そんなこんなで最も接せつ触しよくしたくない人物と、仲良くお手々を繫つないでダンス中。

　死にそう。

　しかし私のそんな恐きよう慌こう状態をよそに、目の前の京極紫苑は優美なステップを踏んでいる。

　しかもちょくちょく会話を投げかけてくる余裕さよ。

　私はただでさえ恐怖で頭が回らない中、ステップと無難な返答にてんやわんやなのに。

「星野宮さんはダンスがとても上手じようずだね」

　そんな社交辞令に思わず、猛練習しましたもの！　と言いかけて、『星野宮の令嬢たるもの白鳥たれ（意訳：水面下の努力を決して見せてはならない）』というかの輝かぐ夜や姫ひめ様のお言い付けを思い出し、一度口を噤む。危ない、危ない。

「ありがとうございます。京極様こそ素す晴ばらしいリードで、とても踊りやすいですわ」

　私がそう言うのと同時に、京極紫苑が右みぎ腕うでを動かした。クルッと私の身体がターンする。

　齢よわい十にして、このソツのないリード。いくらメインヒーローとはいえ末すえ恐おそろしいわ。

「そう言ってもらえて嬉しいよ。星野宮さんとは初めて踊るから、少し緊張していたんだ」

　必死な私への嫌味？　会話をちょくちょく投げかけてくる時点で余裕しか感じられないんですけど！　ってついトゲトゲ思っちゃう、私のこの余裕のなさよ。

　情けない。

　でも、彼はあの京極家の跡取りだもの。人前でのダンスなんて、もう数えきれないほど踊っているだろうし、慣れていて当然だよね。

　そんな風に時折会話を交わしつつ、しばらく踊っていれば、ようやく曲は真ん中を過ぎて終しゆう盤ばんに。あと少しだ。頑張れ桜子！

　まぁ、よく考えれば、いくら私至し上じよう最大の地雷とはいえ、そもそもルックス・性格共に正統派王子様キャラな京極紫苑。たかだかダンス一曲で問題なんてそう起こらないよね。

　私だって旧桜子とは違って、気を引こうとなんてしないもの。

　無事に終わりそうだということもあって、何だか謎なぞの余裕がちょっぴり湧わいてきた。

　目の前の京極紫苑を改めて見てみる程度の、だけど。

　そう言えば何気に、一番大好きだったアニメキャラ、憧れの京極会長が目の前にいるんだよね。これって、すごくない？　いつも画面越しに食い入るように見つめてた二次元が目の前って。現実って。手を握ってダンスって！

　ファンなら一度は夢に見る光景だよ！

　会場の照明にキラキラ輝く金髪が、ステップに合わせてサラサラ靡なびく。その肌はだは春兄様に負けず劣おとらずの白さ。フランス貴族の血を引く母と、日本人の父とのハーフ設定はさすがだ。

　星野宮春はる雪ゆきの妖あやしい美び貌ぼうとは種類の違う、万人に好まれる気品に満ちた美しい容姿は、さすがメインヒーローというべきか。

　思わず芸能人を見たような気で、ほお～、と感心して見つめてしまう私に、ん？　と京極紫苑は優美に微笑みかけた。

　あぁ、これだよこれ！　この微笑み！　一番好きだった彼のしぐさ！

　私の中の眠っていた西にし野の美み優ゆ成分が心の中で叫び出す。

　美優はこの好みど真ん中な外見だけでなく、キャラも含め京極会長が一番好きだった。

　どこぞの王族のような高貴で上品な振る舞い。いつも優しくヒロインを見守りつつも、いざという時には身を挺ていして守る、見た目に反した男らしい一面。あぁ、素敵！

　そんな彼がヒロイン桃花へ向ける、柔らかく細められた瞳に何度胸を射い抜ぬかれたことか。

　誰にでも公平で優しい生徒会長が、ヒロインだけに向ける特別さが堪らなかった。

　まぁ、何が言いたいかというと、西野美優にとって京極生徒会長は理想の王子様だったのです。ちょっと生きる次元が違うとはいえ。

　そして今、目の前にいる京極紫苑を通して、アニメでの素晴らしい微笑みの数々が思い浮かんできて、思わず意識がごっそり持って行かれてしまう。

　だから一瞬、何が起こったのか分からなかった。

『これが噂のミス・パーフェクト、ね。受け答えも凡ぼん庸よう。挙きよ動どう不ふ審しんだし、この程度か』

　空耳だと言われればそれまでくらいの、囁き。

　……え？

　使い慣れた日本語とは違う、でも最近ようやく耳が慣れてきた発音と、その内容が耳に引っかかって、思わず目を瞬かせた。

「京極様、あの、今何かおっしゃいましたか？」

「え？　あぁ。気にしなくていいよ。ただの独ひとり言ごとだから」

　一応、尋たずねてみたけど、さっきと一ミリも変わらない完璧な笑顔で返された。

　独り言、なの？　独り言にしても……聞き間違いというか訳し間違いだったのかなぁ。

　内心首を傾げながらも気のせいだということにする。

　と、

『所しよ詮せんは甘やかされたご令嬢か。ダンスは時間の無駄だったね』

　……おい。

　思わず低い声が出かかったのをすんでのところで飲み込み、笑顔とステップをキープ。

　ふぅ。気をつけて私！　この男は地雷よ！

　目の前の京極紫苑は、辛しん辣らつな言葉を吐いたとは思えない優美な微笑みのまま。

　その二面性が怖いよね。

　そんな彼が先ほどから使っているのはフランス語だ。

　京極紫苑はフランス人とのハーフだから、話せても不思議じゃない。それは分かる。

　私は見るからに純日本人だし、いくら星野宮家の娘とはいえ、普通、十歳の子供が英語ならともかく、フランス語を学んでるなんて思わないよね。それも分かる。

　うんうん、分かるよ。分かるけどさぁ。

　でも、相手に分からない他言語で毒どくを呟つぶやくなんて、正直性格が悪すぎない？

　京極紫苑の本性ってこれなの？　まさかの毒どく舌ぜつ腹黒？

　噓うそでしょう！

　大好きだった京極会長のキャラと現実がかけ離れすぎていて、ちょっと思考がついていかないんですが。いやそれよりも、そんなのが死の原因って旧わ桜た子しが浮かばれない！

　メインヒーローにこんなギャップ、誰も求めてないのに。

　あまりのショックに反応できない私の前で、また京極紫苑の口が僅かに動いた。

　思わず身構える。と、

『通りで常磐分家の子し息そくと親しいわけだ。ふっ、あの出で来き損そこないくんとわざわざ仲良くするなんて、少しくらい愚おろかでないと、あの星野宮家の娘がするわけないか』

　は？

　…………いや、ちょっと待って。ん、え。

　はあ？

　とうとうなけなしの微笑みすら、剝はがれ落ちてしまった。

　怒りでザアァァァッと全身の血が引いて、滅めつ多たに感じない激情に、目の前が白く染まる。

　ギュっと唇を嚙みしめた。

　でも、ダメだ。抑おさえられない。

　繫がっていた手を振り払う。そのまま、目の前の身体を力の限りに突き飛ばした。

「え」

　お互い十歳の子供で、男女の力はあまり変わらない。京極紫苑は私に押された衝しよう撃げきのままよろめき、その場に尻しり餅もちをつく。

　何が起こったのか分からない、という呆ぼう然ぜんとした表情で、私を見上げる京極紫苑。

　そんな彼を、私は冷たく見下ろした。

　たくさんの人がダンスを踊る中だから、周囲の視線は結構遮られるけれど、間近の人々の視線は容よう赦しやなく向けられる。少なくないざわめきも上がったけど、でも、この時だけは気にならなかった。それよりも、

「…………何を知っていらっしゃるの？」

「ほしのみ」

「アナタが、流の何を知っているというの。彼の努力の、何を」

　京極紫苑の言葉を遮り、絞しぼり出すように低く、低く、呟く。

「それとも、アナタは他人を馬鹿にしても許されるくらいに、完璧だとでも？　驕おごりもいいところね」

　地を這はうような私の声は、流れる曲でほとんど響かなかったけど、すぐ目の前にいる京極紫苑くらいには届いただろう。

　エメラルドの瞳の中に、それを射い殺ころすように睨み据える私が映る。

　タンッ、と一歩、前に出た。

「恥はじを知りなさい、京極紫苑」

　タンッ、ともう一歩近づけば、腕を伸ばせば殴なぐれるくらいの距離に。

　私のこのキツめの顔のせいか、激しい剣けん幕まくのせいか、ピクッと京極紫苑が肩を揺らした。

　そんな彼をギンッと睨み据える。

　私を馬鹿にするのは、いい。ツマラナイのは、目もく論ろ見み通りだし。挙動不審なのは、見破られた私も悪い。ムカつくけどね！

　でも、だけど、最後の発言だけはどうしても許せなかった。

　流を、私の幼馴染みを侮ぶ辱じよくする言葉だけは、どうしても。

　確かに流は、『キミ☆らぶ』のイケメン達みたいに天才だったり、完璧だったりしない。

　勉強もスポーツも努力ありきの秀才タイプで、しかも、どんなに努力しても、優秀すぎる本家の跡取り息子と比べれば、数段落ちてしまう。

　だけど流はそれでも投げ出さずに、放課後も、休日も返上で、勉強もそれ以外も人一倍、努力を重ねている。

　私みたいに、刺殺エンドの記憶があるわけでもないのに。

　そんな流の参考書はいつだって書き込みだらけで真っ黒だ。

　たとえ、どれだけ京極紫苑が優秀だとしても、努力しているとしても、それでも、流を馬鹿にできるはずがない。

　そんなの、私が許さない。

「謝罪して」
















　頭の片かた隅すみで、自分の口調と相手を考えて、胃いがムカムカするような恐怖を覚える。

　でも京極紫苑への怒りのほうが大きすぎて、取り消そうなんて欠片かけらも思えない。

　恐怖よりも怒りで、睨みつける目め頭がしらが熱くなってきた。悔くやしいから我が慢まんするけど、でもやっぱり、ぽろぽろ、と少しだけ涙が零れた。

　エメラルドの瞳が大きく見開かれる。

　その仕草になぜだか余計怒りが増して、私は彼を罵ののしろうとした。あらん限りの言葉で。大声で。ここが人前なことも完全に忘れて。

　だけれどそれは実行できずに終わる。

　私の腕をギュッと握った感触と、

「桜子、落ち着いて」

　こんな状況でも柔らかい、慣れ親しんだ声こわ音ねによって。

　今、聞こえるはずのない声にふいを突かれて、目を瞬かせた。ひゅんっと怒りが引っ込む。

　声のほうを向くと、そこにいたのはやっぱり慣れ親しんだ人だ。

「……ながれ？」

　呟くように名前を呼べば、曖あい昧まいに微笑まれた。少し困ったように。いつも彼が私に向けるその微笑みに、ふっと身体の力が抜ける。

「何があったのかは知らないけれど、落ち着いて桜子。パーティー中だよ」

　流が私だけに聞こえる声で囁いた。

　その言葉に、どうやら私と京極紫苑の話は聞こえていなかったみたいで、安心する。聞かせたい話じゃないもの。

　それと同時に、少し冷えた頭で周りを見回せば、私と京極紫苑、そして流を中心にして少し空間ができてしまっているのに気づいた。

　様子を探さぐるような視線。周りで踊る人達のものばかりだけれど、それでも少なくはない。

　それはそうだ。あの京極家の子息を、あの星野宮家の令嬢が突き飛ばしたのだから、興味も引くだろう。

　いまだ啞然とした表情で座り込む京極紫苑が視界に入るけれど、周りの視線にさっき怒ど鳴なろうとした言葉は空の彼方かなたへ吹っ飛んだ。自分のしでかしたことのまずさを認識する。

　人前で、あの京極紫苑を突き飛ばしたのだ。

　血の気が引く。

　そんな私の様子を見た流は、スッ、と自然な動作で京極紫苑に手を差し出した。

「大丈夫ですか、紫苑さん。桜子さんがバランスを崩してしまったみたいですね」

　柔らかな微笑みを浮かべて、周りに聞かせるよう、大きな声で言う流。

　でも、あんなあからさまに手を振り払って突き飛ばしたのだから、少なくとも京極紫苑に対しては誤ご魔ま化かしにもならないだろう。

　その言葉に、京極紫苑の啞然とした表情は真顔になった。でも流は微笑んだままだ。

　思わず身構える。けれど、私の予想に反して、京極紫苑は一瞬思案するように目を細めた後、その整った顔をキラキラ輝く微笑みに変えた。

　そのまま流の手を取り立ち上がる。

「ありがとう、ええっと、常磐家の……」

「流です、紫苑さん」

「あぁそうだ流くんだ。憶えておくよ」

　にこやかに言葉を交わし始めた二人。話を聞いてなかった流はともかく、京極紫苑は、先ほど流を侮辱していたなんて、微み塵じんも感じさせない振る舞いだ。

　そんな京極紫苑を前に、怒りは再燃する。

　でも、我慢だ桜子。

　自分に言い聞かせるのは、星野宮家や地雷や色々あるけど、何より流だ。

　普段は常磐の五う月る蠅さい親しん戚せき達に睨まれないよう前に出すぎない流が、人前であの京極紫苑と接触しているのだ。

　私を庇かばって。

　そんな思い遣やりを無下にはできない。旧桜子の時とは違うんだから。

　それに、さっきの会話を蒸むし返したくもない。私が怒った理由なんて、流は知らなくていいことだ。

　そこまで考えてようやく少し頭が冷えれば、会場に流れる曲が耳に入る。

　もうほとんど終わりかけ。あとほんの十数秒ってところかな。

　ダンスが終わればこの場から抜けられる！

　二人に近づき、流の隣に並んでその腕をむんず、と摑つかめば、突然の行動に振り返った流の顔が少し焦あせっていた。

　ツンっと唇を尖とがらせて抗こう議ぎする。ふんっ。

　それから目の前の京極紫苑を見据えた。というか完全にギロッ、と睨みつければ、京極紫苑は微笑みながらも、何だかぎこちなく私を見返す。

　その視線が私の目元を彷徨さまようけど、既に私の涙は流の出現で引っ込んでいるのだ。

　毒舌腹黒男のくせに、何よそのちょっと戸と惑まどったような表情！　と叫びたいのは我慢。

　流が横から不安そうな視線を私に送ってきた。

　ふんっ。

「……先ほどは申し訳ありません。足を滑すべらせて、バランスを崩してしまいましたの」

　ギラギラと視線だけは睨み続けて、でもちゃんと微笑む。

　そんな私を見るエメラルドの瞳が、僅かに揺れた。

　それと同時に、流れていた音楽がそこでようやく最後の一音を鳴らす。

「ダンスのお相手、ありがとうございました。では曲も終わりましたし、私達はこれで失礼させていただきますわね。ご機嫌よう、京極様」

　一方的な別れの挨拶を放って、最後に習った通りの綺き麗れいなお辞じ儀ぎ。

　行きましょう、と伝える代わりに流の腕をぐいっと引っ張って、返事を聞く前に歩き出した。背後で流の少し慌てた別れの挨拶と、それに返す京極紫苑の声が聞こえた。

　……だけど、いや、やっぱり、どうにも我慢ならない。

　そう結論を下して歩き出して早々に、カンッとヒールの踵かかとを鳴らして立ち止まれば、流が私の横で躓つまずきそうになった。あ、ごめん、流。

　内心で流に謝罪しつつ、背後の京極紫苑を振り返った。

　さっきより少し離れた彼は、まだ私と流を見ていたらしく、目が合う。

　そんな彼を睨んで口を開いた。話す言語は、まだ慣れないフランス語。

『先ほどは素晴らしい発音でしたわね。私も見習わせていただきます』

　この拙つたない発音で、ちゃんと皮肉は届いただろうか。

　我ながら嫌味だとは思うけど、まぁいいでしょう。何たって私は悪役令嬢、星野宮桜子。嫌味の一つくらいアクセサリーと同じだわ。

　ふんっ。

　私の言った内容か、使った言語なのかは分からないけれど、虚きよを衝つかれたような表情で京極紫苑が数度目を瞬かせたので、少し溜りゆう飲いんを下げる。

　そして今度こそ本当に背を向けて、流と二人で歩き出した。

　まだまだ胸の奥でくすぶる怒りを感じながらも、地雷、京極紫苑について考える。

　印象を残さないって決めてたのに、悪印象とはいえ、かなりのインパクトを与えてしまった。……いや、でもむしろよかったのかな。京極紫苑にあんな態度を取った以上、向こうはもう私に近づこうなんて思わないだろうし。

　そして私もあんな毒舌腹黒王子にはぜえぇぇったいに近づかない。

　私の紳士ジエントルマンを馬鹿にするなんて！　嫌なヤツ嫌なヤツ嫌なヤツ！

　とはいえだ。まぁ、過程はどうあれ、とりあえず婚こん約やくは果てしなく遠のいたはず。

　うん、計画とは大幅にズレたけど所詮計画は計画なのだ。

　結果オーライ！

　……あれ、でもそう言えば、京極紫苑の性格がアニメと違うのは何でなんだろう。

　乙女ゲーム版の京極会長ルートと関係があるのかな？

　確かに、生徒会長を務つとめるほど人望がある京極会長のキャッチコピーが『孤こ高こうの王子プリンス』っていうのは不自然だった。

　う～ん。……うん、分からない。

　こんなことなら、さっちゃんにネタバレ聞いておけばよかったなぁ。







　帰りの車の中、運よくあの騒さわぎをお父様もお母様も見ていなかったと知って、一安心。

　でも京極紫苑とのダンスは何やら断片的に伝わったらしく、車中の会話でお母様が上機嫌に微笑んだ。

「初ダンスのお相手が京極家のご子息だなんて、さすが星野宮のお嬢様と評判だったわ。さすがは桜子さんね」

　本人を置いてけぼりにした浮かれ声に啞然とする。さらにお母様は言葉を続けた。

「ちょうどお話をしていた京極家の奥様も、ほんの少しご覧になったらしくて、桜子さんのダンスを褒ほめていただいたのよ？」

　呆然とする私の前で、お母様は満面の笑み。

　京極家の奥様が是ぜ非ひ一度桜子さんとお話ししてみたいそうよ、とか、紫苑くんはテニスがご趣しゆ味みだそうよ、とか、どんどん一人で盛り上がっていくお母様に弁解しようとするも、聞く耳を持たない。

　目の前が真まっ暗くらになる、ということが現実に起こりうることを初めて知った。

　近々お母様が外そと堀ぼり埋うめ立て工事の現場監かん督とくに就しゆう任にんするのが目に浮かぶ。危険防止ヘルメットはもちろん総レース。じゃあ工事責任者は輝夜姫様ね。ふふふっお着物じゃあ現場は危なくってよ。

　死んだような目でうふふふふふと笑い出した私の頭を、春兄様が優しく撫なでた。
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　あの常磐ときわ家け主しゆ催さいのパーティーが土曜だったため、日曜はゆっくり休めた。

　そもそも、刺し殺さつされた記き憶おくを持っているのにそれなりにマトモに生きている私は中々に図太いはずだ。心しん臓ぞうに毛が生はえているのかもしれない。

　でもさすがの私も、パーティーで受けた衝しよう撃げきにはほとほと弱っていたみたい。日曜は一日ぐったりしていた。

　ただ幸さいわいなことに、私の暴ぼう挙きよは特に噂うわさになっていないようで、その後も怒られず。京きよう極ごく家けが何か文もん句くでも言ってくるかとビクビクしていたけど、それもなかった。

　ただ、春はる兄にい様さまにだけは、『女の子が危ないことをしちゃダメだよ』とリビングで唐とう突とつに言われた。

　目を白黒させる私に春兄様は優しく微笑ほほえんで、『京極家の紫し苑おんくんは悪い子じゃないと思うよ』と続ける。その場で聞いていたような的確な指し摘てき。

　星ほし野の宮みやのスーパー小学生恐おそるべし。『魔ま性しようの貴き公こう子し』に成長し始めていないか、妹としては不安である。







　さて問題は、週末を終えた月曜日の学校でのこと。

「あのぉ桜さくら子こ様、京極家の紫苑様とダンスをなさったというのは本当ですか？」

　食堂で由ゆ紀き子こさんと留る美みさんと仲良く昼食を摂とっていると、急にそんな言葉をかけられた。

　思わず給食をつついていた箸はしが止まる。

　声のほうを向けば、たまたま同じ長テーブルを囲かこんでいたクラスメイトのご令れい嬢じよう。

「ええっと……」

　あまり話したことのない子からの、あまりに直球な質問に、思わず言い淀よどむ。するとそんな私の動どう揺ようを肯こう定ていと受け取ったのか、ご令嬢が目を輝かがやかせた。

「やはり本当なのですね！　あの京極家の紫苑様とダンスを踊られるなんて！」

　キラキラした目で興こう奮ふんしたように言うご令嬢。

　あの、声が大きいんですが。

　噂になるのを恐れて否ひ定ていしようと口を開いたけれど、その前に私の座る長テーブルが一気に騒さわがしくなった。

「まぁ、あの京極様と！　お羨うらやましいわ」

「京極様は本当にお美しい方ですわよね。あの金きん髪ぱつの御お髪ぐし」

「しかもあの京極家のご子し息そく。あの方の周りだけいつも輝いて見えますわ」

「一度近くでお話しできたらと思いますけど、私ではとてもとても」

「そんな方と仲がよろしいなんて、さすが星野宮の桜子様ですわね」

　一人のご令嬢がそう言って、ニッコリ笑った。

　ぐふぉっ。

　違うの！　と言おうとしたけど、テーブルは私ほんにんそっちのけで盛もり上がる。

「……火消しはもう無理そうですね」

　前で食べていた由紀子さんが慌あわてる私に冷静に呟つぶやいた。

　彼女の言う通り、まき散らされた火種は燃え上がりもはや山火事レベルだ。『外そと堀ぼり埋うめ立て工事中』という赤いランプが頭の中で点てん滅めつする。

　やばい、これは死ぬ。

　かといって人の口に戸は立てられない。つまりはどうすることもできない。

「桜子様、人の噂も七十五日ですわ」

　私の顔が血の気を失った理由も分からないだろうに、留美さんはおっとり微笑んで慰なぐさめてくれる。由紀子さんが給食のプリンを黙だまってそっと私のほうに寄せてくれた。

　泣ける。

　そんな着実に私を追いつめる明確な『死』に顔を引きつらせながらふっと視線をズラせば、由紀子さん越しに他のテーブルにいた流と目が合った。

　ちょっと困ったように微笑まれる。

　うん？　と微かすかに首を傾かしげれば、流は、何でもない、という風に首を横に振った。

　え、なになに。







　学校終わりに隙すきを見み計はからって、廊ろう下かで流に声をかけてみた。

「流、さっき食堂でどうしたの？」

「あ、いや。んー、何か、申し訳ないことしたなって」

「え？」

「紫苑さんとのダンス、僕が断ったせいで踊ることになったでしょう。そのせいであんなことになって。今日も。ごめんね」

　流が珍めずらしく微笑まずに言う。

　確かにあの時流が踊ってくれていたら、京極紫苑と踊らずに済んだし、あんな暴挙もしなかったとは思う。でも、あれは私がしたことだ。そして原因はあの腹黒毒どく舌ぜつ王子。

　流は何にも悪くない。まぁ踊ってくれてもよかったのにぃ、とは思うけどね。

「流は悪くないわ。気にしないで。あの後助けてくれたもの」

「……うん、ごめんね」

「もう謝らないで。もし気が済まないなら、今週の日曜に私の家に来て遊びに付き合って。それでこのお話はお終しまいよ」

「うん、分かった。ふふ、チェスでコテンパンにされればいいの？」

「そうよ、今度こそ流を泣かすまでやるわ！」

「うーん難しいと思うな。負けて泣くのは桜子くらい……」

「泣かすわ！」

「あー、うんそう、だね？」

　流お得意の困ったような笑みに、私は満足して大きく頷うなずいた。

「じゃぁ桜子、また明日学校でね」

「えぇ、また明日。気をつけて」

　流とはそのまま別れて、それぞれ家の車で帰宅。

　部屋に入ってベッドに倒れ込むのと同時に、ふっと自然に最近のことが思い出された。

　あのパーティーのこと。京きよう紫むらさきのドレス。京極紫苑とのダンスや私の暴挙、啞あ然ぜんとしたエメラルドの瞳ひとみ。学校で広まる噂にお母様のはしゃぎよう。

　そして、

『星野宮家の令嬢たるもの、その全すべてを懸かけて星野宮繁はん栄えいの礎いしずえとなるよう、努つとめなさい』

　厳きびしい声が頭の中で響ひびく。

　一ひと筋すじの乱れもない髪かみと、ピッシリと着つけられたお着物。時代錯さく誤ごな輝かぐ夜や姫ひめ様のお言葉が最後に再生された。

　うーん、頑張ってたつもりだったけど、まだ甘かったかもしれない。このままじゃあ老ろう衰すいどころか、成人すら迎むかえられる気がしないもの。

　私はもっと頑張ることに決めた。
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　そんなこんなで、色々とあったものの、何とかたどり着いた学年末。

　由紀子さんと留美さんに、五年生でも同じクラスになりましょうね！　と手を握にぎって言えば、「たぶん同じになれますわ」と留美さんはおっとり微笑む。その横で、「離されることはないでしょうね」と由紀子さんが冷静に呟いた。

　確信の理由は聞いたら終わりな気がして、微笑むだけにしておく。

　もうこの際、クラスでボッチじゃなかったら、贔ひい屓きでも何でもいいわ。







　その後の春休みは、時間がたっぷりあった。

　何せ、初めてのパーティーで非常に苦い思いをした私。あの時の激しい怒りは収まったものの、いまだにあの正統派王子顔を思い浮かべるとムカつく。

　だから、「私にパーティーはやっぱりまだ早かったわ！」と両親にはごねにごねてパーティーはほとんど不参加に。参加したのも内輪の小さなもののみ。

　このくらいの我わが儘ままなら、悪役令嬢星野宮桜子に逸それてないよね？

　ビクビクしつつも、身内相手だし、時間があるのは学ぶ身としては大変有あり難がたいしで気にしないことにした。
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「背せ筋すじが曲まがってるっ」

　明子大おお叔お母ば様さまの叱しつ責せきが飛ぶ。慌ててピンっと姿勢を正す。

「左手が下がってるっ」

　お荷物を入れてたはずの風ふ呂ろ敷しきが飛んできた。あれ、中身は？

　一いつ瞬しゆん顔に覆いかぶさって慌てたけど、すぐに畳たたみに落ちた。

　舞う私の周りには既すでに投げられた扇せん子すやら、手て拭ぬぐいやらが散乱している。

「肩落としてっ」

　とうとう簪かんざしが飛んできた。

　あの乱れなきひっつめ髪から引き抜いたらしい。さすがにもう、投げる物はないよね。

　次ミスをしたら、あの身なりに厳しい明子大叔母様が帯おび紐ひもを外して帯留めを投げかねない。気をつけないと。

　私が日舞を始めてもう六年になる。

　光こう陰いん矢やの如ごとしとは言うけれど、きっと明子大叔母様にとっては長い月日だったに違いない。

　お琴ことに続いて日舞も明子大叔母様の根気が限界らしく、最近は物が飛ぶ回数が格段に増えた。時々目も血走っている。

　出来が悪い弟で子しで大変申し訳ない。

　そんなこんなでいつものひと習い、というかもはやひと戦いくさを終え、正座で向かい合う。

　ここは明子大叔母様の嫁とつぎ先の一室。

　彼女の家は流の家より規き模ぼは小さいものの、伝統的な日本家か屋おくなのだ。

「篠しの宮みやと島しま津づの対立にはお気をつけを。篠宮は星野宮の分家とはいえ、今は必要以上に近づかぬほうが賢けん明めいでしょう」

「はい、明子大叔母様」

「島津の親元、阿あ久く津つ家けにも注意が必要ですね。篠宮と島津の関係によってはうちと反目するでしょうから。ですが、阿久津の若君は桜子さんと同い年。お会いする機会もあるでしょう。その際は会話にくれぐれもお気をつけを。決して、隙すきを見せてはなりませんよ」

「えぇ、気をつけますね」

「とはいえ、怯おびえて機を逸いつしては本末転倒。常に星野宮家のためになる行動を、とお心がけなさい」

「精せい一いつ杯ぱい、努めますわ」

　明子大叔母様はその後、今まで教えた各家の関係をテストした。実際に社交で必要な内容だから頑張って頭に叩たたき込んでおいたし、余裕で合格。

　明子大叔母様も満足げ。よかったよかった。

「桜子さんと良りよう縁えんでなさそうな日舞はもう今日で終しまいにしましょう」との言葉を最後に今日のお稽けい古こは終了。私ってとことん和系がダメなのね。日本人じゃなかったりして。

　三月のまだ寒い気温に震ふるえつつ、迎えの車に乗り込む。

　ふぃー疲れた。

　バタンッと車の後部座席で横になりたい衝しよう動どうを我慢。誰だれがどこから見てるか分からないもの。

　あぁ、フルスモークにしたい。はぁ。

　やっぱり明子大叔母様のお稽古は、精神的に疲れるんだよね。あの良家ゴリ押しのお話さえなければいいのに。各家の情報はためになるし、立ち居振る舞いは見み惚とれるほど素す晴ばらしい。

　それにしても、旧桜子の中に明子大叔母様の記憶がなさすぎる。もう少し大叔母様に興味持ってあげようよ、旧桜子ちゃん。










　その後、家に帰ってからは、語学の勉強。

　英語はもうかなり身についてる。英語の先生にも、もう通訳なしで十分生活も仕事もできますよ、と太たい鼓こ判ばんを押された。

　だけど、続けないと忘れるのが語学。継続的な学習は必ひつ須すだ。

　フランス語も中々の出来。英語を身につけてると応用が利きく。まだ二年弱だけど、聞き取りは問題ない。話すのもつっかえたり発音が拙つたないけど何とか。

　あれ、結構桜子って地じ頭あたまいいかも！

　なーんて調子に乗りつつも、中国語は既につまずいてます。はぁ。

　書くのも読むのもよい。ただスピーキングが絶望的。

　だってピン音いんが！　ほんのちょっと違うだけで本当に通じない。難しすぎて禿はげそう。

　中国語で自信を失いかけた私は、お母様の勧すすめで、とうとうスペイン語にまで手を出した。

　ほら、やっぱり最初のほうは簡単だし、順調に進むから、その自信を中国語に還かん元げんしたいなって。

　その戦略は、日本人には優しいスペイン語の発音によって成功する。ほぼローマ字読みそのままなんて、その他の外国語と比べてなんて易やさしいんだ。

　だけれどやっぱり中国語は遅ち々ちとして進まない。でも、嘆なげいていても刺殺は免まぬがれないので、とことん努力。

　机に嚙かじりつき！

　語学以外にバイオリンもコンクールに向けて練習しなくちゃだし、一分一秒も惜しい。

　バイオリンはずっと賞も取り続けてきてるし、今更やめられない。コンクールなら分かりやすく評価を上げられるしね。

　あぁ、一日が四十八時間くらいにならないかな。夜中までやっても終わりが見えないわ。





[image: ]






　春休み中ちゆう盤ばん。

　部屋でフランス語の復習をしていたら、春兄様がチェス盤を抱かかえて入ってきた。春兄様ならいつでも大歓迎。

　よし、今日こそ勝たせていただきます。







「チェックメイト」

　春兄様が淡たん々たんと告げたその言葉に、思わず頰ほおを膨ふくらます。そんな私を見て春兄様はクスクスと楽しそうに笑った。

　スッとその手が私の頰に伸ばされる。ブボヒュッ。んんん！

「ふっ、はははは！」

　と心底楽しげな春兄様の笑い声が部屋に響いた。

「もう、酷ひどいわ春兄様！」

「つい、風船みたいに膨らむから好奇心がね」

「レディーの頰はつっつくものではありません」

「つい、真っ白な大福みたいだから触さわってみたくて」

「乙女の顔を大福にたとえるなんて！」

「うん、ごめんね。……クッ」

　春兄様は謝ってる割に、ずっと楽しげに笑っており、絶対に反省してない。

　私は唾だ液えきを霧きり状じように噴ふん射しやした恥ずかしさで、内心身み悶もだえてるというのに。

　まぁでも、無む邪じや気きに笑う春兄様の表情は『魔性の貴公子』には見えなくて、私は少し、ホッとしてしまうのだけど。

　そんなひと勝負終えた後は二人でのんびりティータイム。

　ん～私の好きなアールグレイ。ベルガモットっていい匂におい。特に春兄様が手ずから淹いれてくれたのだから、美お味いしさもひとしお。

　前の一人掛けソファーに座る春兄様を見ると、肘ひじ掛かけに軽く寄りかかって頰ほお杖づえをつきながら窓の外を見ている。

　新学期を迎えれば中等科に進学される春兄様は、私の通う白しろ金がね学がく園えんよりさらに偏へん差さ値ちの高いエリート私立校に通っており、そのまま初等科から中等科へ上がる。

　幼おさない頃から既に片へん鱗りんのあった妖あやしい美び貌ぼうは年々凄すごみを増してきていて、今、目の前にいる春兄様の容姿は限りなく、攻略対象『春』の星野宮春はる雪ゆきに近づいていっている。

　性格はというと……、正直分からない。私から見て春兄様は相変わらずお優しくて、歳としを重ねるごとに頼りになる部分がさらに増えてきた、気がする。

　時々物もの憂うげな表情をすることもあるけれど、思春期だと言えばそれまでだし、天才故ゆえと言われたら天才じゃない私には何も言えない。

　星野宮家の周りの家々が最近騒がしくなってきたのもあるのかな。私はまだそこまで詳細を教えられていないから、それも何とも言えないけど。

　それに何より、妹から見た性格と、他人から見た性格は違ってきちゃう気がするのだ。

　判断がつかない。

　そこまで取り留めもなく考えていた私へ、急に春兄様が視線を向けた。ん？

「ねぇ、桜子、最近どうしたの？」

「え？」

　唐とう突とつに投げかけられた質問の意味が分からず首を傾げる。

　そんな私を春兄様が真まっ直すぐ見据えた。

「最近、習い事や勉学にだいぶ根をつめてるでしょ。身体からだを壊こわさないかって、父さんも母さんも心配してるよ」

　突然降って湧わいた話題に目をぱちくり。

　口元は微笑んでるものの、春兄様の目が鋭するどい気がして、逃にげるように目を泳がせる。
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「そう、かなぁ？」

「バイオリンに茶さ華か道どう、大叔母様の教養系に語学も今は四つだっけ？」

「うん」

「好きなら辞やめろとは言わないよ。でもクマを作って心配させるのはよくないよね？」

「……」

　珍しく春兄様の語調が強め。不ふ機き嫌げん？

　というか睡眠を削けずってること、何でバレてるんだろう。夜は静かにしてるのに。

　それぞれ忙いそがしい家族と顔を合わせる時間はあんまり多くないから、疲れは見せないように気をつけてる。千せん里り眼がん？　魔性の貴公子の千里眼なの？

　動どう揺ようする私に春兄様は、小さくため息をついた。

「あのね、流くんが桜子は学校でもよく疲れた顔をしてるって前から心配してたよ。あまり寝れてないんじゃないかって相談してきたくらいにね」

　な、な、な、流──！！！　お前か！

　なーんで春兄様に言うの！　というか、いつ私の春兄様とそんなに親しくなったの！

「桜子、流くんは桜子を心配して教えてくれたんだよ」

　私の表情から何かを読み取った春兄様が言う。

「打算なく心配してくれる、家族以外の他人は貴き重ちようだよ。桜子はいい幼おさな馴な染じみを持ったよね」

　ぐっ。春兄様の言葉が私のダメダメな心に突き刺さる。

　確かに、流はいい人だ。いや、いい人なんて物足りない。素晴らしい紳士ジエントルマンだ。

　私が転んだ時、虫むしかごを壊しちゃった時、あのパーティーでも、いつも何かと「大丈夫？」って気き遣づかってくれて、私が困ってるとさりげなーくフォローしてくれる。

　愚ぐ痴ちを言いに突とつ撃げきしても嫌いやな顔せずちゃんと聞いてくれて、苦手なチェスもしてくれて、迷めい路ろも迷わないようについてきてくれて、私の我儘も困ったような笑顔で付き合ってくれる。完かん璧ぺきだ。

　たまにその天然さで私を窮きゆう地ちに陥おとしいれる以外は。

　改めて考えれば、私には勿もつ体たいないくらいの幼馴染み。そんな幼馴染みが心配してくれたのに腹を立てる私って、ほんとどこまでいっても悪役令嬢だ。

　落ち込む。

「そういうわけだから、心配してくれてる流くんのためにも無理はしないようにね」

「……うん、気をつけるわ」

　絶妙に流の名前を出されて、私は素直に頷うなずかざるを得なかった。

　狙ねらってませんよね、春兄様。

　チラッと春兄様を見れば、ん？　と優しく微笑みで見返される。

　うん、春兄様は今日もステキだし何でもいいや。







　その日の夕食後、さっきの話覚えてるよね？　と微笑みで伝えてくる春兄様にブンブン頷いて部屋に下がった。

　ベッドにダーイブ。食べた後は転がりたくなるんだよね～。

　今日、春兄様に言われたことを思い出す。

　確かに、最近ちょっとオーバーワーク気味だったかも。

　楽器はメインがバイオリンで、ピアノも少々。大叔母様による古文、短歌・和歌、マナー等々。語学は英語・フランス語・中国語に加え、スペイン語。それと学校の勉強も。

　さらに、各家との繫つながりや情報も、明子大叔母様に習っている。

　全ては評判を上げ、私に対する信頼を稼かせぐため。中学、高校とどんどん忙しくなるだろうし、時間のある小学生のうちに星野宮桜子のスペックを上げないといけないから。

　路上でひとりぼっち、惨みじめに野の垂たれ死じんだ旧わ桜た子し。

　計画が上う手まくいかなければ、今の私に待ってるのは、あの運命かもしれない。

　だから、この頑張りが刺殺エンドの回かい避ひにどれだけ貢こう献けんするのかは分からなくても、高校入学までにやれることは全てやり尽つくすって、もっと頑張るって、決めたんだ。

　でも、さすがに睡眠を短くするのはやりすぎた気もする。学校がある日中はとっても眠かったし、授業中意識が薄れることも何回かあったっけ。

　長生きしたいのに、身体を壊こわしたら本末転倒だよね。

　反省。

「……大丈夫よ」

　ポツリと呟いてみる。

　何かにつけて緊張したりパニックに陥おちいったりしやすい私に、流がよく掛ける魔法の言葉。

　けれど、一人には広すぎる部屋の中、声は響かずに消えてしまう。

　私以外、誰も私の恐怖を知らないのだ。あの流でさえ、知らないことは慰なぐさめようがない。

　つまりは誰も、助けてくれない。

　ここはアニメの世界で私は殺される運命の悪役令嬢なのよ、なんて誰にも言えない。

　あの星野宮家の令嬢の頭は狂っていると、酒の肴さかなにされるだけだ。チーズの代わりにワインと一緒に飲み込まれてしまう。

　あーあ、ひとりぼっちで死ぬのは怖いなー。死にたくないなー。

　今頑張ってることに意味がなかったら、どうしよう。

　でもどんなに辛つらくたって、親しい人、特に家族や流には絶対に知られたくない。みんなに不気味なものを見るような視線を向けられたら耐えられない。

「大丈夫」

　自分で言ってもあまり効果は感じられなかった。

　私の小さな紳士ジエントルマンは癒いやし効果も標準装備なのね。ふふふ。

　目め頭がしらが熱くなって、腕で押さえる。

　……はぁ。

　何だか気分が落ち込んだ。夜に考え込むのはよくないな。思考が悪あく循じゆん環かんを繰くり返す。

　さてさて、図太い私の特技は、いつでも、どこでも、どんな時でもグッスリ寝られること。

　三分後には夢の中。よし、明日も頑張ろう。
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　五年生になりました。

　クラスは二組。またまたまた由ゆ紀き子こさん達と同じクラス！　五年連続だ。

　ふふふ、もうこの際、学園側の配はい慮りよだとか贔ひい屓きだとか気にしないわ。どうせあと二年だし。

　ここまで来たら、来年もよろしくお願いします！
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「桜さくら子こ様は部活動には入られます？」

　昼食で留る美みさんが話題に出したのは五年生から始められる部活動。

　今日の給食のメイン、メバルの煮つけを食べながら、しばし考える。

　ここ、白しろ金がね学がく園えんでは設備が充実してるから、運動部も文化部もそこそこ盛さかんである。

　今の私的には、ワザワザ習うまではしないけど、少し新しいことも始めてみたいかな、なんて甘いことを考えている。

　真ま面じ目めに部活している皆みなさんごめんなさい。でもでも私は今スペック上げに死に物狂ぐるいだから、リフレッシュ的なものがほしいのだ。

「うーん、まだ悩んでるの。一応、見学はしてみるつもりだけれど。由紀子さんと留美さんはどうされるの？」

「私は桜子様とご一緒に見学して、いいのがあれば」

　由紀子さんはサラッと答えた。

　見学するんだ意外。いつもの由紀子さんから考えると、部活なんて一切興味なさそうなのに。……ってもしかしてご両親に私がやるなら、とか何か言われてます？

「あら、では私も一緒に見学してもよろしいですか？　園芸部に興味があるんですの」

　そうおっとり微笑ほほえんだ留美さんに頷うなずく。

「では、今日の放課後に見学というのはいかがかしら？」

　私が提案すれば、二人が頷いた。よし、決定！










　帰りのホームルームで、担任の先生から算数ドリルをクラス委員に提出してから帰るようにと言われた。

　犬と小さな猫のキャラクターが書かれた青いドリルは、西にし野の美み優ゆの時も使った憶おぼえが。白金学園みたいなお金持ち私立校に売り込むなんて、出版社頑張ってるなぁ。

　ちなみに旧桜子の時の記き憶おくはありません。あの子、勉強はどうなってたのかしら。

「いいんちょー、これよろしく」

「はい、委員長」

「ここでいい？　委員長」

　男子クラス委員長の机にドリルが積み上がっていく。しかもなぜか女子の副委員長にはみんな出さない。って副委員長帰っちゃってるし。

「うん、ありがとう。そこに置いておいて」

　でもそれを気にする素そ振ぶりも見せずに、優しい微笑みで頷いている委員長。

　というか、流ながれ。

　今年はとうとう同じクラスになれたのだ！

　とはいっても目立ちたくない流と星ほし野の宮みや家けの私では相性が悪いので、教室ではほとんど話さないようにしているけれど。

　そんな流は去年あたりから、委員長キャラとして周囲に認知されているらしい。係決めの時、友人からの推すい薦せんでクラス委員に着任。

　委員長の必ひつ須すアイテムな眼鏡めがねはかけてないのにね。

　まぁ、非公式だけど我儘悪役令嬢わたしと親しくできるくらい度量があって、面倒見もいいから、適任だとは思います。

　あれ、言ってて涙が。

「委員長また明日ねー！」

　先に帰っていく友人を、軽く手を振って見送る流。いや友人くん、待ってあげてよ。

「桜子様」

　カバンを持って準備万ばん端たんな由紀子さんと留美さんが、私の席まで来た。

　桜子様の分一緒に出しますわね、と留美さんが私のドリルを出しに行ってくれる。

　私がカバンに荷物を詰つめるのが遅いから、二人とも待ってくれたわけだけど。

　ふっと流のほうへ視線を移せば、彼は特に気にした様子もなく、ドリルを整えている。

　……このクラスは三十五人。

「由紀子さん、留美さん、実は私、職員室に用事があるの。先に見学していてくれる？」

「そうですか。では職員室の前で待っています」

「あちらではお邪じや魔まになるわ。私が見学したいのは、料理・美術・写真部だけなの。でも留美さんは園芸部にもご興味があるでしょう。先に見ていらして？」

　私がそう言えば、そのほうが効こう率りつ的てきですね、と由紀子さんは頷いて、ありがとうございます、と留美さんが微笑んだ。そのまま二人は教室から出て先に行く。

　その背中を見送った後の教室に残っている生徒はいない。みんな部活見学やら習い事やらで忙いそがしいもんね。私達のグループが最後だったし。

　ただ一人、委員長こと流がドリルを数えてるだけだ。

「いいんちょー」

　呼びかければ流は顔を上げた。

　あれ？　と軽くぱちくりする目に、ふふふ、と思わず忍しのび笑い。

「あぁ、何だ桜子か。委員長なんて呼ぶから誰かと思ったよ」

「気分よ気分」

「ふーん、まぁ別にいいけど」

「数合っていた？」

「うん？　あぁ、うん大丈夫」

　ちゃんと三十五部あるよ、とのこと。

「半分持つわ」

　そう言って上から十七部を持てば、流が少し驚いた表情で首を傾げる。

「あれ、部活見学に行くってお昼に話してたの、耳にしたけど」

「職員室に用事があるの。だからついでに運ぶわ。ついでに」

「ふーん」

「私は女で非力だから、流が十八部ね」

「んー、僕、桜子に腕うで相撲ずもうでまだ一回も勝ったことないよ」

「……流は委員長なんだから十八部」

「ふふ、うん」

　流が楽しそうにクスクス笑った。

　二人でカバンを肩にかけ、ドリルを持ちながら並んで廊ろう下かを歩く。

「今度は女子の副委員長に手伝ってもらったらいかが。流は働きすぎよ」

「ん～、彼女、今日はお花のお稽けい古こらしいから」

「それとこれとは別でしょう」

「うーん、まぁ、でも華か道どうは着つけがあるからね。時間かかるだろうし」

「流には関係ないわ」

「そうだね、でも非力な桜子が手伝ってくれてるし。非力な桜子が」

「……」

「わっ。歩きながら僕の上に追加するのはダメだよ。落としちゃうよ？」

「少しの追加で落とすなんて流は軟なん弱じやくだわ」

「僕じゃなくて桜子がね。父の盆ぼん栽さい移動を手伝って、落として割ったの覚えてる？」

「……」

　頭に浮かぶ、二年前のあの光景。

　大事に手間をかけて育てられた松の鉢はちが、ベシャリと地面に落ちた。

　あの省しよう吾ごおじ様の立りつ派ぱな鉢が！

　血の気が引いたあの瞬しゆん間かんは、今でもたまに悪あく夢むで見る。

　あの後大泣きでひたすら謝り倒した。省吾おじ様は気にしなくて大丈夫だよ、と大らかに笑ってくださってたけど。

　あれから二度と盆栽には近づいてない。

　……。

「ドリルは割れないわ」

「そうだね。父も全然気にしてないから、そんな顔しなくても」

「……割れないもん。落とさないもん」

「いやいやいや、桜子。僕が悪かったから泣かないで。ほら落ち着いて落ち着いて」

　流は器用にドリルを片手で抱かかえて、ぽんぽんと私の背中を叩たたく。ほら落ち着く～、落ち着いてきた～と雑な呪じゆ文もん付きで。

　あの、年々私を宥なだめるの適当になってませんか。まぁ何だかんだ言う通りに落ち着くんだけど。

　我われながら単純さに戦せん慄りつする。

　そんなこんなで職員室に運び終えて、私はそのまま用事を済ますからと残り、習い事があるらしい流とはそこでバイバイ。

「あら、お休みした日の身体測定の取り直しね。そのお話は明日でもよかったのに。ワザワザ来てくれたのね」

「済ませられることはすぐに済ませたいタイプなので」

　担任の先生はそう？　と言いながら教えてくれた。測定は来週の放課後か。

　一応ダイエットしようかな。







　その後は由紀子さん達と合流して部活見学。それはもうスムーズに進み、つつがなく終わった。見学を希望してた文化部の行く先々で硬い顔をした部員の方が、それはもう懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してくれたお陰かげだ。

『星野宮の!?』

　と私が顔を出す度に、驚きの声が上がったけど。

　あの、もう少し雑に扱あつかってくれてもいいんですのよ？　何でそんなにビクビクしていらっしゃるの？

　あまり関かかわったことのない先輩方の過か剰じような対応に首を傾げる。

　由紀子さんに聞いてみれば、文化部の中でも大人しい方たちですから……、と若じやつ干かん視線を逸そらしながら言われた。

　料理部に私が足を踏ふみ入れた瞬間、目を見開いた先輩の手からフライパンが床に落ちた。確か星野宮ウチと取引のある家の令嬢だわ。

　……部活はもう少し考えよう。無理やり始めることでもないしね、うん。
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　さて、そんなことよりも何よりも、実は私には五年も温めている密ひそかな計画があった。温めすぎてそろそろカビが生はえそうだし、早めに始めないと上う手まくいかなそうだしで、今年を決行の年にしようと決めている。

　早くしないと、あっという間に小学校卒業しちゃうもの。

「お母様」

　私はリビングで優ゆう雅がにハンカチに刺し繡しゆうをされている、お母様の元へ向かった。

「あら、桜子さん、何かしら？」

　手元から目を上げて私を見るお母様に私は心の中で気合を入れる。

「私、英語が話せるようになったの」

「えぇ、先生から聞いてるわ。よく頑張ってるわね」

「フランス語も中国語だって話せるのよ。そのうちスペイン語だってマスターするわ」

「そう、優秀な娘むすめを持ってお母様幸せだわ。この前のバイオリンのコンクールでも、一番だったものね？」

　お母様はニコニコ上じよう機き嫌げん。私に甘いお母様。そして私は我わが儘まま娘むすめ。いざその役割を全うしようではないか。

「だからご褒ほう美びがほしいの」

「ご褒美？」

「えぇ、頑張ってる桜子にご褒美をちょうだい。ねぇ、だめ？　お母様ぁ」

　お母様のお腹なからへんに抱だきついて上うわ目め遣づかい。我ながらあざとい仕草。

「あらあらあら、桜子さんはいつまで経たっても甘えん坊ね。いいわ、ご褒美ね。何がよろしいのかしら？　新しい服？　それともアクセサリーがいいかしら」

「ありがとうお母様！　優しいお母様の娘で私とっても幸せね」

　大おお袈げ裟さなくらい喜べば、そんな私を見てお母様もニッコリと微笑んだ。もちろん心底嬉うれしいのは本当。お母様の娘で幸せなのも本当。

　だって私、お母様が大好きだ。

　なんてことは置いておいて。お母様が心変わりしないうちに本題へ入る。

「お母様、私、ここに通いたいの」

　タンっ、とお母様の前のテーブルにそのＡ４の紙を置いた。

　お母様の視線が注そそがれる。

「……」

「……」

「……お願ぁい、お母様」

　お母様がその紙から視線を上げた。唇くちびるが微かすかに震ふるえてる。何やら恐おそろしいものを目にしたかのような面おも持もち。

　そんなに衝しよう撃げき的てきだったかしら。

　とテーブルの上の紙を確認するも、そこには眺ながめすぎてゲシュタルト崩ほう壊かいしそうなくらいのチラシ、をスマートフォンのカメラで写しＡ４の紙に印刷したもの。

　【道場生募ぼ集しゆう。剣道に興味がある者は下記まで連絡するべし。来きたれ若き青少年よ！　０×０－３５◯◯－◇△◯◯】

　達筆とは言い難がたいながら中々勢いのある毛筆で書かれたそのチラシは、たまたま車の窓から見かけたもの。写真を撮とったのはもう半年前だ。

　五年前から武道は絶対に習おうって決めてたんだよね。

　何せ私は刺殺エンドの女。もしもの時、ナイフ相手でも生き残れる可能性があったほうがいい。

　でも、いきなり素す手ででの殴なぐり合いはちょっと怖いから、とりあえず武器有りの剣道を習ってみてから考えようかなって。上う手まくいけば雨あま傘がさ一本で何とかなるかもしれないしね。

「桜子さん、あなたこれは……」

「私、剣道を習いたいの。ここに通わせて？」

「け、剣道!?　ダメよ、危ないわ。怪け我がをしたらどうするの？」

「お母様、私は星野宮家の長女です。身代金目的の誘ゆう拐かいや強ごう盗とう、何に遭あうか分かりませんわ。護ご身しんの術くらい身につけなければ」

「それならボディーガードを雇やといます！」

「お母様、桜子は少しでもいいから、自分の身は自分で守れるようになりたいの」

「ダメよ！」

　お母様は頑かたくなだった。

　何度言っても、お母様は聞く耳を持たない。結局意見は平行線のまま。

　その後、帰ってきたお父様にもおねだりしてみたが、うーん、と考え、お母様の一ひと睨にらみで自室へ退散していった。お父様……。

　どうやら星野宮の令嬢が道場へ通うのは、想像以上に難しいらしい。

　だけれど私は悪役令嬢、星野宮桜子である。私が黒と言えば白も黒に染そまるのだ。だから私がやると言えば絶対にやる。どんな手を使っても。

　なので、手っ取り早くハンストを起こすことにした。







「私、剣道を習わせてもらえるまで、水以外何も口にしないわ！」

　次の日の朝食の席でそう高らかに宣せん言げんすれば、固まる三対の目が私に注そそがれる。

　お母様はナイフを床に取り落とした。慌あわてて拾いにくるお手伝いさん。

「だから、通う許可をくれるまで私の分の食事は作らないよう、料理人さんに言っておいてね。では、学校に行って参りますわ」

　私はカバンを持って食堂を後にする。後ろから私の名を呼ぶお母様の声がしたけど、聞こえないふり。

　無視してごめんなさい、お母様。でも今戻ると美お味いしそうな朝食の誘ゆう惑わくがっ。今日はポーチドエッグとほうれん草のソテー、人にん参じんのグラッセとクロワッサン。

　クロワッサン……私が一番好きなパンなのに！

　でも戻るわけにはいかない。私は絶対に絶対に武道を習うのだ。

　こればっかりは、本当に命が懸かかってるから、譲ゆずれない。







　その日のお昼休み。

「……っ！」

　もうすでにキツい。

　授業中はお腹が鳴るため、腹部を家から持ってきたスポーツタオルで覆おおった。

　多少は音が緩かん和わされたと思いたい。

「桜子様、食堂へ参りましょう」

　由紀子さんと留美さんが席に来た。そんな彼女達に私は力なく微笑む。

「実は食欲がなくて……。あまり食べ物の匂においを嗅かぎたくないの」

「まぁ、大丈夫ですの？　桜子様」

「保健室に行きますか？」

　驚いた顔の後で心配そうに声をかけてくれる二人に、私は首を横に振る。

「いえ、身体のほうは特に平気よ。だから図書室へ本を読みに行こうと思ってるの。お二人は気にせず食堂へ行ってらして」

「ですが……」

「ご心配ありがとう。でも、大丈夫よ」
















　私はそう言って二人をさぁさぁと送り出す。その後で自分も教室から出た。

　その際、反対側の扉の付近で友人といた流と視線が合ったけど、お互い何も言わない。ここは学校だから。

　詳くわしくは知らないけれど、色々な面倒事が進みつつあるらしい最近では、社交が目的のパーティーの時ですら、挨あい拶さつを交かわしてほんの少し話すのに留めている。

　私達は何か特別なことがない限り、人前で個人的な会話はほとんどしないのだ。

　流から視線を外はずして、図書室へ向かった。

　実は私、一年生の時の図書室見学以来、一度も訪れていない。

　何せ私は星野宮家の令嬢だ。

　ほしい本はいくらでも買えるし、家に図書室よりは小さいけど、立派な書庫がある。

　でも、久しぶりに来てみた図書室は記き憶おくの中よりも立派だった。あの時はさらっと見ただけだったからかな。

　さすがはお金持ち私立校の設備。種類が豊富で、古いのから最新のまでズラッとある。昼食の時間だから人は司書の方がいらっしゃるだけ。彼女も奥の部屋で昼食を摂とるから、何かあれば呼ぶようにとのこと。

　ちなみに、旧桜子の時は本どころか教科書すら手にした記憶がない。

　一方、西にし野の美み優ゆは頭はよくないけど、本は好きだった。純文学から漫まん画がまで、おおよそ活字が載っているものは全て好き。一時、慣用句辞典を黙もく々もくと読んでた時は、お母さんに温泉に連れてかれたっけ。

　そして新わ桜た子しはそれが混ざったのか、本がなくちゃ生きていけない、とまではいかないけど、読む必要のある本は抵てい抗こうなく手にできる。時間があればもっと読みたいくらいだ。でも中々に忙しくて、後回しになっちゃってる。

　本棚の間を少しウキウキとした気分で歩きつつ、適当に一冊手に取って席に座った。

『人間失格　太だ宰ざい治おさむ著』

　なぜこれにした、と自分でも思う。

　でもでもお恥はずかしながら、実はまだ読んだことがないのだ。誰でも知ってる作家の、最も有名な作品の一つなのだけれど、たまたまうちの書庫になかったから読んでない。

　これは星野宮の令嬢としてちょっとね。せっかくだからこの機会に、と思ったのです。

　ページを開く。

　チッチッチッチッ、と時計の音。ぐう～キュルキュギュゥ～、とお腹の音。

　……集中できない。

　もう何より、本当にお腹空いた。

　前世二回と今世、合計三回の人生で初めてのハンスト。よもやこんなにキツイとは。

　我慢我慢我慢我慢。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ南無阿弥陀……じゅげむじゅげむごこうのすりきれかいじゃりすい、かいじゃりすい……南な無む妙みよう法ほう蓮れん華げ経きよう南無妙法蓮華経南無妙法蓮……お腹！　空いた！







　そうして何とかたどり着いた放課後。もうお腹空きすぎて音も鳴りません。

　醜しゆう態たいだけは晒さらさないように、ピシリッと姿勢を正してはいた。半分意識が飛んでたけど。あぁ、午後は何の授業だったかしら。

　それでも何とか、みなさん御ご機き嫌げんよう、とお別れを言って迎えの車に乗り込んだ。

　ふうふうふうふう、とお腹を押さえて車の中で蹲うずくまる。心配して慌てて声をかけてくる運転手さんに大丈夫よ眠いだけ、と制して家まで行ってもらう。

　そのまま自室にヨロヨロと転がり込んだ。

　もう、寝よう。そうしよう。

　その夜、お母様が食事だと呼びに来たけど、絶食中だからと断った。

　お母様は慌てて何とか私を説得しようとしたけど、決意は固いのだ。

　結局諦あきらめて部屋から出て行った。その背中をボンヤリと眺めつつ、またベッドに潜り込む。

　夢の中ならお腹も空かないしね。







　ハンスト二日目。

　ベッドの上で身を起こした瞬しゆん間かん、くらっと貧ひん血けつを起こした。

　パタリとベッドに沈む。七桁高級マットレスが私を優しく包んでくれた。

　泣ける。

　少し目を瞑つむり休んで、何とかヨロヨロと起き上がり、制服に着替える。お年寄りも真まっ青さおな超低速運動で。

　白金学園の制服はそこそこ可か愛わいいブレザータイプだから、シャツの上にさらにジャケットを羽は織おらないといけない。これがセーラーだったら被かぶるだけで済むのになぁ。一枚の手間の多さが今日は身に重くのしかかるよ。










「おはようございます、お父様、春兄様、お母様」

　食堂に入った瞬間、根性全開でピシリッと挨拶をする。

　既すでに席についていた家族三人が一いつ斉せいにこっちを向いて微笑む。

　え、何、怖い。

「おはよう桜子さん。今日の朝食は桜子さんの好きなブルーベリーマフィンよ」

「桜子、スクランブルエッグもあるよ」

　お母様とお父様の先制連れん携けい攻こう撃げき。

　うっ、でも負けないわ！　私を誰だとお思い？　星野宮家長女、星野宮さ……

「桜子、一緒に苺食べない？」

　春兄様が妖よう艶えんに微笑んだ。

　人の欲望を簡単に搔かきたてる艶つややかな魅み惑わくの微笑み。グラグラグラッと私の精神が根本から揺ゆらぐ音がする。

　これが、魔ま性しようの貴き公こう子しの真しん髄ずいッ……！

　攻略キャラの魅力に、もはや私の精神は陥かん落らく寸前。

　苺と春兄様苺と春兄様苺と春兄様といち……

『娘ムスメノ仇カタキダ』

　狂ったように嗤わらう男の声が耳の奥に鋭するどく響ひびいた。ビクリッと身体が震ふるえる。

「桜子？」

　その声にハッと視線を向ければ、春兄様がこっちを不ふ思し議ぎそうに見ている。いけない、いけない。

「こほん、私は剣道を習うことが叶かなうまで食事はしません。絶対に譲れないわ！」

「その理由は何、桜子」

　春兄様が微笑みを仕舞って、静かに問う。

　もしかしたら私の我儘に少し怒ってるのかもしれない。周りから見れば、これは桜子の単なる我儘、癇かん癪しやくにしか見えないだろう。

　でも、譲れない。

「どうしても習いたいの。どうしても」

　理由は私がやりたいから、とキッパリと宣言して、行って参ります、と挨拶をし、車に向かった。

　何か原作みたいな我儘令嬢の道に逸それてきた気がするんだけど、どうしよう。







　学校についても地じ獄ごくは続く。

　もう、本当に頭が回らない。授業は右から左へビュンビュン流れていく。まぁ小学五年生の授業で、私は三度目。アドバンテージはかなりあるし、聞かなくてもテストは大丈夫だけど。

　でも、今は椅い子すにお淑しとやかな体勢を保って座ってるのすら辛つらい。見た目ゆったりと座っていても、結構力を使うのだ。

　世のご令嬢を敬え男子達。

　根性で乗り切っていれば、ようやく来ましたお昼休み。いや食べられないんだけど、少なくとも一人になれれば休める！

「桜子様、お顔の色が真っ白ですわ」

「大丈夫ですか？　保健室に行かれたほうが……」

　由紀子さんと留美さんが来て何やかんやと心配してくれる。そんなに顔色悪いかな？　お腹空きすぎて貧血気味なこと以外は至って健康。

「いえ、大丈夫よ。でもまだ食事の匂いは少し辛いの。今日も図書室に行ってるわね」

「ですが桜子様……」

「大丈夫よ。顔色が薄いのは元々だもの」

　ニッコリ笑ってスッと立ち上がる。

　大丈夫、私は星野宮家長女、星野宮桜子なんだから。こんなところで、無ぶ様ざまな姿は見せなくってよ！

　棟とうが違う図書室に移動する。みんな食堂に行っているから、人影もなく静かで落ち着くなぁ。学校ではいつも周りの目があるから、中々気が抜けない。

　流とも、あまり話せないし。

　低学年の頃は草食動物な流くんが常磐ときわ家けなのに格段に注目されない平へい凡ぼんな少年だったこともあって（失礼だけど）、あまり気にせず話せていた。

　でもやっぱり、どうしたって、流は常磐家の分家筆頭跡あと取とりなのだ。学年が上がるごとに身軽ではなくなっていく。

　しかも最近じゃ、常磐本家の跡取りを差し置いて、分家筆頭跡取りの流が星野宮のご令嬢と仲良くするのは分家らへんが色々五う月る蠅さいみたい。

　ただの幼馴染みだとしても。

　普段から常磐本家と分家の板いた挟ばさみで大変な流に、それ以上の面倒をかけたくはない。流にも分家筆頭跡取りとしての責任感がある。

　だから相談せずとも学校では、二人で話さないのが自然になったんだよね。

　別にいいけどさ。由紀子さんも留美さんもいるから寂さびしくなんてないし。必要な時は普通に話すし、お互いちょっとしたフォローもする。主おもに流が。

　図書室について『人間失格』の続きを読もうとした。でも、最初のほうすら全然頭に入ってなかったからもう一度最初から。

　ぐうぅぅぅぅ、と席についた瞬間お腹が鳴った。

　あぁ、お腹と背中がくっつきそう。じゅげむじゅげむじゅげむ……と心の中で唱えていればいつの間にか戻らないといけない時間に。あれ、時間の感覚が。

　本を閉じて立ち上がる。

　私が『人間失格』を読み終える日は来ないかもしれない。







　放課後、別れの挨拶をして教室を出た。

　世界が何だか揺れている気がするんだけど、地じ震しん？　震度三くらいかな。どこかで電気鰻うなぎが踊っているのかもしれない。鰻と言えば蒲かば焼やき。じゅるっ。でも実は私、東京生まれ東京育ちなのに、鰻料理は名古屋名物櫃ひつまぶしが一番好きなんだよね～。前に名古屋の名家にお父様のご用事で訪れた時に一度食べて虜とりこに。あのだし汁が恋しい。

　……ってあれ、揺れが激しくなってる？

　流はちゃんと帰れたかしら。

「桜子様っ!?」

　キャアッと小さな悲鳴が聞こえた。

　ハッと気づけば、廊下の隅すみで座り込んでいた。というかあれ、ここはどこの廊下？

「さ、桜子様……大丈夫、ですか？」

　駆かけ寄ってきた足音と、どこか怯おびえた様子の声色。重たい顔を上げれば、目の前には最近よく見るようになった顔。

　えっとこの子は確か、

「杉すぎ村むらさん……？」

　何でここに？

　私が名前を呼べば一瞬ピクリと動く肩と、揺れる気弱そうな瞳ひとみ。

　今年から同じクラスになった杉村智とも子こさんだ。

　大人しくて、いつも大きなグループの中にひっそりといる感じの子。ピアノが好きらしく、バイオリンを弾ひく私は何度か音楽の話をしたことがある。話している最中よくビクッと怯えていたのが印象深い。

　そんな大人しい彼女は相変わらずビクビクしながらも、意を決したようにそろぉっと手を私の背に当てる。

「……たまたま桜子様がうずくまるのが見えて。大丈夫ですか？　先生を呼んで」

「いえ、大丈夫。その必要はないわ」

　慌てて言葉を遮さえぎる。わざわざ呼ばれたら大事になるし、何より家族にバレる。

　朝食の席であんなにご飯を突っぱねてきて！

「でも……」

　杉村さんが困ったような顔をする。

　そうだよね、困るよね。今日は最近特に力を入れてるピアノのお稽けい古この日だって言ってたもんね。でも星野宮の令嬢に逆らうわけにもいかない、という板挟み。ごめんなさい。

「大丈夫よ、少し休めば歩けるから。ピアノのお稽古にお行きになって」

「いえ、そんなわけには！」

　気を遣ってみたけれど、やっぱり否ひ定ていされた。ですよねー。

　前に話した印象では、杉村さんはちょっと気が弱すぎるところはあるけど、優しくていい子だ。負けん気の強すぎる私としては、可愛いなぁ、と思った覚えがある。

　そんな杉村さんが、体調が悪そうな人を置いていけるわけがないよね。私じゃなくとも。

　うーん、どうしようかな。

「星野宮さん、と杉村さん？」

「あ……委員長」

　急に聞こえた声に、杉村さんが背後を振り返って声を上げた。

「どうしたの？　こんなところで」

「あの、桜子様が体調がお悪いみたいで……」

「星野宮さんが？」

　コツコツと足音。

　しゃがみ込む私と隣の杉村さんの前にスッと腰こしを落とす委員長、流。

　薄茶の瞳が私を覗のぞき込んだ。学校内でこんなに近づくのは久しぶり。

「大丈夫？　星野宮さん」

「……えぇ。少し休めば帰れるわ」

「そう？」

　流は、ちょっと失礼、と右手を私の額ひたいに当てた。熱はないね、と頷いている。

「軽い、貧血ですの。杉村さん、お気にせずピアノへ」

「いえでも……」

「ピアノ？」

「あ……えっと」

「杉村さんは今日、お力を入れていらっしゃるピアノのお稽古なの」

「あぁ、なるほど」

　流は頷くと杉村さんを見た。少したじろぐ杉村さん。

　いかにも草食動物的見た目の流にもオドオドするって、杉村さん大丈夫かな。

「じゃあ、僕が星野宮さんについてるよ。そうしたら杉村さんはピアノに行けるでしょう」

「え！　いえ、そんなわけには……」

「大丈夫よ、杉村さん」

　私は若干よくなってきたと伝え、杉村さんを半分無理やり行かせる。彼女は迷っていたけど、流が委員長らしく後押ししたのが大きかった。何この人望の差。

「さて、と」

　流が私を見た。

「桜子」

「なに？」

「口開けて」

「え？」

　急な指示に戸と惑まどう。

　え、喉のどの赤さとか見るの？　でもね、風か邪ぜじゃないの。

「いいから。ほら、あーん」

「……あーん」

　……。

「んむ……!?」

　回らない頭で従えば、開いた口に何かを押し込まれた。

「はい、嚙かんで嚙んで」

　吐き出すわけにもいかないから、大人しく嚙む。

　ん！　甘い！　美お味いしいっっ！　え、これ何？　クッキー？

「美味しい？」

　流に聞かれて、心のままにブンブン首を縦に振る。

　とっても美味しい！

　そんな私に、よかった、と流が頷いた。その目は微み塵じんも笑っていない。

　私はなぜか、今すぐに逃げ帰りたくなった。

　ってあぁ、まだ歩けない！







「歩ける？　桜子」

　クッキーを飲み込み、手渡されたペットボトルのお茶を飲んで、一息ついたところでそう聞かれた。

　ん？　何でペットボトルのお茶？

「う、ん。たぶん、大丈夫よ」

「そう。ゆっくり立って」

　単純な私の身体は流のクッキーにより急速に回復。恐おそろしいほど丈夫だ。流に支えられながら、ゆっくり立つ。

「保健室がいい？　それともこのまま星野宮の車？」

「車がいい」

「そう」

　そのまま流は私の鞄かばんと自分の鞄を肩かたに掛け、私の腕を摑つかんで支えながら歩き出した。

　私も多少流に寄りかかりながら、まだ重い身体をヨタヨタと引きずって歩く。

「……」

「……流、あのクッキーは？」

「料理部からもらってきた」

「……お茶も？」

「そう」

「……」

「……」

　う、気まずい。流がそっけない。

　私も頭が回らないから話題を思いつかない。

　いや、どうして料理部からクッキーとお茶をもらってきたの？　とかはあるけどね。でも答えてくれる気がしないのは気のせい？

　気まずい時に限って、中々車へは着かない。

　……まぁ私のせいだけど！　ヨタヨタと亀かめ足あしな私に合わせてるからだけど！

　かといって、流に歩けないから背負って～なんて頼めない。何たって腕うで相撲ずもうでは私のほうが強いし、そんなことより何よりも、私のほうが、体重がある。

　身長はほぼ一緒なのに。

「桜子」

　急に呼ばれて、考えていたことがいたことなだけに、ビクッッッッとなった。

　流は私の反応に、チラッと私を見ただけで済ます。

「え、と、なぁに流」

「食事を摂ってないんだってね」

「ん、えぇ～っと、食欲が」

「春雪さんから聞いた」

　ぐふっ。これはダメなやつだ。

「うーんと、それは」

「剣道を習いたいんだって？」

「え、あ、うん」

「何で？」

「えっと、ん～」

「噓うそはなしね」

　矢や継つぎ早ばやに繰り出される流の言葉に回らない頭が追いつかない。食事って大事なんだ、と身に染みて感じる。

「興味があったのと、身を守れるようになりたいから」

「身を？」

「そうよ。えと、私達ってお金持ちの子供だし、何があるか分からないじゃない？」

　婚こん約やく破は棄きとか没ぼつ落らくとか刺殺とかね。

「だから、少しでも生き延のびる術すべがほしいの」

「生き延びるって……ボディーガードを雇やとうとかはダメなの？」

「居ない時に何かあったらどうしようもないもの。一秒も離れないのは無理だし、私が嫌だわ」

「うーん、何か映画とか見た？」

　前世の記憶かな、なーんて答えた日には、流と二度と遊べないと思ったほうがよいだろう。

「えぇ、そんなとこよ。とにかく、習いたいの！」

「ふーん、なるほどね」

　玄関が見えた！　もう既に下校ラッシュを終えて、誰もいない。あとちょっと！

　考えている流の横で、座って靴を履はき替える。流は立ったままで履き替えている。

　ヨタヨタおばあさんな私より流のほうが早いけど、流は急せかさず待っていてくれる。履き替えたのを見計らって差し出された手を取って、立ち上がった。

「ありがとう」

「いいよ、それよりも桜子」

「なぁに？」

　流がさっきの廊下から一回も笑っていないこと、私が気づかないわけがない。左目元をピクリと震わせながらの作り笑いすらもない。

「僕は、桜子のやり方は間違ってると思う」

　いつも人当たり柔らかな流が、珍めずらしくキッパリと言い切った。

「間違ってる？」

「うん。ハンガーストライキみたいな自分の身体を傷つけるやり方で、要求を通そうとするのはよくない」

「でも、私だって譲れないもの」

「分かってるよ」

　流は頷いた。桜子がどうしても習いたいって気持ちは分かってる、と。

　好きでハンストしてるわけじゃないわ、と私は唇を尖とがらせた。

　そんな私に流は少し眉まゆ根ねを寄せて、困ったような表情をした。いつもの微笑みなしに。

「あのね、桜子が食事をしないって言ってから、ご両親はとっても心配してるよ。春雪さんも。さっきの杉村さんだってオロオロしてた」

「でも、」

「桜子のことを大切に思ってる人が悲しむような方法が間違ってないって、桜子は本当に思ってるの？」

「だってぇ……」

「春雪さんから聞いてたから、さっきは慌てずに対処できたけど。でも知らずにあの時の桜子を見たら僕は取り乱すだろうし、死ぬほど心配すると思うよ。反対側の立場だったら桜子もそうなるでしょう？」

「……」

　想像してみた。

　一日中顔色の悪い流。いきなり廊下にしゃがみ込む流。その意識は危あやうい。

「泣き喚わめくわ」

「……うん、桜子ならそうだろうね」

「確かに私は間違ってた、かもしれない。でも、他に方法が思いつかなかったんだもの」

「何でそういう時に限って僕に相談しないの」

「家の中のことだから迷めい惑わくかけるのもって思ったの。気き遣づかいよ！」

「今まさにかけてるのに？」

「うっ」

「とにかく、こういう危ないことはもう止やめてね。階段とかで倒れたらどうするの」

「ぐっ！」

　あまりの正論に何も言えない私に、流は小さくため息をつく。

「とにかく、その剣道のことは春雪さんが何とかしてみてくれるみたいだから。今日はちゃんと食事を摂ってね」

「……うん」

　って、え？

「何とかなるの!?」

　目の前の流に勢いよく飛びつく。流は、倒れるから危ないよ、と制してくるけどそんなこと今はどうでもいい。

「本当に？　剣道習えるの？」

「うーん、まぁ、たぶん」

「たぶんって！」

「そうだね、習える、と思うよ」

「どっちよ！」

　勢い込む私を、流は落ち着いてとゆっくり引き剝はがして、体勢を立て直す。

「とにかく善処してくれるみたいだよ。だから、もう二度とこういうやり方はしないって、約束して」

「ええ、もちろんよ！　もうしないわ！　約束する！」

　ふふふふふ～剣道が習えるなら何でもいいわ！　というか、私だってもうこんな辛いこと二度とやりたくない。天国が見えるかと思った。あ、いや地獄か。

　上機嫌で鼻歌を歌いだした私に対して、流は隣で五歳くらい老ふけたように見えた。

　でも流は小学生だし、多少老けたって構わないでしょう。ええ、そうでしょう。

　テンションが上がった私は走り出そうとして、まだ身体がついて行かず転びかけたのを流に助けられ、付き添われて車に乗り込んだ。

　また明日ね、流！

　それにしても剣道の件、春兄様はどうなさるおつもりだろう？










　その日の夕食、流との約束通りに私がブイヤベースを食べる姿を、両親は食い入るように見つめ、一口食べたらほうっと息をついて二人も食べ始める。ご心配をおかけしました。

　その様子を春兄様は微笑んで見ていた。

　そしてその後、

「静しず香かと話し合ったんだけどね。どうしても習いたいみたいだし、構わないよ」

　と少し疲れたような顔をしたお父様に言われた。

　やったぁっ！

　その後ろのお母様はすこし不機嫌そうだけど、まぁ仕方ない、という感じみたい。

「我儘を言ってごめんなさい！　お父様お母様大好きよ！」

　二人に大喜びで抱だきついてお礼を言った。







　その後、春兄様の部屋を訪ねて事の仔し細さいを聞いてみた。

「心配で流くんに連絡を取ってたんだ。どこかで倒れるといけないからね」

「そうだったんだ」

「うん、であまりにも真剣だから僕が道場を調べてね。で、流くんから省しよう吾ごさんの口添えをもらってという感じかな」

「流が!?　それと省吾おじ様の？　なぜ？」

「うん？　まぁそれは色々だよ」

　春兄様が笑った。え、何？

　おやすみ桜子、と春兄様は美しく微笑んだ。おやすみなさい春兄様、と私は部屋を出てベッドに潜もぐり込んだ。

　何はともあれ、これで語学と武道は揃った。刺殺エンド回避の手札は完かん璧ぺきだ。







　次の日の朝食は焼きたてクロワッサンとスクランブルエッグにオレンジジュース。クロワッサンの外はパリッと、中はふんわりに感動！　おいっしい～！

　随ずい分ぶん久しぶりに感じる朝食に思わず落らく涙るい。食べられるって何て素す晴ばらしいんだろう！

　学校に着くとすぐに杉村さんの元へ。

「ご機嫌よう、杉村さん。昨日はありがとう。本当に助かったわ」

　名前を呼ばれて振り返った彼女の肩がビクリッと大きく震えた。

「あ、え、さ、桜子様。ご機嫌よ、う。あの、お加減は……」

「お陰様でもうすっかり。ありがとう」

「そ、うですか。よかった……です」

　杉村さんはおどおどしながらも、ほわりと控ひかえめな笑みを口元に浮かべた。その小花がほころぶような微笑みに、クラっと心が揺れ動いた。

　か、か、可愛い。何だかこうして改めて見ると、春兄様にもらった白うさぎのぬいぐるみに似てる。あの子のつぶらな目と杉村さんの瞳が脳のう内ないでリンクした。

　是非、手元にほし……仲良くなりたい。

　そう言えば忘れがちだけれど、全すべてを手中に収める我儘お嬢様とは私のことだ。

　私はずいっと前に身を乗り出した。

　杉村さんの顔に警けい戒かいと怯えが浮かぶけど、めげない！

「ねぇこれから杉村さんのこと智子さんって呼んでいいかしら？」

「ええぇっ!!」

　見開かれる目と大きく仰のけ反ぞる身体。くっ、私の目には何一つ映らないわ。

「…お嫌いや、かしら？」

　弱々しく下した手てに下手を重ねてみれば、お優しい杉村さんは勢いよく首を横に振った。

「そ、そんなことありません。さ、桜子様に名前で呼んでいただけて、あの、驚いただけです。えと、えと、嬉しい、です…」

　杉村さんがほんのり頰ほおを染めてぽそぽそと呟つぶやく。

　キュウウゥゥン。

　萌もえポイントを確実に突いてくる殺し屋杉村。

　あぁこれだ。ここ何年も必死だった私に足りなかった癒いやしは。

「ありがとう、とっても嬉しいわ。これからも仲良くしましょうね、智子さん」

「は、はい」

　言ったね？　はい、って応いらえたね？

　私、負けず嫌いな上にとおっても欲深いの。一度摑んだものは死ぬまで、いや、死んでなお放さないタイプですのよ。

「仲良くできるこれからが楽しみね」

　ね？　と最上級の笑顔をプレゼントして差し上げれば智子さんは一歩後ずさった。

　ふふふ。白うさぎさんゲット。







　放課後、真まっ直すぐ家に帰ると、私は着替えてすぐにバイオリンを取り出した。

　実は発表会が近いのだ。

　前々からバイオリンにはかなり力を入れていたけれど、ここ一ケ月ほどは毎日かなりの時間練習している。私が本番で演えん奏そうするリストの『愛の夢』はその猛練習の影響で、バイオリンを持っていなくても頭の中でエンドレスリピートだ。

　正直もう既にほぼいい感じなんだけど、でも私はたくさん練習しないと弾けない努力型。しかも上がり症しようの緊張しい。練習の量で自信をつけないと本番前に緊張で吐く。

　……バイオリンと言えば、京きよう極ごく会長がヒロインのためにバイオリンを弾くシーンがアニメの中であったっけ。あれはエルガーの『愛の挨拶』だったなぁ。

『あの出で来き損そこないくんとわざわざ親しくするなんて』

　頭の中で急に再生されたあの声。

　もう一年くらい前だけど、思い出せば怒りがぶり返してきた。

　今度またあんなことを言われたら、流が止めても引っ叩ぱたくくらいはしよう。大丈夫、まだ私は子供だ。さすがの京極家も子供同士の喧けん嘩かで家を乗っ取るなんてしないでしょう。

　たぶん。

　ふんっ、嫌なヤツ嫌なヤツ嫌なヤツ！

　そこまで考えて時計を見ると、結構時間が経っている。いけない。あんな毒どく舌ぜつ腹黒王子のことは忘れて練習練習。
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　気が遠くなるくらい弾ひきまくった日々は過ぎ、あっという間にバイオリンの発表会当日。

　私が通っているのは、名家のご子し息そくご令れい嬢じようが多く通っている音楽教室。

　そこが毎年開かい催さいする発表会は、当然名家のご家族やご友人がたくさん来る。

　つまり、いい演えん奏そうができれば優秀さをアピールすることになるし、失敗すれば笑われてすぐ噂うわさになるだろう。

　特に私みたいな良くも悪くも目に留まる家の人間は。

　たかだか音楽程度と侮あなどるなかれ。名家っていうのは、生活に追われなくていい分、そういった生活必ひつ需じゆでない教養の高さとかで、人物を評価することが多いのである。

　そのため、私は毎年それはもう気合を入れる。

　今年、私は午後の部に出るので十三時に会場へ。

　私の心しん臓ぞうは朝からの過か剰じよう労働に、会場で流ながれと省しよう吾ごおじ様に会った時には瀕ひん死しの状態。

　決戦を前に既すでに倒れそうです。

　予定が合えばいつも観みに来てくれる流は、毎回、緊張で手どころか肩かたまで震ふるわす私を慣れたように励はげます。緊張する私を見ると、流はいつも何だか楽しそうに笑うのだけれど。

　私が弾き始める時には、私以上に青い顔をするくせに。

　だけれどそれをからかってみれば、初めて観に来た発表会で私が一音目を外はずして泣きそうになった瞬しゆん間かんが忘れられない、と苦笑された。

　バイオリン唯ゆい一いつの失敗が幼おさな馴な染じみのトラウマになってるとは。

　動どう揺ようを隠かくせないわ。







　今日も舞ぶ台たいへ上がる少し前に、いつものように会場外のロビーの長なが椅い子すで流と話す。

　私達の他はみんな発表を見てるか舞台の裏で、ロビーには誰だれもいない。

「桜さくら子こ、大丈夫だよ。休みの日もあんなに練習していたでしょう」

　確かに流が遊びに来た日も、クラシック好きな流の前で練習していた。

　隣に座って、大丈夫、と繰くり返し言う流に、私は首振り人形のようにコクコクと首を縦に振る。

「え、えぇぇえ。だ、だだ大丈夫よ！　でも、ね、こ、今回はちょちょっと自信がな」

「はい深呼吸。吸って～吐いて～」

　私の言葉を遮さえぎった流に非ひ難なんの目を向ける元気もないので、大人しく指示に従い深呼吸。

　……ってぐふぉっっ！　吸いすぎてむせた。ぐっ、ふ、ごほっくっふっ。

　中々収まらなくてずっと咳せき込む私の背中を、流は少し困ったようないつもの微笑ほほえみで、でも見捨てずに、ずっとさすってくれた。いつもすまないな幼馴染みよ。

　今までの借りはいつかまとめて返します！

　そんなことをしていれば、あっという間に時間が来る。大丈夫だよ、と微笑む流に大きく頷うなずいて、待たい機き場所へ。

　行ってきます！







　十分後、私は大きな舞台で使い慣れたバイオリンを構えていた。

　最初の失敗もあって、初めの一音を奏かなでる直前、この瞬間が実は私も一番緊張する。

　ふっと滑すべらせた視線の先、最前列に座る流と目が合った。

　普段目立つ場所にあまり行かない流は、でも私の発表会ではいつも最前列に座る。

　強こわ張ばった顔で。

　普段の柔にゆう和わな雰ふん囲い気きは影を潜ひそめ、真剣な鋭するどい視線が私の手元を見ている。膝ひざの上で関かん節せつの形が見えるほど、固く両手を握にぎりしめているのが目に映った。

　ふっと、肩の力が抜ける。

　あれだ。自分より緊張している人を見ると途と端たんに冷静になれる法則だ。

　なので流がいる時は、構えたら必ず見るようにしている。流には内緒だけど。

　少し落ち着いたところで、一瞬だけ祈るように目を閉じた。弾き出す直前の私の癖くせ。

　人間誰しも、最後の最後は神頼み。

　強く念じる。

　絶対に成功させる！　目指せ刺殺エンド回かい避ひ！　まだまだ先が長くたって、千里の道も一歩から。全すべての道はローマに続く。いざ鎌かま倉くら。あれ。

　……いやいやいや、それより何よりも、流の前でカッコ悪いところを見せるなんて、星ほし野の宮みや桜子のプライドが許さなくってよ！

　そこまで念じてパッと目を開ける。

　動かした腕が奏でた初めの一音の響ひびきに、思わず笑みが零こぼれた。







「お疲れ様。桜子らしい伸びやかなとてもいい演奏だったよ」

　色々な家の方とまだ話し込むお母様から離れて、ロビーの隅すみの長椅子で一息ついた私に、流はそう言って微笑んだ。可か愛わいい花束もくれる。

「ありがとう流。とっても可愛い花束ね！　あ、ガーベラもある！」

　私は好きな黄色のガーベラを見て、思わずニッコリ上じよう機き嫌げん。幼馴染みなだけあって、私の好みを熟じゆく知ちしている。両親でもこうはいかない。さすが流！

　そんな紳士ジエントルマンな流は微笑みながらも少し疲れたご様子。そういえば演奏が終わった瞬間、息をすることを思い出したかのように席で何度も大きく呼吸していたもんね。それは疲れもするよね。労いたわろうかな、と口を開く。

「なが」

「星野宮さん」

　私の言葉を遮った声に思わず真顔になった。

　既視感デジヤヴ。

　流も同じことを思ったのか、ちょっと困ったように微笑み、私と視線を合わせる。

　そしてそのまま二人同時に声のほうを向いた。

　その先にやっぱりいた人物に、私は半はん眼がんになり、それを見た流が苦笑い。

「ご機嫌よう、京きよう極ごく様」

　声せい帯たいを震わせて飛び出た声は、自分で思ったよりも冷ひえ冷びえとしていた。

　京極紫し苑おんもそう思ったのか、苦笑している。

「こんにちは星野宮さん。一年ぶりだね。今、時間いいかな。少し話をしたいんだけれど」

　よくない。でも拒きよ絶ぜつできたら苦労しない。ロビーには名家の方がいるのにここで断ったら何て噂されるか分かったものじゃないもの。

　しかも京きよう紫むらさき色いろを勧すすめるお母様もいるし。

「……えぇ、是ぜ非ひ」

　そう答えれば、ありがとう、と京極紫苑が完かん璧ぺきな微笑みで近づいてくる。

　私は一応立ち上がって迎むかえてあげた。京極紫苑は私の前で足を止めると、その隣にいる流に申し訳なさそうな顔を向けた。

　え、何、何なの。

「流くん、ちょっと外はずしてもらってもいいかな」

　その言葉に流が目を瞬しばたたかせ、私はうげっと心の中で呻うめいた。

　京極紫苑と二人で話すなんて嫌いやすぎる。それを周りに見られるのはもっと嫌。

　刺されちゃうよ。死んじゃうよ。外そと堀ぼり埋うめ立て工事が始まっちゃうよ。

　しかし、あの京極家跡あと取とりのお願いを、常磐家分家の流が断れるわけがない。

　流はチラッと心配そうに私の表情を窺うかがった。どうやら前の時みたいに暴あばれ出さないか、心配なご様子。

　私は唇を僅わずかに尖とがらせてから微かすかに頷うなずいた。大丈夫よ。

　それが伝わったのか、流は失礼します、と京極紫苑に言ってロビーの中央へ離れていった。

　またあなたを侮ぶ辱じよくをされなければだけど、なーんて心の呟つぶやきはバレなかったみたい。

　それはともかく、私と京極紫苑は二人で向かい合った。

　アニメでは高校生で、ヒロインを見下ろすくらい背の高い彼。でも今は私とほぼ変わらない位置にあるその視線と目を合わせる。

　とりあえず、なるべく怒らないようにしよう。無難な関係を構こう築ちくしよう。

　だって彼は地じ雷らいだもの。もう遅い気もするけど。

　先に口を開いたのは京極紫苑だった。

「相変わらず、流くんと仲がいいんだね」

　さっそく出た流の名前に警けい戒かいする。

　この前のことを蒸むし返すつもり？　よくも突き飛ばしたな、とか？

「えぇ、まぁ」

　私は、その話をするつもりはない、と主張するように、そっけなく返してみた。

　京極紫苑が目を細める。

　……あれ、もしかしてまだ怒ってますアピールに聞こえちゃった？

　少し焦あせる私に、京極紫苑が再度口を開いた。

「なぜ？」

「え？」

「何で、星野宮さんは流くんと仲良くしているのかな？　正直、常磐の分家の彼と君では、家柄的には釣つり合わないだろう。星野宮さんは、何のメリットがあって、彼と親しくして、彼のために怒るんだい？」

　心底、不思議そうに、何ひとつ自分の基準を疑っていないように、京極紫苑は一気にそう口にした。

　一瞬、意味を計はかりかねて、頭の中で嚙かみ砕くだく。

　仲がいい理由？　家柄？　メリット？　……て、え、何を言ってるの、この人。

　悪役令嬢わたしが言うならともかく、少なくともアニメ『キミ☆らぶ』の中の京極会長なら、絶対言わないであろう言葉の羅ら列れつに啞あ然ぜん。

　どうした、メインヒーロー。

　って、まぁとにかく、前みたいに感情のまま行動するのは避さけないと。いくら相手が毒どく舌ぜつ腹黒王子でも。

「私は、私が好このましく思う人と仲良くしますわ。メリットは関係ありません」

「関係ない？」

「えぇ、友人とはそういうものだと思います」

　なるべく喧けん嘩か腰ごしにならないように、静かに言えば、京極紫苑はまるで真しん偽ぎを問うように、私を真まっ直すぐに見た。私も負けじと、その目を見返す。

「流は私の大切な幼馴染みです。その彼を馬鹿にされて、怒らないでいられるほど、私は寛かん容ようではありませんわ。……京極様も、大切な人を侮辱されたら、そうでしょう？」

　返事の最後で、ついでのようにそう尋たずね返せば、京極紫苑は一瞬目を見開いて、そしてパチパチと瞬まばたきをした。

　まるで意表を突かれたとでもいうように。

「……あぁ、そうか、君は」

　ふいに、ポソリ、と京極紫苑が一人、小さく呟くけど、上う手まく聞き取れず、首を傾かしげる。

　そんな私を見て、京極紫苑が何かを決意したような表情を浮かべた。

　え、なになにどうしたの。

　向けられる強い視線に戸と惑まどう私に、京極紫苑はゆっくりと口を開いた。

「前の」

「まぁまぁまぁ紫苑さん！」

　京極紫苑の言葉は、唐とう突とつに近寄ってきた声に遮られた。

　思いがけない、でも一発で判別できる声に、ギョッとする。京極紫苑も驚いたらしく、ハッと口を閉じた。

「……お母様」

　星野宮静しず香か、満を持しての登場。

　絶望を漂わす私に呼びかけられたお母様は、もうニッコニコで私と京極紫苑の前に来た。

　思わず足が一歩下がる。

「桜子の母です。うちの子のお相手をしてくださってありがとうございます」

　さりげなく私の両肩に両手を置いて固定するお母様。

　これは本気で逃にがさないつもりだ。摑つかまれた肩に爪つめが食い込んで痛い。いつも刺し繡しゆうをしているその細い腕うでのどこに、そんな力があるんですか。

　京極紫苑はそんな私の母を前に、さっきの決意した表情を跡形もなく消し去って、にこやかな大人の対応。話に花を咲かせ始めた。やめて。

　とはいっても話しているのはほぼお母様で、京極紫苑は相あい槌づちが主おもなんだけど。

　でもその返しが絶ぜつ妙みようで、お母様がどんどん上機嫌になっているから、やっぱりメインヒーローは末すえ恐おそろろしい。そして私はこの後が何より恐ろしい。

　あの、今すぐこの場から退散してくれるなら、前の非礼は忘れてさしあげてもよろしくってよ！　と何度か叫さけびそうになる。

　でもご機嫌なお母様の手前そんなことはもちろんできず、私はちょくちょく振られる会話に笑顔で参戦する羽は目めになった。










　しばらくして、一通り話し終え満足したお母様に、京極紫苑が微笑んで挨拶し、颯さつ爽そうと、という修飾語を華か麗れいに体現しつつ去っていった。

　最初の話の続きは最後まで語らずに。まぁもういいけどね。

　ただ、

『またお話ししようね、星野宮さん』

　と言って輝かがやかんばかりに微笑まれた瞬間は、少し殺意が湧わいたけど。

　あれは恐らく、長話につき合わされた意い趣しゆ返がえしに違いない。その証しよう拠こに、京極紫苑の言葉に騒さわいだお母様を宥なだめようとあたふたする私に、ふっと笑って帰って行ったもの。

　アニメでよく見た、察しのよい京極会長お得意の大人っぽい笑みだった。

　画面越しではときめいたその全部見み透すかしてますよって微笑みが、現実ではこんなにカチンッとくるものだったとは。

　桜子はまた一つ賢かしこくなりました。

　その後も興奮してあれやこれや言い募つのるお母様を宥めるのは大変だった。

『また会おうね』

　ふんっ。冗じよう談だんじゃない。できれば二度と会いたくないわ！







　なーんて悪あく態たいをついたものの、悪役令嬢星野宮桜子の人生は甘くはなかった。

　あの発表会の後から様々なコンクールや、その他お付き合いで観に行った音楽会等々で京極紫苑となぜか何回も何回も遭そう遇ぐうする羽目に。今までそんなことなかったのに！

　主人公補ほ正せいならぬ悪役補正とかあったりします？

　しかも会えば必ず、挨拶以外に京極紫苑は話しかけてくる。特に必要ない当たり障さわりない雑談。そして最後には必ず困ったような表情を残して去っていく。

　意味不明で怖すぎる。

　ただの会話でさえ刺殺を連想して泣きだしたくなるくらい恐いのに、その理解不能な行動がさらに精神をゴリゴリ削けずっていく。

　京極紫苑に会うと、やっぱりあの断罪された日を嫌でも思い浮かべちゃうし、酷ひどい時は夢にまで出てくるんだよね。

　もう本当に本当に、心底辛い。

　しかも、私と京極紫苑が話すことでお母様が毎度飽あきずに上機嫌になるのを目まの当たりにするのも、中々の精神的ダメージである。

　あぁ、そろそろ本当に、工事の予算編成くらいは始まりそうだ。
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　子供時代というのはあっという間に過ぎていく。

　気づけば五年生も終わり、私は白しろ金がね学がく園えん初等科の最上級生になっていた。

　由ゆ紀き子こさんと留る美みさんはもちろん同じクラス。

　相変わらず習い事と勉強を頑張っている。

　パーティーには出ないようにしてるのに、なぜか高こう確かく率りつで京きよう極ごく紫し苑おんに遭そう遇ぐうする日々。

　精神を抉えぐられつつも、その恐きよう怖ふをバネにして前に進み続ける私は、転んでもただでは起きないぞ。

　そのお陰かげか何なのか、中国語の発音はこの一年でかなり向上したし、去年の通知表もちゃんと全教科五をキープ。習い始めて半年の剣道も中々いい感じである。

　実戦経験は皆かい無むだけどね。
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　そんな最上級生になって四ケ月が過ぎ、小学生生活も残り八ケ月を切った。

　夏の暑さがキツイ今日。私はいつもなるべく足音を立てないように歩くその廊ろう下かを半分駆かけるように進んでいた。

　幸さいわいにして、玄げん関かんを通ってご挨あい拶さつしてからここまで家の人とは遭遇していない。

　目の前に目当ての部屋が見えた。

「ながれぇぇぇぇっ！」

　スッパーンッと流の部屋の襖ふすまを開けた瞬しゆん間かんに半泣きでそう叫さけべば、勉強をしていたらしい流ながれが目を見開いてこっちを見た。

　襖を開け放ったままの姿勢で立つ私と視線が交こう錯さくする。

「……」

「……」

「……」

「何か言ってちょうだいよ！」

　続く沈ちん黙もくに耐え切れずそう叫べば、流は困ったように微笑ほほえんだ。

「桜さくら子こ、とりあえず入って襖を閉めたら？」

「……それも、そうね。お邪じや魔まします」

　今いま更さらながら断りを入れてから部屋に踏ふみ込み、襖を閉める。この襖、開けといてなんだけど結構重いんだよね。防音のためかな。

「はい、いらっしゃい。適当に座ってて。僕は飲み物をもらってくるから」

「うん」

　大人しく頷うなずいて、畳たたみの上に敷しかれた絨じゆう毯たんにぺたんと座る。後ろにあるソファを背もたれ代わりにして。

　私が今いるここは流の、つまりは常磐ときわ分家筆頭の持ち家だ。

　純和風の立りつ派ぱなお屋や敷しきで、基本的にどこも引き戸。自分の家が思いっきり洋館なので、扉とびらを引いて開けるのは新しん鮮せん。

　流の私室ももちろん畳の和室だけど、使いやすいようにインテリアは洋風になっている。畳の上には絨毯が敷かれ、その上に大きなソファ。その前に膝ひざくらいの高さの大きなテーブルが置いてある。

　そんな私室の奥には、今は閉じられている部屋があり、そこが彼の寝室である。

　ちなみに流の希望で布団ではなくベッドだ。

　流が来るまで暇ひまなのでキョロキョロと周りを見回してみるも、もう数え切れないほど来ている勝手知ったる部屋。今更、目新しいものなどない。

　机の上にさっきまで流が勉強していた何か分厚い参考書はあるけど、もちろん興味はありません。勉強なんて家での自習と予習のための家庭教師だけで、もう十分お腹なかいっぱい。

　しばらくして大きなお盆ぼんを抱かかえて戻ってきた流。

　そこに載っていたのは緑茶の入った湯ゆ吞のみと、お茶ちや請うけの茶まんじゅう。

　テーブルの上の参考書を片づけてからそれらを並べて、流も私と同じように絨毯の上に腰を下ろした。

「で、今から来てもいいかなんて珍めずらしく急に連絡してきて。何かあったの？」

　流のその質問は会って一番に話そうとしてた話題ドンピシャ。

　慌あわてて口を開くけど、思わず視界が滲にじんでまた噤つぐむ。

　そんな私の様子を見て、ゆっくりでいいよ、と背中を撫なでてくれる流。相変わらずの紳士ジエントルマンっぷりだ。

　私は少し気持ちが落ち着くのを待ってから、再度口を開いた。

「来年の初めに、星ほし野の宮みや主しゆ催さいの大きなパーティーがあるの。そこでね、私、その最初の挨あい拶さつ後ごにね、春はる兄にい様さまのピアノ伴ばん奏そうでバイオリンを演えん奏そうすることになっちゃったの」

「春はる雪ゆきさんと桜子で？」

　虚きよを衝つかれたように流が目を瞬しばたたかせる。そんな流に私は半泣きで頷いた。







　事の発ほつ端たんは本日の昼食の席でのこと。

　普段お忙いそがしいお父様を含め、家族全員の休日が運よく重なり、家族揃そろっての食事だった。

「桜子さん、お話があるの」

　その中で、上じよう機き嫌げんなお母様がそう言った瞬間、嫌いやな予感がしたのだ。

　そして私の予想は当たる。

　お母様の話を要約するとこうだ。

　この前参加した有ゆう閑かんマダムが集つどうお茶会でのこと。

　私の話題になった時、お母様はちょうど私がこの前優勝したばかりの、バイオリンコンクールの話をしたそうだ。社交辞令か何なのか、マダム達に私の演奏をぜひ聴きたいと言われ、ついつい、来年の星野宮家主催のパーティーで、と答えてしまったとのこと。

　その話を聞き、私は絶句した。次の瞬間、全力で拒きよ絶ぜつ。

　だって冗じよう談だんじゃない。

　来年行う星野宮家主催のパーティーというのは、星野宮家の企業の創立の節ふし目めを祝いわう記念パーティーである。

　日本の名だたる企業・名家のトップ達が一堂に会するのだ。いつものコンクールや発表会とは比べものにならない重じゆう責せき。緊張しいの私が耐えられるわけがない。

　しかし不運は重なる。

　そのお茶会は私にとっては間の悪いことに、京極家と常磐本家、しかも何と、めったに公おおやけの場に出てこないあの冷れい泉ぜい院いんの奥様までが参加していたのだ。

　そんな日本の五指のうち三つの名家の前で述のべたこと。おいそれと覆くつがえしては星野宮家の名めい誉よに関かかわる、とはお母様の主張。

　星野宮家に並々ならぬプライドを持つ影のドンに、私が勝てるはずもなく。

　それでも嫌だと突っぱねる私に、絶対折れない母。お父様は宥なだめてくれるが両者一歩も譲ゆずらない。

　とうとう星野宮のスーパー小学生改め、スーパー中学生の春兄様が口を挟はさんだ。

「さすがにソロは可か哀わいそうだから、僕がピアノで伴奏をするよ。どう？」

　何とも絶妙で有あり難がたい提案。さすがは春兄様。

　兄きよう妹だいの演奏はお母様の大好きな体てい裁さいもいい。視線も責任も単純に考えて半分になるから私にとってもいい。

　しかも春兄様は天才だ。

　ピアノだって将来は是ぜ非ひともプロに、と偉えらい先生に大だい絶ぜつ賛さんされるほどの腕うで前まえなのだ。

　春兄様さえいれば多少のミスも何とかなるだろう。

　お母様はもちろん、一も二もなく了りよう承しようした。

　私も仕方がないし、この際素直にこの条件を吞のもうと思った。吞めると思った。

　でも、できなかったのだ。

　なぜかは分からない。けれど、どうしても弾きたくない！　と頑かたくなに駄だ々だをこねてしまった。十二歳にもなって、情けないことに。

　絶対に嫌だと主張し、半泣きになる私に、家族は困こん惑わく。

　とはいえ、お母様は他家の前で口にした手前、弾かないことは絶対に認めてくれない。

　主張し合って、泣いて言い合って、両者平行線。

　目の前にせっかく並べられた料理も冷め切ってしまった。

　せっかく、久しぶりに家族全員での食事だったのに。最近忙しいお父様もいたのに。

　悔くやしいのと悲しいのと色んな感情がぐちゃぐちゃになって、私は思わず「流の家に遊びに行く！」と約束もしてないのに叫んで、食堂を飛び出した。

　そのまま家族の制止を無視して、家の外に出れば、ちょうど運転手さんが車の側そばに。

　そのままその自家用車に乗り込む。

　半泣きな私に困惑する運転手さん。大丈夫だから、とほぼ無理やり流の家に車を向かわせた。車中で流に電話をかけながら。







　なーんて壮そう絶ぜつな出来事を引っ提さげて流の部屋に突とつ撃げき。

　もうどうしていいか分からなくて、独ひとりで考えるには限界で、どうすればいいのか分からない、なんて要よう領りようを得ない説明を流に半泣きで垂たれ流す。

　流は遮さえぎることなく、うん、うん、と根気強く聞いてくれた。

　そうして一言だけ尋たずねる。

「桜子はどうすればよいと思う？」

　どうしたいか、と聞かないのが跡あと取とりの流らしい。するべきか、と聞かないのは流が優しいからだ。

　そう、どんなに『キミ☆らぶ』の濃いキャラと比べて平へい凡ぼんでも、草食動物っぽくても、流は常磐分家筆頭の跡取りだ。

　人の上に立つ人間として育てられ、本人にもその自覚がある。だから、自分のしたいことよりも、何をするべきか、と義務を考えて行動する。

　でも一方、優しいから、自分の考えを無理に押しつけたりしない。きちんと相手のことを考えられる。

　そんな流相手だから、私も素す直なおにスルッと本音が言えるのだ。

「弾かないといけない、と思う」

「うん」

「だって、お母様、言っちゃったんだもの。私が弾くって。約束はちゃんと守らないと、信用してもらえなくなるから」

　私達の世界でその信用が何よりも重いのは、同じ世界の人間はみんな知ってる。

「そうだね」

　流も勿もち論ろん例外ではない。でも。

「で、も」

　流相手だと本音が出ちゃう。思わずしゃくりあげた。流が背中を宥めるようにさすってくれる。

「弾きた、くない、もんっ」

「……うん」

　唇くちびるを嚙かみしめる。

　私だって星野宮家の長女。分かってる。

　企業のパーティーはお遊びじゃない。約束云うん々ぬんだけじゃなくて、何か話題になるものが必要だ。上う手まくいけば次代の春兄様と私の評判がよくなるものならなおよい。

　だから私達兄妹の共通して得意な演奏披ひ露ろうはピッタリだろう。お母様がそこまで考えたかはともかく、お父様と春兄様は絶対に考えている。

　だからなおさら弾かなくちゃいけない。分かっている。

　でも、だけど、でも。

「……何で弾くのが嫌なの？」

　うじうじと悩む私に、何も知らない流が問う。

　嫌な理由なんて、一つだ。

「だって、失敗するの、怖いもの。偉い人がたくさん来るのにっ」

　そんな今までにない大舞台で失敗して、評判が崩くずれるのが怖い。それが私の未来にもたらす結果を考えたら、立っていられないほど。

「ん～桜子はバイオリンでよく優勝してるのに、何で自信がないの？」

　流が少し不ふ思し議ぎそうに言う。いつも通りの口調で。

　当たり前だ。流は私の恐怖を知らないから。だけど、もちろんそれについては言えない。

「……流は知っているでしょう、私が緊張しやすいって」

　考えれば考えるほど、想像が暗く沈んでいく。

「私、いつも家族がドン引きするくらいの練習量で全すべて片づけているの。つまりは力技。全然、すごくなんてないの」

　人間、あれだけ弾けばそれは優勝くらいできるよ。

「うーん、そうかなぁ。まぁ、でもそれなら今回もそうすればいいんじゃない？」

　分かってる。頭では分かってる、けど。

「でもっ、パーティーのことを考えると、失敗ばっか、り、頭に……浮か、んで」

　暗くらく沈んでいく想像を口にすれば、急速に目め頭がしらが熱くなった。

　最初とは比べものにならないくらいの嗚お咽えつが漏もれる。

「さ、くらこ……？」

　ボロボロ、ボロボロボロ────急に大粒の涙を零こぼし始めた私に、虚を衝かれて目をあらん限りに大きくしている流。

　それに構わず、構えず、床に蹲うずくまるように突つっ伏ぷして私は泣く。

　もう、限界だ。

　だって、ずっとずっとずっと、不安だった。辛つらかった。怖かった。

　パーティーでの断罪、向けられる軽けい蔑べつの視線、真っ黒なアスファルト。真まっ赤かに染まった鳩尾みぞおち。凄すさまじい痛み。あの愚おろかな彼女の父親が笑う。狂くるったように嗤わらう。さっちゃんの叫び声。『娘ムスメノ仇カタキダ』。ごめんねさっちゃん。お母さん。痛い。痛かったものすごく。怖かった本当に。

　次々浮かぶ映像と、ぐるぐる回る頭の中。

　今までやってきたことに意味はあったのか。本当に未来を変えることはできるのか。もし、今度の星野宮のパーティーで私が失敗したら、もっと悪いことになるんじゃないか。計画が潰つぶれて今までの努力も水の泡あわになるんじゃないか。しかも春兄様に恥はじをかかせて。

　ずっとずっとずっと、この七年間抱えていた不安。

　経験した過去と、知っている未来と、見えない明日が怖くて怖くて堪たまらなかった。

　だからずっと努力した。震える足を叱しつ咤たして、立ち止まりそうになりながらも、がむしゃらに進んできた。

　でも、努力してるのに、近づかないように気をつけてもいるのに、結局、私は京極紫苑と関かかわっているのだ。

　旧桜子とは違って向こうからで、場所も違うけど、でも変わらずに関わってしまってる。

『貴女あなたという人はどこまでも愚かですね。いっそ哀あわれなほどに、救いようがない』

　季節の名を持たぬあの人は、あの日、正確にはそう言ったのだ。

　私に伸ばされた最後の手を、他ならぬ私自身が振り払ったその後で。

　そんな救いようのない私のこの七年間に、果たして意味はあったのか。

　お母様の話を聞いて、今日、急にポキッと何かが折れた感覚がした。

「ふっ、くっ、……っ、あぁぁぁっ」

　泣く。ひたすらに身体を丸めて泣く。むせび泣く。

　流からしたら意味が分からないだろう。たかだかバイオリンの披露一つでこんなに取り乱して泣くなんて。でも。私は限界だった。

　流の部屋で泣く。

　大声で泣き喚わめかないだけ、あの初めて会った日よりは成長したと思ってほしい。

　ふっと、唐とう突とつに流が私の前にしゃがみこむ気配がした。それでも顔を上げないでいれば、伸ばされた流の右みぎ腕うでが、私の頭を包み込むように抱えた。

　私と大して変わらない、むしろ、華きや奢しやなくらいの身体からだ。私の背中に回すのもやっとの長さの右腕がギュッと守るように私を抱だきしめる。

　左手が、私の背中を慰なぐさめるように優しく撫でた。

　ふわっと鼻び腔こうに届いたのは、慣れ親しんだ流の家の洗剤のよい香り。

「大丈夫だよ」

　静かで穏おだやかな流の声がした。今までにもう数えきれないくらい聞いた、その言葉。

「大丈夫だよ、桜子。大丈夫」

　流の穏やかな声が、泣き続ける私の耳から、静かに染しみ込んでくる。

　大丈夫、流はそれ以外の言葉を何も言わない。ありがちな慰めの言葉も、安あん易いなその場ば凌しのぎの言葉も言わず、ただいつも通り、大丈夫、とだけ言う。

　涙が次から次へと零れる。嗚咽も止まらない。

　怖い。大丈夫。辛い。大丈夫。死にたくない。大丈夫、大丈夫、大丈夫。

　大丈夫だよ、桜子。

　流は私が泣き止やむまで、ずっとそのまま背中を撫でてくれた。






















「はい桜子、ハンカチ」

「あり、がどっ」

　数十分後、涙が収まった私は、流に手渡されたハンカチで涙を拭く。

　そのまま鼻をかもうとしたら、取り上げられて、代わりに渡されたティッシュで鼻をかむ。ヂーンッという盛せい大だいな音と共に、私の酸さん素そ供給口が確保された。使用済みのティッシュを流が差し出したごみ箱に入れる。

　蹲っていた床から腰を上げて、ソファに座り直す。冷めてしまった緑茶をごくごく飲んで水分補ほ給きゆう。

「落ち着いた？」

　流も私の隣に腰を下ろした。

「うん、もう平気」

　ふぃぃっと背もたれに凭もたれながら頷いた。

　まだ少し不安は残ってるけど、泣いたら何だか、もうバイオリンを披露する以外に道がないって認められてきた。格段に落ち着いている。

　隣の流は何事もなかったかのように、いつもの雰ふん囲い気きで少し冷めた緑茶を飲んでいる。

　幼おさな馴な染じみとはいえ、急に部屋へ押しかけて勝手に喚いて泣き尽つくしたのに、平然としているのにはさすがに驚く。

　その平凡な見た目の割に、私の紳士ジエントルマンは意外に大物なのかもしれない。

　だったら、そんな流に恥じないよう、生き残らなくては。

「私、頑張るわ」

　急に確固たる意志で宣せん言げんした私に、流は、ん？　と首を傾かしげた。

「だって逃げられないんだもの。どうせならその場にいる人が言葉も出ないくらいの、それはもう素す晴ばらしい演奏をしてみせるわ！」

　星野宮家長女、桜子の名に懸かけて！　と高らかに拳こぶしを突き出して宣言すれば、流はパチクリと目を瞬しばたたかせた。

　次の瞬間、小さく噴ふき出す。

「ふっ、ふふっ、さ、すが桜子。いいと、思うよ、ふっ」

「何よ、流。何がおかしいのよ。人の決意を笑うなんて失礼だわ！」

　そう抗こう議ぎしても、流は肩を震わせてクスクス笑い続けている。

　ここで、人の部屋に押しかけて泣き喚くほうが失礼だ、と言わないところが紳士ジエントルマンの紳士ジエントルマンたる由ゆ縁えんである。

　そうは思ってもあんまりにも笑い続けるから、思わず唇くちびるを尖とがらせた。

　不満げな私を見て、流が笑いを嚙み殺す。

「……ごめん。何かそういう素直な前向きさ、桜子らしくていいなって思って」

「それを思って笑う意味が分からないわ」

「うん、ごめんごめん」

　流は謝りながら、今度は携けい帯たいをズボンのポケットから取り出した。

「桜子が来る前に春雪さんから連絡が来たよ。心配してたから早めに家に帰ったほうがいいと思うな」

　流を見れば、携帯の画面を見せられた。着信のところには春兄様の名前が。

　……春兄様。名前を見ると、少し鼻の奥がツンとした。叫んで飛び出してきちゃったのみんな怒っているかなぁ。

　いつの間にかうつむいた私の頭を、ポンポンと流が撫でる。

「帰って謝らないとね」

　上う手まく私を促うながす流の言葉に頷いて、勢いよく立ち上がった。善は急げである。

　そんな私を見て、流はまた小さく噴き出していた。

　そのまま流に玄関外まで見送られて、車へ。

　先ほど我わが儘ままを言って困らせた運転手さんは微笑んで迎えてくれた。

　乗り込む寸前、少し離れていたところに立っていた流を振り返る。

　流は、いつものように、少し困ったような微笑みを浮かべた。

「僕ね、桜子の弾くバイオリンすごく好きだよ」

「え？」

「素直で伸びやかな音が桜子らしくていいなって聞く度にいつも思う。だから、パーティーでの演奏、楽しみにしてるね」

　微笑む流に、私は苦笑した。

　私が人前で弾くときはいつも、私よりも緊張してほとんど耳に入らないのに、それでも流はそう言って私を励はげます。

　そして、喜ばしいことに私はかなりの単純令れい嬢じようみたい。

　そんな一言で元気が出るんだもの。

「うん、私、頑張るわ！」

　大きく笑顔で頷いて車に乗り込む。

「行き先はどちらへ？」

　そう尋ねる運転手さんに私はハッキリと答えた。

「星野宮の家へ帰ります」

　バックミラー越しに目が合った運転手さんが、ニッコリと微笑んだ。
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　愛用の弓を構えれば、会場内が一気に静まり返った。

　耳が痛いくらいの静せい寂じやくと、突き刺ささる視線。好奇心、値ね踏ぶみ、娯ご楽らく、嫉しつ妬と、考えてもキリがないくらいの感情がバイオリンを構える私とピアノの前の春はる兄にい様さまに向けられている。

　会場の前側、向かって左の壁かべ際ぎわ。

　さっき携けい帯たいに入ったメールに書かれていた方向へ視線を向ければ、あ、いた。

　真まっ直すぐこっちを見る視線は真剣で、いつもの微笑ほほえみはない。左手で右みぎ袖そでをギュッと握にぎりしめて立っている。会場が広いから細部は見えないけど、きっと左手の甲には白く関かん節せつが浮かんでいるんだろう。

　相変わらず私よりも緊張しているのが一目で分かる姿を見て、いつも通り、ホッと肩かたの力が抜けた。

　視線をピアノの前で座る春兄様に戻せば、ふっと艶つややかに微笑まれる。

　余裕のご様子はさすがです。

　一いつ瞬しゆん、祈るように目を閉じる。

　開いた瞬間、動かす腕うで。鳴り響ひびいた音に私は安あん堵どの笑みを零こぼした。







　つつがなく演えん奏そうを終えて、家族で招しよう待たい客きやくにご挨あい拶さつ。

　口々に称しよう賛さんのお言葉をいただいた。どこまで本気か分からないけれど、星ほし野の宮みや家けが誇ほこるスーパー中学生、春兄様との演奏だったのだから、それなりにはなっていたはずだ。

　とりあえずパーティーの前座としては成功でしょう。

　ものすっごーくホッとしたけれど、へたり込む暇ひまはない。次から次へと現れる招待客のお相手をし続けるのが主しゆ催さい者しやの役割。

　この場にいる誰だれも、あの星野宮の令れい嬢じようが招待客を椀わん子こそばに見立てていたなんて思わないんだろうな。

　とはいっても体力にも精神にも限界はあります。パーティー半なかばであまりにも疲れたので、隙すきを見て抜け出してきた。もちろん、春兄様にだけは断って。

　決してお母様の目が京きよう極ごく家けの奥様を捉とらえたのを目もく撃げきしたからではない。えぇ、違いますとも。朝からの緊張で疲れてたんです。

　流ながれを捜さがそうかとも思ったけれど、今日の私は主催者の娘むすめ。いつもより余計に目立つ私と会話させるなんて酷ひどいことはできない。彼は余程のことがない限り、後々面倒でも、私を無視しない人だから余計に。

　なので一人こっそりとお庭に出ることにした。今回のパーティー会場には庭園があるのだ。下は芝しば生ふが綺き麗れいに整えられている広い庭園で、ところどころに花か壇だんがある。噴ふん水すいもあって夜はライトアップされたりと、中々いい感じの雰ふん囲い気きだ。

　だがしかし、今日は年明けすぐ。

　特に夜は凍こごえる気温で、会場内でコートを脱ぬいだ客人が好すき好このんで出ようとは思わない厳きびしい環かん境きようである。

　私は受付に寄って、預けていた薄いストールを受け取り、庭園をカタカタ震ふるえながら歩く。

　今日は西に東に御ご三さん家けにと攻略対象が勢揃いしてる。さすがにその上位四家のご子し息そくへの挨拶は、跡取りの春兄様がほとんどしてくれたから助かったけど。

　でもだからこそ、それ以上の接せつ触しよくは避さけなくては。

　にしても寒い。

　震えながら庭のライトアップされた噴水まで来てみたものの、うん、もう戻ろうかな。

「こんばんは、星野宮さん」

「……っ！」

　ここでこの声が聞こえるはずがない。だってこんなに寒いのに。

　背後から聞こえた、最近不本意にも聞き慣れ始めた声に思わず半はん眼がんになる。振り返った先で細められたエメラルドに、やっぱりか、としか感想が出ない。

　できる限り関かかわらないよう努つとめているにもかかわらず、この高い遭そう遇ぐう率りつ。

　神様がいるなら、まったく恋に落ちない悪役令嬢わたしに腹を据すえかねたのかもしれない。

「ご機き嫌げんよう、京極様」

　色々と諦あきらめて失礼にならない程度の挨拶をする。こんな毒どく舌ぜつ腹黒王子無視してしまえという心の声はとりあえず置いておく。

　京極紫し苑おんは微笑みながら優ゆう雅がに歩いて来て、そのまま噴水の前の私の隣に並んだ。

「ここで何を？」

　攻略対象者アナタ達から逃げてました、なんて言えない。

「綺麗だったので、お庭を散歩していました」

「あぁ、確かにここの庭は散歩に最適だね。冷えるけど」

　寒さを我が慢まんしてまで散歩ねぇ、と厭いや味みったらしい言葉をここから読み取るのは穿うがちすぎ？　でもこの毒舌腹黒王子は心の中で言ってそう。

　パーティーでのこと？　根に持ってますよもちろんね！

　さてそんな私達は、二人で横に並び噴水を眺ながめる形になる。なぜ。

　そもそも、お互い名家の人間とはいえ、友人でもなく、学校も違う。ただの顔見知り、のはずだ。

　なのに何でそう毎回会う度に話しかけてくるの。そして今、隣で噴水眺める必要ある？

　旧桜子のこの時期の京極紫苑との関係は、初恋の相手で好きな人。

　でも今、私たちの間にはそんな感情微み塵じんもない。

　だというのに最近、奇き妙みような関係が成立してしまっている。本当に勘かん弁べんして。

「……さっきの演奏の『悪あく魔まのトリル』、相変わらず素晴らしかったよ」

　ふいに話し始めた声に考えるのを止める。

「どうもありがとうございます」

「春はる雪ゆきさんの演奏も。星野宮のご兄きよう妹だいの評判はどこで聞いても素晴らしいよ」

「いえそんな。京極様のほうこそ、とてもご優秀だと伺うかがっていますわ」

　どうよ、この中身のない会話。

　最近いつもだけど。

　なーんか本題があるのに、わざと中心をずらすような京極紫苑がやっぱり一番の原因だと思うんだけど、いかがかしら。

　……それにしても寒い。ノースリーブのパーティードレスにストールだもの。

　うん、あまりの寒さに、そろそろ会場内に戻りたくなってきた。

「あの、京極様そろそろ」

　会場に戻りませんか、と提案しようと横の京極紫苑を見た私を、意を決した、というような視線が射い抜ぬいた。前にも一度見たことのある目。あの時はお母様に遮さえぎられたけど。

　どうやら、ここ最近の遭遇でも切り出さなかった本題を言う決心をしたらしい。

　でも正直、え、今!?　と叫びたい。だってこんなにも凍えているのに！

　察して！　と言いたいけど、そういえばメインヒーロー、現時点でギリギリとはいえ小学生。うん、さすがに無理か。

　これを逃のがせば今度はいつか分からないし、そろそろこの奇妙な関係もご遠えん慮りよしたい。

　私は明日、熱で寝込む覚かく悟ごをした。

「星野宮さん、君にずっと言おうと思っていることがあるんだけど、聞いてくれるかい」

　京極紫苑が口火を切る。真剣な目に思わず身構えた。

　何せ相手は毒舌腹黒王子。ずっと言いたかったことなんて、何が飛び出すか分かったものじゃない。

　目の前の形のいい唇くちびるが開くのをジッと見つめた。

「あの時は申し訳なかった」

「……え？」

　唐とう突とつに発せられた、よく分からない言葉。

　ん？　え、モウシワケナイって、え、それどこの言葉？　フランス語？

「君と流くんへの暴ぼう言げん、とても申し訳なく思ってる。本当にごめん」

「え」

　京極紫苑が唐突に腰こしを折った。サラッと揺ゆれる金きん髪ぱつ。そのまま深々と頭を下げる。

　その前で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす私。

　メインヒーローに最敬礼される悪役令嬢。

　あれ。

　絵え面づら的てきにも認識的にもおかしな状況に混乱して、ワンテンポ遅れて現状が吞のみ込める。

　同時に状況のまずさにも気づいて卒倒しそうになった。

　星野宮家の令嬢に頭を下げる京極家跡取りなんて、第三者に見られたらどんな噂が立つか！

「え、ちょ、京極様！　頭を上げてください！」

「許してくれるかい？」

「そんなことよりこの状況を見られたらまずいですわ！」

「その時は僕が責任をもって釈しやく明めいするよ」

「釈明するより今、顔を上げてください！」

　慌あわてて京極紫苑の肩を叩たたくも彼が体勢を戻す気配なし。いやいやいや。

　反省の深さを表しているの？　いくら毒舌腹黒王子でも、そういう誠実なところはさすがメインヒーローね、って、そんなことどうでもいい。

　いくら寒いとはいえここは庭園。絶対に誰も来ないとは言えないのに！

「……分かりましたわ！　えぇ分かりましたとも許します！　水に流しますから。そうよ！　あの日のことは完全に海の果てまで流し尽くすわ！」

　半分パニックになりながら叫ぶように言い募つのれば、京極紫苑はさっきの押し問答が噓うそみたいにヒョイッと身体を起こした。

　素す直なおに従ってくれて、とりあえずほっとする。最初からそうしてほしかった。

　ほう、と息をつく私に、京極紫苑が微笑んだ。

「ありがとう星野宮さん。許してくれて」

「……許さざるを得ない状況でしたけどね」

「うん、そうだろうね」

　はぁ、まったく。

　時間が経たっていて怒りが小さくなっていたし、流も実際は聞いていないことだから、さっと許しちゃえたけど、そうじゃなかったらさすがに噓でも言えなかったわ、って……ん？

　何でもない調子で京極紫苑がさらっと言ったせいで、聞き流しそうになった言葉がギリギリ引っかかり、一瞬首を傾かしげる。

　そんな私を見て、京極紫苑は口を開いた。

「ずっと謝ろうとは思っていたんだ」

　京極紫苑が急に話し始めたせいで、引っかかった部分を考えるのを中断する。

「君の言う通り、流くんのことを何も知らないのに、噂うわさだけで中ちゆう傷しようを口にしたのは、僕の驕おごりだ。でも、一つ言うのなら、正直、本気で彼のことをそんな風に思ってはいないよ。ただ、色々あって、気が尖とがっていたんだ」

　静かに京極紫苑が話す。気が尖っていた、ねぇ。まぁそういうことはあるでしょう。何たって京極家の子息だもの。色々大変なこともあるだろうし。

　って、絆ほだされないぞ！

「バイオリンの発表会で君が本気で流くんのために怒っていると知って、きちんと謝罪しようと思ったんだけれど。でも恥はずかしながら、謝罪には慣れていなくて。中々、言い出せなかったんだ」

　遅くなってごめん、と京極紫苑は困ったように微笑んだ。その表情が、ほんの少しだけ流と被かぶる。

　って、だから絆されないぞって！

「お気持ちがあるなら、謝罪は難しくないと思いますわ」

「星野宮さんは手て厳きびしいな」

　自分の気持ちを引き締めるためにも、少々厳しめな返事をすれば京極紫苑が苦く笑った。

　……さすがに言いすぎた？　地じ雷らい踏んじゃった？　小学生相手に酷ひどかったかも。

　内心慌てていると、急に京極紫苑が右腕を動かす。

　咄とつ嗟さに身を固くする私に、その手が伸ばされた。

　そしてそのまま、外気で冷たくなった私の頰ほおに指先が触ふれたかと思うと、スッと目元の何かを拭ぬぐうように、柔らかくなぞられる。

「でもきっと、キミはそうなんだろうね」

　呆ぼう然ぜんとする私に、ふわり、と京極紫苑は微笑んだ。

　その、まるで咲き誇る百ゆ合りの花のような高こう雅がな微笑みを、私は見たことがあった。何度も画面越しに見た、一番、孤こ高こうの王子プリンスらしい微笑み。

「ごめんね、星野宮さん」

　何も反応できずに微笑みをただ見返す私に、最後にもう一度、京極紫苑はそう言った。






















　その後すぐに、さすがに寒いから会場に戻ることに。

　お互い即そつ決けつだった。

「ドレスは肩が寒そうだね。上着を貸そうか？」

「いえ、大丈夫ですわ。もう会場ですもの」

　気き遣づかう京極紫苑に首を振る。

　親切心からだと思われる行動すら警戒しちゃう私は捻ひねくれてる？　でもそれだけ、あのパーティーが衝しよう撃げき的てきだったと思ってほしい。

　あ、でもあの時は、気が尖っていたんだっけ？　人間余裕のない時は人に優しくできないもんね。仕方ないのかな。

　ってだから、私は絆されない絆されない絆されない。

　乙女おとめゲーム版をクリアしてないから、京極紫苑の本性がアニメ通りの正統派王子なのか毒舌腹黒王子なのか分からない以上、避けるのが無ぶ難なんなのだ。

　う～ん、貴方あなたが毒舌腹黒なのはもう分かっているからこれ以上のパフォーマンスは結構よ！　なーんて言ってみたら反応で分かるのかもしれない。

　が、私は命が惜おしい。

　まぁそれはともかく、会場へ戻る自分の足取りが軽いのが分かる。凍えた体も何のその。

　思ったよりも京極会長とのコミュニケーションは負ふ担たんだったらしい。謝罪を受け入れた今後、それがなくなることでこんなにも気が楽になるとは。

　しばらくは悪夢を見ないで済みそう。やったね！

　そうして二人で連れ立って会場への入り口まで来てから、ハッと気づいた。

　いけない、いけない。何やってるの私。何でナチュラルに仲良く二人で会場に入ろうとしているの。外そと堀ぼりを埋うめられたいのか！

「星野宮さん？」

　急に立ち止まった私を、不ふ思し議ぎそうな目で京極紫苑が見る。私は曖あい昧まいに微笑んだ。

「先に戻っていていただけます？　私、用事がありまして」

「用事？」

「えぇ」

　このアバウトな言い訳に、京極紫苑はほんの少し目を細めた。

　でもケチをつけられるものならつけてみればいい。女の子には、お花はな摘つみというリーサルウエポンがあるのだから。

　そんな私の考えを見抜いたのか、単純に京極紫苑のお育ちがいいせいか、特に追及することなく、分かった、と頷いて素直に先に行ってくれた。

　去り際ぎわに残した「じゃぁ桜子さん、これからもよろしく」という言葉と、目がチカチカするくらいの微笑みはもちろん記憶には残さない。

　あぁもう本当に最後の最後まで怖いったらない。刺殺されちゃう私にとってはパニックホラーだ。

　そうして私は、ようやく訪れた心の平安に思わず涙ぐむ。

　流、私はやったよ！　謝罪もちゃんと受け入れたよ！

　今すぐにでも私の紳士ジエントルマンへ謝罪受け入れを報告しに行きたいけど、パーティーの間は我が慢まんだ我慢。

　それよりも何よりも、そろそろ春兄様の元へ戻らないと心配をかけちゃう。

　それに今日の私は主催者側。招待客のお相手が仕事なのに、いつまでもサボってはいられないもんね。でも京極紫苑に用事と言った手前、あと数分待ってから入ろうかな。

　そんな考えで庭から会場への入り口付近に留とどまる私の肩を、誰かが叩いた。

　振り返る。

　立っていたのは春兄様に挨拶している様子をチラッと見かけただけの、鳶とび色いろの髪の少年。

「よぉ。星野宮妹。ホスト側の癖くせに、こんなとこにいたのかよ」

　言葉を交かわすのはこれが初めてのはずなのに、まるで親しい間柄のように呼びかけられる。

　このパーティーにいる子供としては珍しく荒っぽい言葉遣いと、子供らしからぬ挑ちよう戦せん的てきな笑み。

　でもそれが彼の気の強そうな容姿には合っている。

　そして私はその初めて会う少年を、もう何十回も見たことがあった。いや、正確には、もっと大きくなった彼を。

「ハジメマシテ星野宮妹。俺は、お前の兄あに貴きの敵だよ」

　少年は皮肉たっぷりに宣言すると、立ち尽くす私の右手をスッと自然な動作で取った。

　そしてそのまま持ち上げて、手の甲に自分の唇を押し当てる。

　ちっ、とも、ちゅっ、ともつかない、曖昧な音を立てた自分の右手を、私は呆ぼう然ぜんと見つめた。

「以後、お見知りおきを」
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　ニヤリ、と効果音が聞こえてきそうなほどのあからさまな笑みを浮かべ、私の反応を待たず、彼はクルッと身を翻ひるがえして去って行く。会場と反対方向ということはもう帰るのだろう。

　小さくなる背中をただ見送る。

　名前を告げず、立ち位置だけを告げて去って行った彼の名を、だけれど私は知っていた。

「なんで……」

　あの男と星野宮桜子がお互いを認識するシーンは、アニメに出ていた。つまり、正式に言葉を交わすのは、高校に入ってからのはずなのに、何で。

『俺と手を組まないか』

『誰よ、貴方』

『俺は、』

　寒気を感じて肩が震えた。カタカタと今いま更さら、細かに全身が震えだして両腕で自分の身体を抱きしめる。低い外気のせいだけじゃない。

『娘ムスメノ仇カタキダ』

　聞こえるはずのない嗤わらい声が耳の奥で響く。息がし辛づらくて喘あえぐように呼吸をした。

『以後、お見知りおきを』

　あの顔を知っている。あの高圧的な態度を知っている。あの少年の三年後の姿を知っている。

　全すべてを見下し、不敵に笑う。誰にも頭こうべを垂たれず、信じるのはただ己おのれのみ。

『絶対王者』阿あ久く津つ秋あき羅ら。

　攻略対象『四季』のうち秋を司つかさどるキャラであり、桜子わたしの刺殺エンドの原因の一人だ。
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　白しろ金がね学がく園えんは小中一いつ貫かんのお金持ち私立校である。

　それなりの偏へん差さ値ちを誇ることもあり、初等科から中等科への進学は八割を優に超える。逆に中等科から入学してくる、いわゆる外部生は学年の一割ほど。

　つまり初等科から中等科へ進学しても生徒の顔ぶれはほぼ変わりなく、内部生にとっては進学も進級も大差ないというのが常だ。










「ではまた四月の入学式で」

　由ゆ紀き子こさんは変わらぬクールな表情でそう告げると、迎むかえに来た家族と共に車に乗り込んだ。

「来年度も同じクラスだと嬉うれしいですわね」

　留る美みさんもいつものおっとりした微笑ほほえみを浮かべて、同じくおっとりした雰ふん囲い気きのお母様と一緒に連れだって歩いていく。この後家族で食事らしい。

　ちなみに私の家族はというと、お父様は仕事で、春はる兄にい様さまは学校。

　唯ゆい一いつ、お母様は来てくださったけど、どうしても外はずせない用事があるらしく、写真を急いで撮とって先に帰っていった。

　一緒に帰ってもよかったけど、もう少し教室をゆっくり見たかったから別で帰ることに。だって何といっても、旧きゆう桜さくら子こと併あわせて十二年通った校こう舎しやなのだ。愛着がある。

　みんなが出て行った後の教室に一人入れば、背後の黒板の絵が目に映る。満面の笑えみを浮かべるクマさんとゾウさんが、垂たれ幕まくを持っているポップな絵。

　その垂れ幕に書かれているのは、もちろん『ご卒業おめでとうございます』。

　昨日のうちに下級生が各教室に書いていってくれたものらしい。感謝感謝。

　まぁ、卒業式とはいうものの、泣いてる子は一人もいない、非常にアッサリした事務的な式だったけど。

　その後で数枚写真を撮って、これまたさっさと帰宅していった友人二人を見れば分かるであろうアッサリさ。

　まぁ、内部進学生の卒業式なんてこんなものだよね。二週間したら会えるわけだし。こんなものこんなもの。

　私の鼓こ膜まくは、外から入ってくるきゃいきゃいはしゃぐ声なんかに揺ゆらされるほど、軟なん弱じやくではないわ。

　数えきれないくらいのシャッター音？　恐おそるるに足りなくってよ。

　黒板から目を離して、この一年お世話になった教室をぐるっと見回す。

　クラスメイトとはまた会えるけれど、この初等部の校舎とはお別れなのだ。何だかやっぱり離れがたいなぁ。

　とはいっても、一回目の旧桜子の記き憶おくでは、初等科だけでなく中等科を含めて白金学園はほとんど出てこないけどね。まぁ京きよう極ごく会長いないからね。

　教室をゆっくり見てから、窓に近づく。

　ちょうど胸むな下したの位置にある窓まど枠わくに頰ほお杖づえをついて外をぼんやり見れば、まだ写真を撮っている生徒とその家族が視界に入った。

『これからもよろしく』

『以後、お見知りおきを』

　あの彼も、その彼も、きっと今日どこかの初等科を卒業して写真を撮っているんだろう。

「頑張らないと」

　自然と口から零こぼれたのは、この七年間、ずっと心の中で唱となえ続けた言葉。

　同時に、ポタリと手の甲に落ちる感触。

　旧桜子通りなら、あとちょうど三年で舞台が整い、六年かからずにあの日が来る。

　独ひとりでも、頑張らないと。たとえ辛つらい時に心を分かち合う相手一人いなくても。この頰を伝うしょっぱい水すい滴てきを拭ぬぐってくれる手すらなくても、頑張らないと。

　だって、やっぱり死にたくない。

「あ、桜子、ここにいたんだ。探したよ」

　後ろから聞こえた声に肩を揺らす。その声の持ち主ぬしが少し困った微笑ほほえみを浮かべていることは簡単に予想できた。

　窓枠に預けていた体を起こし、さっと両手で頰のしずくをさらってから振り返る。

「流ながれ！　一緒に写真を撮りましょう！」

　満面の笑みでそう誘えば、そうだね撮ろうか、と穏おだやかな声が返ってくる。

　そして二人で教室の黒板の前に並んだ。撮ってくれるのは仕事を休んで式にも出席していた省しよう吾ごおじ様。

　ちょっと微び妙みようそうな表情の流に構わず、肩を組んで二人でレンズにピース。

「撮るから笑って笑って。はい、チーズ」

　シャッターが下りる音に次ついで隣で呟つぶやかれた、目閉じちゃった、の一言に噴ふき出してケラケラ笑ってしまう。一度ツボに入ると止まらない。

　そんな私の突然の笑いをパチパチと目を瞬しばたたかせてみた後で、流も小さく噴き出す。

　二人して笑うと余計おかしくて、肩を組んだ状態もおかしくて、さらに笑った。

　自分と流の笑い声が教室に響くのを聞きながら、明日も頑張るぞ！　と流が来る前とは真逆の気持ちで思い、心の中で拳こぶしを突き出す。

　明日も明後日あさつても分からないけれど、でもきっと大丈夫だ。

　だって涙くらい、自分でだって拭えるもんね！
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　四月一日の白しろ金がね学がく園えん中等科入学式当日。

　真新しい中等科のブレザーを着て登校する。

　クラス分けの紙が貼はられた掲けい示じ板ばんに向かう途中で、さっそく由ゆ紀き子こさんと留る美みさんと再会した。

「今年も三人一緒でしたわ」

「四組です。さすがですね」

　既すでに見てきた二人がさっそく教えてくれた。

「まぁ本当に？　嬉うれしいわ！」

　仲のいい二人と無事同じクラスになれたことを喜ぶ。後半のさすがですってどういう意味かしら。桜さくら子こ、さっぱり分からないわ。

　三人で一緒に教室に行く。黒板に貼り出された座席表。男女に分かれた名前順だったので、比ひ較かく的てきすんなり自分の席を見つけられる。

　最初なので、それぞれ早めにと別れて席に着いた。

　私の席の周りはまだ誰だれも来ていない。一人座っていても暇ひまなので、こんなこともあろうかと暇つぶしに持ってきていた本を開いて読み始める。

『人間失格　太だ宰ざい治おさむ著』

　何だかお腹なかが空く題名ですね。

　これは書庫になかったから最近わざわざ買ったもの。諦あきらめが悪いと言うなかれ。あの時はタイミングが悪かっただけなのだから。

　今度こそ読みきるぞ、と気合を入れて読み始め、十二ページの真ん中あたりまで進んだ時だった。

　コンコン、という音と微かすかな振しん動どう。視界に私の机をノックする白い手が映った。

　ん？

　パッと顔を本から手の上のほうへ向ける。

　見上げた先、朝の光でキラキラと輝かがやく金色の髪かみ。童どう話わの中の白馬の王子様そのものな目の醒さめる美しい容姿。そこに浮かぶのは容姿に劣おとらない完かん璧ぺきな微笑ほほえみ。

　そんな彼の、まるでエメラルドをはめ込んだかのような瞳ひとみの中に、目を見開いて絶句する間抜けな私の顔が映った。

「おはよう」

　その一見、正統派王子な言動。でも脳のう裏りに過よぎるのはあのパーティーでの毒どく舌ぜつ腹黒王子。

　本当の彼はどっち？

　教室にちょうど入ってきた男子生徒二人組の「あれって京きよう極ごく家けの……！」「え、同じ制服着てるよ……」という声が私に認識したくない事実を突きつけた。

「これからよろしくね、桜子さん」

　美しい緑色の瞳が細められ、形のいい唇くちびるが綺き麗れいな弧こを描くのを遠い目で眺ながめる。

　私はもはや旧桜子の享きよう年ねんすら迎むかえられる自信がないわ。

　逃にげるという選せん択たく肢しが完全に消去された現状に、私はもうどうにでもなーれ、と自や棄けに自棄を重ねた自棄っぱちな気分で、自分ができる最上級の笑顔を彼に向けた。

「えぇ、もちろんですわ京極様」

　私は今すぐ気絶したいなぁなんてことを切実に願って、教室のドアをくぐったところでギョッとこっちを見ていた彼の名前を心の中で盛せい大だいに叫さけんだ。

　流ながれえぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！

　視界の片かた隅すみに、困ったようないつもの微笑みが映った。





終
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「人生、何が起こるか分からない」、えぇ、まさにその通り。

　読書をこよなく愛する自分が、その対象である本を出すなんて、ほんの半年ほど前までは夢にも思っていませんでした。

　今もまだ半分くらいは、夢の中にいる気がします。




　さて、後になりましたが、お初にお目にかかります。日ひ咲ざきユサです。

　桜さくら子この頑張り、いかがでしたでしょうか。

　この本の内容を一文で表すと、「猪ちよ突とつ猛もう進しんを体現する主人公が自身の生き残りを懸かけ奔ほん走そうする」、と、まぁこんな感じになると思います。

　ですがそんなアグレッシブな一文に反して、本作は恋愛ジャンルの少女小説。

　サバイバルでも、スポコンでも、もちろんサスペンスでもなく、『恋愛』です。

　一度本を閉じて表紙をご覧らんください。

　文ふ月づき路ろ亜あ先生が描いてくださったキラキラと輝かがやく、それはもう美び麗れいな表紙絵が、本作のジャンルを本文以上に物語ってくださっています。

　懸けん念あん事じ項こうとしましては、表紙絵をきっかけにこの本をお手に取られた方が、読了後、あれ？　と首を傾かしげやしないか、という一点に尽つきます。

　桜子が刺し殺さつ回かい避ひに必死すぎて、中々乙女おとめモードにならないところに原因があるようです。ですが、そんな一いつ生しよう懸けん命めいな彼女を皆みな様さまが好きになってくれたら、とても嬉うれしく思います。




　では最後になりましたが、この本に携たずさわってくださった方々へお礼の言葉を。

　まずは悶もん絶ぜつ級きゆうの素敵なイラストを描いてくださった文月路亜先生、ありがとうございました。初めて桜子のラフを見た時の感動は、一いつ生しよう涯がい忘れません。

　次に、句く読とう点てん一つ、きちんと打てていなかった文章を見てくださった校正様、非常に根気のいる作業だったと思われます。本当にお世話になりました。

　また、小説を書くことについてド素人しろうとだった私を導き、本作を世に送り出してくださった担当のＹ様。感謝しても、し足りません。本当にありがとうございました。

　そして、本作の出版にご尽じん力りよくいただいた全ての方々、そして読者の皆様へ、心から御礼申し上げます。


日咲ユサ
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「ほんとムカつくわ、この女」

　隣で唸うなるように呟つぶやかれた言葉に、お菓か子しに伸ばした手を思わず止める。

　横を見れば手元のゲーム画面を睨にらみつける親友のさっちゃん。私の部屋に遊びに来た今日に限って、なぜかご機き嫌げん斜ななめのご様子。

「どうしたの？」

　理由を尋たずねれば、さっちゃんは苛いら立だたしそうに手元のゲーム機をコツコツと指で叩たたいた。

「美み優ゆ、これ見てよ。また星ほし野の宮みや桜さくら子こが私と京きよう極ごく会長の仲を妨ぼう害がいしてきたの」

　そう言われて横から画面を覗のぞくと、そこには高笑いする意地悪そうな美少女が。私達が二人してドハマりした大人気アニメ『キミ☆らぶ』の悪あく役やく令れい嬢じよう、星野宮桜子だ。

　どうやらさっちゃんは、アニメ『キミ☆らぶ』の最近出た乙女おとめゲーム版をプレイ中らしい。メインヒーローであり、私達の一番の推おしキャラ、京極会長のルートを。

「仕方ないよ。ヒロインの障しよう害がいになるのが悪役令嬢の役目だし」

「ふんっ、アニメでもゲームでも鬱うつ陶とうしいことこの上ないわ！」

　いらいらと髪かみを搔かきむしるさっちゃんは、よっぽど悪役令嬢に苦戦してるみたい。

「まぁまぁ。結局ラストで断罪されて没ぼつ落らくすると思えば、ね？　心が広く」

「ならないわ」

　バサリ、と私の言葉は豪ごう快かいに切って捨てられた。

　泣ける。

　私は負わなくていいはずの傷を庇かばいながら、さっちゃんのプレイする画面を覗き込んだ。

　星野宮桜子の相変わらず気の強そうな微笑ほほえみがこっちに向けられている。

　アニメで桜子は、京極会長のことが大好きすぎて、彼に近づくヒロインをイジめ、京極会長には色目を使い、とうとう家の権力で無理やり婚こん約やくまでしていた。

　でも所しよ詮せんは悪役令嬢。

　結局は主役たちに断罪され、アニメの舞ぶ台たいから姿を消す。徹てつ底てい的てきに潰つぶされるのだ。

　たぶんこの乙女ゲーム版でも似たような展開だと思う。

　まぁ、それをされて当然なくらいには酷ひどいことをしていたし、性格も悪かったから、アニメの視し聴ちよう者しやは全員、その展開に歓かん声せいを上げただろうけど。

　……でも。

「ねぇ、さっちゃん」

「何よ、美優」

　ゲーム画面に集中したまま、さっちゃんは気のない返事をする。

「星野宮桜子はさ、何を思ったんだろうね」

「はぁ？」

　私の言葉に顔を上げたさっちゃんが顔をしかめる。

「いや、その、最後に大好きな京極会長達に潰されたでしょ？　自じ業ごう自じ得とくだけど、そんな辛つらいことがあって桜子はどんな風に思ったのかなぁって」

　さっちゃんが、何言ってんのよ、と呆あきれた表情になる。ぐっ。

　いや、私だって何で疑問に思ったのか分からない。桜子好きじゃなかったし。でもなぜか今は疑問に思ったのだ。て、急におかしいよね。

　視線を泳がせながら、やっぱり今のなしでっ、と慌あわてて取り消そうとすれば、美優、とさっちゃんが私を呼んだ。

　その声に視線を戻すと、驚くほど静かな瞳ひとみが私を見ている。思わず、息を吞のんだ。

「じゃあ、あんたは最さい期ごに何を思ったの」

「……え？」

　反射的に聞き返した私に、さっちゃんはほんの少しだけ泣きそうに微笑んだ。

「おバカねぇ美優。ハンカチなんて、どうでもよかったのに」

　目を瞬しばたたかせる私の前で、さっちゃんの姿が、ぐにゃり、と歪ゆがんでいく。

　おバカねぇ、ともう一度、今度は遠くから聞こえた瞬しゆん間かん、全ての光が消え去った。







　パチリ、と目を開ければ見慣れない天てん井じよう。

　あれ。

　ソファに横になっていた身体からだを起こすと、ハラリ、と膝ひざに何かが落ちた。見ればタオルケットだ。

「あ、桜子起きたんだ」

　ふいに聞こえた声に振り返った先には、片手にお盆ぼんを持った薄茶色の髪の男の子。

『桜子』、彼は私をそう呼んだ。

「羊よう羹かん、持って来たんだけど、食べる？」

　柔らかい微笑みを向けられ、寝起きでぼんやりとしていた意識が覚かく醒せいする。

「な、がれ」

　名を呼べば、彼……流ながれが首を傾かしげた。

「なに？　え、もしかして寝ぼけてるの？」

　クスっと笑う彼を見て、あぁ、そうだ幼おさな馴な染じみの流の家に遊びに来ていたんだと思い出す。

「ちょっと夢を見てて、混乱しただけよ」

　笑われて思わず唇くちびるを尖とがらせる私に、流が困ったように微笑んで羊羹のお皿を差し出した。受け取れば、流も一皿を同じように手に持って私の隣に座る。

「何の夢を見ていたの？」

　そんな風に問いかけられて、視線を宙に泳がせてからわざとらしく肩かたを竦すくめてみた。

「忘れちゃったわ。大した夢じゃなかったみたい」

「ふぅん」

　あっさりと流は引き下がる。

　そう、大した夢じゃない。

　一人頷うなずいて、パクリ、と羊羹を口に入れれば、途と端たんに広がる優しい甘さ。

「美お味いしい！」

　思わず叫んだ私に、

「うん、おかわりもあるよ、桜子」

　柔らかく微笑む流。

　その見慣れた微笑みに、起きてからようやくきちんと実感できる。

　もう美優がどこにもいないこと。さっちゃんにだってもう会えないこと。

　今、隣にいるのは幼馴染みの流で、私は星野宮桜子なのだ。

『じゃあ、あんたは最期に何を思ったの』

　夢の中の言葉が耳の奥で木霊こだまして、ほんの少し出た涙を、目をギュッとつむって押し込んだ。

　おバカねぇ、と聞こえるはずのない懐なつかしい声が聞こえた気がした。











終













ある日教室で親友と






「き……きゃあぁぁぁぁぁぁぁ！」

「うわはっ」

　目の前で突然上がった甲かん高だかい悲鳴に、思わず座ったまま椅い子すから三センチ宙に飛び跳はねた。

　不本意にもそんな奇き天て烈れつな驚き方をしてしまった私と、机を挟はさんで座る悲鳴の持ち主ぬしは、目をひん剝むいて手元のゲーム画面を凝ぎよう視ししている。

　教室にいるクラスメイト達も何事か、と私達へ注目した。

「な、何があったのさっちゃん！」

　いつもどちらかというと冷静な親友のただならぬ雰ふん囲い気きに慌あわてて声をかければ、ぐわっと顔が持ち上がり強い視線が私を射い抜ぬいた。

　え、ちょ、なになになに。顔怖いよ！　私何かしたっけ!?

「さ、さっちゃん？」

　恐おそる恐おそる呼べば、さっちゃんは口元をわなわなと震ふるわせる。え、ほんと何があったの。

「美み優ゆ、どうしよう、私……」

　さっちゃんはそこで言葉を切ると、唐とう突とつに手元の携けい帯たいゲーム機の画面をズイズイズイッと私の顔面すれすれに押しつけた。

「京きよう極ごく会長攻略できたのおぉぉぉぉぉ！」

「え、うそ！　おめでとうさっちゃぁぁあぁぁん！」

　ガバリッとお互い抱だき着きあって喜びを分かち合う私達に、クラスメイト達の呆あきれた視線が突き刺さった。







　数分後、少しの落ち着きと大方の常識を取り戻した私達は、大人しく二人で小さな画面の中を覗のぞき込んだ。

　そこには、乙女おとめゲーム版『キミ☆らぶ』のメインヒーロー、京極会長ルートで集めた画スチルの一覧が。

「もう京極会長かっこよすぎよ！」

「うんさっちゃん。本当にね！」

　二人してむふふふ、と笑う。

「ねぇねぇ、さっちゃん。アニメで京極会長の好きなシーン挙げてこうよ！」

　テンションが上がってそう提案すれば、京極会長攻略でいつになく上じよう機き嫌げんのさっちゃんも大きく頷うなずく。

「じゃあ私から言うわ」

　さっちゃんが最初に口を開いた。

「色々好きなシーンはたくさんあるけど、やっぱり京極会長といったらあの音楽室が最高だわ！」

「あ、あぁぁ！　あのシーン私も好き！」

　思わず叫さけぶ私に、さっちゃんは満足そうな顔をする。

　今挙げた音楽室のシーンは、ファンの人気ランキングにも毎回食い込むシーンなのだ。

　放課後の音楽室で、悪あく役やく令れい嬢じよう星ほし野の宮みや桜さくら子こに手て酷ひどい仕打ちをされ落ち込むヒロインを、京極会長がバイオリンを弾ひいて慰なぐさめる。

　夕日が窓から差し込み、赤く染まる音楽室で柔らかく響ひびく京極会長のバイオリンの音と、それを奏かなでる彼を愛いとしそうに見つめるヒロイン。

　時折、二人の視線が交差する瞬間は、堪たまらない！

　しかも、京極会長の奏でるエルガーの「愛の挨あい拶さつ」がその二人の情景にマッチして、もう、本当に、ロマンチイィィィック！

　鮮せん明めいに思い浮かぶそのシーンに思わずニマニマする私。さっちゃんを見てみれば、うっとりとした乙女の顔になっている。

「いいよねー」

「いいわよねー」

　うふふふふ。

　二人で微笑ほほえみ合えば、なぜか教室のあちらこちらから、ズザアァッと椅子を遠くに引く音が聞こえた。

　なんで。

「じゃあ次は美優の番よ！」

　さっちゃんはそれに気づいているのかいないのか、気にせずに続きを促うながした。

　まぁいっか。

「えーとね、私はやっぱりアニメ第十五話かな！」

「あぁ、悪役令嬢の断罪シーンね」

「そう！　やっぱりヒロインを虐いじめまくってた悪役令嬢との決着シーンは爽そう快かいだよ！」

「そうねぇ。私、そこ何回も見たわ」

「私も！」

　うふふふ。

　ズザザアァァァッ、と私達の周りで鳴り響く音なんか耳に入らないよ。

　頭を占しめるのは、あのパーティーのシーンのみ！

　悪役令嬢、星野宮桜子が自身の婚こん約やく披ひ露ろうパーティーで、京極会長をはじめとするイケメン達に今までの罪を暴あばかれる大好きな場面。

　このシーンは本当にお気に入りで何回も見てる！

　星野宮桜子に対たい峙じする京極会長の超然とした姿。いつもの優しい王子様然とした彼とのギャップが、あぁ、もう、たまらない！

「あーあ、京極会長に会いたいなぁ」

　心底呟つぶやいた私の言葉に、さっちゃんも深く頷いた。










　なーんてこともあったのになぁ。

「やぁ、星野宮さん」

　目の前で微笑む金きん髪ぱつ碧へき眼がんのメインヒーローに、私は思わず遠い目をする。

　あの無む邪じや気きに夢を見ていた自分に戻れないことがもう、本当に、切ないよね！

　うふふふ、とあの日の懐なつかしい笑い声が聞こえた気がした。




拝はい啓けい、さっちゃん。

　お元気ですか？　私は相変わらず元気です。

　最近では二度目の悪役令嬢、星野宮桜子をやっています。

　希望のない未来ではありますが、老ろう衰すい目指して頑張っていくので違う次元から応おう援えんしてくれると嬉しいです。




　追伸

　メインヒーローから逃にげるにはどうしたらいいでしょうか？

　返信待ってます。
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